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き
ん
さ
ち
ろ
う

で
は
、
口
ひ
げ
を
は
や
し
た
一
二
十
代
の
温
厚
な
教
師
・
本
多
錦
吉
郎
（
一
八
素

当
時
、
市
内
で
絵
画
を
教
え
る
機
関
と
し
て
は
、
官
立
で
は
明
治
九
年
（
’

（
１
）
 

（
２
）
 

洋
画
排
斥
論
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
明
治
十
年
代
の
中
頃
、
小
石
川
区
新
小
川
町
一
一
丁
ロ
ロ
八
番
地
に
あ
る
画
塾

（
３
）
 

「
彰
技
堂
」

喋
鮒
鮒
酬
学
本
多
錦
吉
郎

本多錦吉郎（明治９年，２７歳）

『鯛本多錦吉郎｣(昭f119.9)より

吉
郎
（
一
八
五
○
～
一
九
二
一
、
明
治
期
の
洋
画
家
）
が
、
熱
心
に
生
徒
を
薫
陶
し
て
い
た
。

明
治
九
年
（
’
八
七
六
）
十
一
月
に
開
校
し
た
工
部
美
術
学
校
が
あ
り
、
そ
の
他
画
塾
が
二
、

三
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
川
上
冬
崖
の
「
聴
香
読
画
楼
」
（
明
治
三
年
ご
ろ
、
下

谷
仲
御
徒
町
）
、
高
橋
由
一
の
「
天
絵
楼
」
（
明
治
六
年
、
日
本
橋
浜
町
）
、
国
沢
新
九
郎
の

「
彰
技
堂
」
（
明
治
八
年
、
麹
町
平
何
町
）
や
横
浜
在
住
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
の
塾
な

（
４
）
 

ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
黎
明
期
の
洋
画
界
に
あ
っ
て
、
絵
画
の
技
法
に
つ
い
て
の
教
育
を
率
先
し

て
行
な
っ
た
本
多
錦
吉
郎
に
わ
た
し
が
興
味
を
お
ぼ
え
た
の
は
、
い
ま
手
が
け
て
い
る
美
術

（
芸
用
）
解
剖
学
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

斯
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
五
百
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
が
、
日
本
に
伝
わ
っ
た

の
は
明
治
初
期
で
あ
り
、
官
立
の
学
校
に
先
ん
じ
て
そ
れ
を
初
め
て
日
本
人
に
教
授
し
た
の
は
、

医
学
者
で
は
な
い
、
美
術
家
の
本
多
錦
吉
郎
で
あ
っ
た
。

宮
永
孝

140（１） 



と
こ
ろ
で
人
体
解
剖
の
経
験
が
な
い
本
多
が
行
な
っ
た
美
術
解
剖
学
の
講
義
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
か
れ
は
何
を
よ
り
所
と

し
て
そ
れ
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
絵
か
き
や
彫
刻
家
に
と
っ
て
不
可
欠
の
人
体
の
骨
ぐ
み
や
筋
肉
の
し
く
み
を
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
画
学

生
に
説
い
た
、
美
術
教
育
家
・
本
多
錦
吉
郎
の
美
術
解
剖
学
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
久
し
く
美
術
解
剖
学
の
日
本
伝
来
と
そ
の
紹
介
者
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
文
献
を
あ
さ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
よ
う
や
く
本
多
錦
吉
郎

究
』
第
十
五
号
所
収
）
で
あ
っ
た
。

し
ん
く
ろ
う

本
多
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
、
洋
画
を
志
し
て
国
沢
新
九
郎
（
一
八
四
七
～
七
七
、
も
と
土
佐
藩
士
、
明
治
前
期
の
洋
画
家
、
イ
ギ
リ
ス
で
西
洋
画
を

（ＦＤ） 

学
ん
だ
の
ち
画
塾
・
彰
技
堂
を
ひ
ら
く
）
の
塾
に
入
り
、
の
ち
そ
こ
の
塾
頭
と
な
り
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
一
一
一
月
十
一
一
日
国
沢
が
亡
く
な
る
や
そ
の
私
塾

彰
技
堂
は
、
明
治
八
年
新
橋
竹
川
町
に
画
塾
の
分
室
を
、
明
治
十
年
五
月
に
は
塾
舎
を
神
田
今
川
小
路
に
移
転
し
、
さ
ら
に
明
治
十
二
年
二
八
七
九
）
に

は
小
石
川
区
新
小
川
町
（
江
戸
川
大
曲
の
河
岸
）
に
校
舎
を
新
築
し
、
洋
画
教
育
普
及
に
つ
と
め
た
。
そ
の
新
装
の
画
塾
に
入
門
し
た
中
村
鈴
子
（
中
村
こ
う
。

マ
マ

慶
応
二
年
十
一
一
月
一
一
日
生
ま
れ
、
の
ち
『
婦
人
世
界
』
の
記
者
と
な
り
、
昭
和
十
六
年
四
月
十
一
日
死
去
）
は
、
「
息
ひ
出
」
（
『
日
本
美
術
界
』
第
二
巻
第
一
一
一

号
所
収
、
大
正
９
．
３
）
の
な
か
で
、
人
体
解
剖
（
美
術
解
剖
学
）
の
授
業
を
う
け
た
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

を
引
き
つ
い
だ
。

に
行
き
．
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

し
ゆ
た
く

本
多
の
存
在
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
尾
埼
尚
文
（
近
代
絵
画
史
研
究
家
）
の
論
考
「
国
沢
新
九
郎
・
本
多
錦
士
口
郎
手
沢
の
洋
画
技
法
書
」
（
『
参
考
書
誌
研

生
徒
の
中
村
が
入
塾
し
た
の
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

画
用
幾
可
と
遠
近
法
も
一
週
に
一
二
回
づ
く
教
授
さ
れ
ま
し
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
ま
し
た
、
人
体
解
剖
の
講
義
も
一
週
に
一
度
づ
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
と
ご
ど

先
生
は
小
学
教
師
の
や
う
に
、
黒
板
の
前
に
立
つ
茨
、
け
て
生
徒
が
す
っ
か
り
判
る
ま
で
悉
く
説
明
さ

注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

（２）１３９ 



美術解剖学の移植者本多錦吉良

本
多
錦
吉
郎
が
講
義
の
粉
本
と
し
た
の
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
罵
冒
】
乏
貰
『
の
ロ
が
著
わ
し
た
「
人
体
の
美
術
解
剖
学
」
＆
昌
豊
・
』
苫
貝
・
冒
喧

＆
言
③
言
ミ
§
斡
冒
高
）
で
あ
る
が
、
か
れ
は
明
治
十
年
代
か
ら
そ
れ
を
少
し
ず
つ
訳
し
な
が
ら
塾
生
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
訳
稿
を
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
九
月
か
ら
翌
年
一
一
月
に
か
け
て
、
『
画
学
類
纂
』
に
「
酵
赫
人
体
解
剖
編
」
と
題
し
て
、
他
の
美
術
応
用
の
規
範

と
と
も
に
、
六
回
に
わ
た
っ
て
分
載
し
た
。
か
れ
は
同
書
の
第
一
集
に
お
い
て
、

（
６
）
 

剖
学
」
を
生
徒
に
教
え
た
の
狸

い
て
教
授
し
た
こ
と
に
な
る
。

。
Ⅱ
Ｊ
Ｊ
ｊ

と
の
べ
、
さ
ら
に
斯
学
を
学
ぶ
大
要
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

工
部
大
学
附
属
工
部
美
術
学
校
が
、
東
京
大
学
医
学
部
か
ら
解
剖
学
の
準
講
師
・
玉
越
興
平
を
招
い
て
、
｜
週
間
に
二
回
「
彫
刻
画
学
二
必
要
ナ
ル
生
理
解

６
）
 

学
」
を
生
徒
に
教
え
た
の
は
、
明
治
十
四
年
（
’
八
八
一
）
一
月
一
一
十
五
日
の
｝
」
と
だ
か
ら
、
彰
技
塾
で
は
そ
れ
よ
り
も
四
、
五
ヵ
月
早
く
人
体
解
剖
に
っ

絵
画
彫
刻
術
二
必
用
ナ
ル
人
体
解
剖
ヲ
親
切
簡
明
二
説
示
ス
（
七
頁
）

ｌ
・
・
‐
．
‐

…
Ｉ
 

・
銀
．
Ｊ
汀
．
．
Ｈ
‐

ｊ
ｈ
駒
４
卿
猯
刎
い
… ‐
Ｉ
 

州
鑓

鱗；
-4 

111可．

「画学賦纂第二災」

(東京大学[ﾘ]治新IiIl雑捻文庫蔵）

い
ま
引
い
た
文
章
は
、

凡
ソ
人
体
ノ
骨
格
筋
肉
ハ
画
家
彫
刻
家
ノ
主
ト
シ
テ
知
ラ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
要
項
ナ
リ
。

作
家
主
ト
シ
テ
注
意
ス
ヘ
キ
所
一
一
シ
テ
チ
骨
格
筋
肉
ハ
是
力
主
要
ノ
基
礎
ナ
リ

凡
ソ
外
貌
ノ
華
美
ヲ
仮
装
偽
作
ス
ル
ハ
初
学
ノ
為
〆
一
一
大
障
碍
ク
リ
。
宜
シ
ク
内
部
ヨ
リ
攻
究

ス
ヘ
キ
ナ
リ
。
死
体
ヲ
臨
墓
シ
テ
以
テ
活
人
（
生
き
て
い
る
人
ｌ
引
用
者
）
ヲ
作
ラ
ン
ト
欲
ス
ル

ハ
誤
謬
是
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
古
製
ノ
彫
像
ハ
学
者
ノ
好
模
本
ナ
リ
。
学
者
之
レ
ー
ー
依
テ

わ
き
ま

禅
益
ヲ
得
、
外
二
人
体
解
剖
ヲ
弁
へ
又
照
影
法
ヲ
学
上
、
物
状
ノ
変
化
ス
ル
実
況
ヲ
熟
知
セ
ハ
、

こ
と

人
物
ヲ
描
ク
ノ
難
事
ハ
、
適
宜
練
習
ノ
効
ヲ
以
テ
、
打
チ
勝
シ
１
ヲ
得
シ
（
「
総
論
」
）
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
〃
美
術
解
剖
学
“
の
こ
と
が
活
字
と
な
り
、

138（３） 



さ
ら
に
そ
の
語
の
簡
単
な
定
義
、
美
術
家
が
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
要
綱
と
し
て
の
解
剖
学
に
つ
い
て
記
し
た
貴
重
な
記
事
で
あ
る
。

本
多
は
、
絵
か
き
が
自
然
を
写
生
す
る
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
人
間
の
裸
体
を
描
く
こ
と
と
考
え
、
人
体
研
究
に
よ
っ
て
運
筆
の
練
習
を
し
、
さ
ら
に
人

（
７
）
 

す

間
の
体
躯
の
組
織
を
知
る
一
」
と
は
美
術
上
大
き
な
利
益
が
あ
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
美
術
家
に
と
っ
て
、
人
体
解
剖
に
つ
い
て
の
知
識
は
必
須
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
本
多
は
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
論
文
を
講
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

原
著
者
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
い
か
な
る
人
か
。
そ
の
経
歴
を
知
る
の
に
手
間
取
っ
た
が
、
最
近
、
『
絵
描
き
、
彫
刻
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
版
画
家

に
つ
い
て
の
批
評
お
よ
び
記
録
の
辞
典
』
（
回
顧
。
図
廿
ロ
ミ
（
§
目
高
ｏ
１
畳
鳥
凰
＆
・
目
冒
曾
圓
「
烏
②
Ｃ
③
（
ミ
忌
砂
勿
昌
ｓ
§
爵
》
：
②
②
冒
巳
自
鳳
③
（

ロ
自
己
豊
高
》
の
日
日
』
９
℃
）
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
略
歴
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

か
れ
は
一
七
九
四
年
九
月
二
十
四
日
ロ
ン
ド
ン
に
生
ま
れ
、
一
八
七
九
年
十
二
月
十
八
日
同
地
に
お
い
て
没
し
た
。
享
年
八
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
生
前
、
油

絵
画
家
・
水
彩
画
家
・
挿
絵
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
美
術
に
関
す
る
著
述
は
け
っ
し
て
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
「
人
体
の
美
術
解
剖
学
」

当
初
、
絵
筆
を
手
に
す
る
よ
り
は
彫
刻
の
方
に
興
味
が
あ
り
、
そ
の
た
め
ジ
ョ
ン
・
ギ
ブ
ソ
ン
に
師
事
し
た
。
一
八
一
八
年
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
ノ
ミ
を
捨
て
る

と
、
こ
ん
ど
は
絵
筆
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
英
国
王
立
美
術
学
校
に
入
学
し
た
。

は
じ
め
は
油
絵
を
や
り
、
つ
い
で
水
彩
画
に
転
じ
た
が
、
後
者
に
お
い
て
は
一
応
の
成
功
を
お
さ
め
た
。
一
八
三
五
年
「
ニ
ュ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」
の
会
員

は
じ
め
は
油
絵
を
や
り
、
つ
い
で
水
彩
秀

と
な
り
、
四
年
後
そ
の
会
長
に
選
ば
れ
た
。

騒
鰄
人
体
解
剖
編
」
は
、
骨
部
と
筋
部
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
か
、
つ
ぎ
に
一
部
引
い
て
み
よ
う
。
書
き
出
し
の
骨
部

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
で
は
じ
ま
る
。

二
八
五
六
年
）
で
あ
る
。

総
論

人
体
骨
格
ノ
構
造
ハ
大
概
次
ノ
如
シ

バ
リ
テ
ス
ト
ユ
ー
ム

は
う
ら

い
う
か

こ
Ｌ
』

人
体
ノ
骨
格
ハ
骨
膜
ト
名
ク
ル
強
剛
ナ
ル
物
ヲ
以
テ
全
部
テ
包
羅
シ
（
ひ
っ
く
る
め
る
）
殊
二
諸
関
部
ハ
包
裏
ス
ル
（
つ
つ
む
）
１
最
モ
堅
固
ナ
リ

（４）１３７ 



美術解剖学の移植者本多錦吉郎

な
お
、

ま
た
筋
部
の
冒
頭
と
お
も
わ
れ
る
文
章
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

額
ハ
人
種
ノ
異
ル
ト
又

ヲ
見
出
ス
１
甚
夕
難
シ
ト
ス

面
部
の
諸
筋
ハ
皆
ナ
筋

ね
ん
ふ

皮
二
粘
附
シ
ー
プ
其
動
作
ハ

蝿
閑
シ
其
雨
腿
皿
紙
融
及
Ｅ
繍
緬
腓
箪
鰯
廓
鴛
櫛
一
二
誠
胴
鬮

き
ん
し
ょ
う
し
ゆ
・
う
そ
く

右
骨
膜
ノ
上
層
ヲ
数
種
ノ
筋
ヲ
以
テ
包
裏
ス
筋
ハ
皆
筋
鞘
ヲ
以
テ
集
束
シ
其
両
端
ハ
腱
及
上
腱
膜
ヲ
供
へ
骨
二
附
着
ス
ル
ノ
用
ヲ
ナ
ス

○
○
○
○
○
○
 

筋
二
一
一
種
ア
リ
ー
ハ
肉
ノ
繊
維
ヨ
リ
組
織
シ
其
位
置
方
向
ヲ
種
々
二
取
り
以
テ
其
運
動
作
用
二
応
ス
他
ハ
種
々
ノ
腱
及
上
神
経
系
ヨ
リ
成
し
リ

け
ん

じ
よ
う
わ
ん
に
と
う
き
ん

書
中
に
は
、
骨
格
・
頭
蓋
骨
・
顔
面
部
・
一
眉
関
節
と
胸
骨
、
大
胸
筋
。
一
一
一
角
筋
・
上
腕
一
一
頭
筋
、
筋
系
の
全
景
（
前
面
）
、
人
体
の
背
部
、
腕
の
各

抵
睡
閲
郷
僻
鰯
憾
懸
鞭
程
再
野
鼠
鰹
醒
曄
珊
瑚
罪
撚
謬
鰯

皆
ナ
筋
鞘
ノ
内
二
包
裏
セ
ラ
レ
錯
雑
セ
ル
網
状
ノ
筋
条
ヨ
リ
成
し
リ
此
諸
筋
ハ
骨
部
二
附
着
ス
ル
ノ
外

し
ゆ
・
フ
ヘ
さ
（
８
）

其
動
作
ハ
其
形
状
二
相
応
セ
ス
其
繊
維
ト
ハ
異
ナ
ル
方
向
二
駿
製
ヲ
生
ス

又
同
種
中

す
こ
ぶ

各
人
二
於
テ
異
ル
所
甚
タ
大
ナ
リ
（
中
略
）
人
体
ノ
筋
肉
中
顔
面
ノ
諸
筋
ハ
頬
ル
画
工
ノ
意
ヲ
労
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
差
異

・
れ
て
い
る
。

ジ

こ
れ
ら
は
訳
者
自
身
の
製
作
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
原
書
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ぺの鞄
『
画
学
類
纂
』
（
第
一
集
～
第
九
集
）
は
、
明
治
一
一
十
一
一
一
年
（
一
八
九
○
）
秋
に
は
じ
め
て

の』
そ
の
第
一
集
が
刊
行
さ
れ
た
。

編耀
本
の
大
き
さ
は
、
唖
、
×
妬
ｍ
で
あ
り
、
お
よ
そ
四
六
判
の
半
分
く
ら
い
で
あ
る
。
各

体

鰯
冊
の
厚
さ
は
、
約
肪
ｍ
で
あ
る
。
同
書
は
五
百
部
限
定
で
、
毎
月
一
回
発
行
さ
れ
た
が
、

康
泌
本
多
錦
吉
郎
の
自
費
出
版
で
あ
っ
た
。
一
冊
が
十
二
銭
で
あ
っ
た
。

（
９
）
 

】
、
大
胸
筋
・
三
角
筋
・
上
腕
二
頭
筋
、
筋
系
の
全
景
（
前
面
）
、
人
体
の
背
部
、
腕
の
各

し
っ
が
い
じ
ん
た
い

筋
肉
と
骨
、
脚
の
各
筋
肉
と
骨
、
ひ
ざ
（
膝
蓋
靭
帯
）
な
ど
の
挿
絵
が
た
く
さ
ん
添
え
ら

『
画
学
類
纂
』
が
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
「
緒
言
」
に
記
さ
れ
て
い

ア
ポ
子
ｐ
１
ス

叉
腱
膜
及
ビ
腱
二
連
結
シ
或
ハ
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る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
某
日
、
書
物
を
虫
干
し
し
て
い
た
と
き
友
人
の
来
訪
を
う
け
、
本
多
の
記
稿
を
み
た
友
人
か
ら
出
版
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か

き
よ
う
て
い

し
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
出
版
す
る
資
力
は
な
く
、
長
い
あ
い
だ
筐
底
に
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
日
の
目
を
み
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
現
物
を
東
京
大
学
明
治
新

（
Ⅲ
）
 

聞
雑
誌
文
庫
で
見
た
が
、
国
立
国
会
図
書
館
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
も
架
蔵
し
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
 

彰
技
堂
は
、
塾
舎
と
教
場
を
か
ね
た
十
畳
一
一
間
の
部
屋
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
斜
面
の
板
を
取
り
つ
け
た
細
長
い
机
が
な
ら
べ
て
あ
っ
た
。
明
治
十
一
一
一

（
皿
）

年
当
時
、
通
学
生
が
四
、
五
十
名
、
入
塾
生
が
一
一
十
名
ほ
ど
い
た
。
通
学
生
の
月
謝
は
、
五
十
銭
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
画
塾
は
、
単
に
絵
画
の
技
巧
の
み
を
教
え
る
所
で
は
な
く
、
本
多
の
人
格
を
反
映
し
て
、
一
種
の
〃
宗
教
学
校
“
の
感
じ
さ
え
し
た
よ
う
だ
。
本
多
は

ｌ
美
術
家
は
国
民
の
気
品
を
左
右
す
る
大
責
任
が
あ
る
か
ら
、
学
問
を
修
め
て
、
人
格
と
趣
味
の
向
上
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．

（
Ｅ
）
 

と
い
っ
て
、
東
西
の
大
家
の
人
物
評
を
し
た
そ
う
で
あ
る
。
塾
生
は
本
多
よ
り
精
神
教
育
を
》
つ
け
た
。

こ
の
塾
で
は
、
男
女
の
生
徒
が
自
由
に
接
近
す
る
こ
と
を
黙
許
し
て
い
た
が
、
節
操
問
題
に
つ
い
て
は
う
わ
さ
も
立
た
な
か
っ
た
。
女
子
生
徒
は
自
尊
心
が

つ
よ
く
、
一
方
男
子
生
徒
も
気
風
が
高
潔
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
中
村
鈴
子
「
恩
ひ
出
」
）
。

本
多
錦
吉
郎
は
、
嘉
永
三
年
（
’
八
五
○
）
十
二
月
一
一
日
、
芸
州
（
広
島
）
藩
士
・
本
多
房
太
郎
の
長
男
と
し
て
、
江
戸
青
山
穏
田
の
藩
邸
に
お
い
て
生
ま

（
Ⅱ
）
 

れ
た
。
少
年
の
こ
ろ
早
く
も
家
庭
上
の
大
厄
難
（
祖
父
と
父
が
一
週
間
も
立
た
ぬ
》
つ
ち
に
病
没
し
た
）
に
遭
い
、
し
ば
ら
く
家
禄
を
は
な
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

（
巧
）

の
ち
家
名
再
興
が
な
っ
た
が
、
九
歳
の
錦
吉
郎
は
十
五
歳
‐
と
し
て
取
り
あ
つ
か
わ
れ
た
。
か
れ
は
幼
少
の
と
き
か
ら
絵
画
を
好
ん
だ
。
「
私
は
幼
い
時
か
ら

一
え画
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
同
藩
中
の
者
に
文
晁
風
の
画
を
描
い
た
人
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
人
に
手
本
を
貰
っ
て
少
々
習
っ
た
事
が
あ
る
」
と
述
懐
し
て
い
る

（
冊
）

（
「
西
洋
画
と
東
洋
画
」
『
美
術
新
報
』
第
十
一
巻
第
一
一
号
所
収
）
。
広
島
藩
は
明
治
｜
工
年
（
一
八
六
八
）
十
月
、
三
原
洋
学
所
の
教
官
で
絵
画
を
こ
の
む
イ
ギ
リ

（
Ⅳ
）
 

ス
人
の
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ア
ー
兄
弟
を
広
島
に
招
い
て
、
英
語
と
イ
ギ
リ
ス
式
軍
事
訓
練
を
藩
士
に
教
授
な
さ
し
め
た
‐
と
き
、
錦
吉
郎
は
選
抜
生
の
ひ
と
り
で
あ
っ

（
Ⅱ
）
 

れ
た
。

っ
た
。

た
。

い
つ
４
℃
、

こ
の
と
き
は
じ
め
て
か
れ
は
、
練
兵
と
英
語
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
英
語
を
学
習
す
る
こ
と
に
精
力
を
注
い
だ
。
慶
応
四
年
（
明

（６）１３５ 



美術解剖学の移植者本多錦吉郎

慶
応
義
塾
の
学
問
は
、
日
本
の
洋
学
の
歴
史
的
伝
統
の
正
系
を
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
塾
主
で
あ
る
福
沢
の
教
育
の
目
的
と
抱
負
を
体
し
て
い
た
。
当
時
は
洋

学
と
い
っ
て
も
、
英
書
を
読
ん
で
百
般
の
事
理
に
通
じ
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
英
語
を
話
す
こ
と
よ
り
も
、
原
書
を
読
む
力
を
養
う
の
が
教
育
の

（
配
）

主
目
的
で
あ
り
、
世
間
で
は
洋
学
（
西
洋
学
）
の
こ
と
を
〃
意
味
学
〃
と
称
一
え
て
い
た
。

義
塾
の
教
師
は
、
福
沢
を
筆
頭
に
、
そ
の
他
鉄
砲
州
時
代
に
学
ん
だ
も
と
塾
生
の
う
ち
か
ら
、
比
較
的
優
秀
な
も
の
を
教
師
と
し
て
採
用
し
、
教
授
陣
を
構

ど
で
あ
っ
た
。

明
治
三
年
（
’
八
七
○
）

（
旧
）

塾
に
入
学
し
、
約
一
年
間
垂

明
治
四
年
二
八
七
二

拾
元
年
Ⅱ
一
列

修
業
を
し
た
。

（
Ⅲ
）
 

洋
学
（
西
洋
学
）
を
教
授
す
る
私
塾
で
あ
っ
た
慶
応
義
塾
は
、
明
治
四
年
一
一
一
月
新
銭
座
よ
り
一
一
一
田
の
丘
上
に
移
転
し
た
。
当
時
の
学
生
数
は
、
一
一
六
○
名
ほ

本
人
姓
名

府
藩
縣

身
分

宿
所

年
齢

十
九
歳

社
中
二
人
ダ
ル
月
日

入
社
證
人
ノ
姓
名

宿
所

三
田
一
丁
目

岡
村
屋
久
兵
衛

父
或
ハ
兄
弟
の
姓
名
繩
嶮
鏑
奎
玲
》
》

八
六
八
）
、
こ
の
こ
ろ
藩
士
野
村
文
夫
と
い
う
人
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
、
自
宅
に
家
塾
を
ひ
ら
い
た
の
で
、
錦
吉
郎
も
そ
こ
に
通
っ
て
英
学

’
八
七
○
）
の
春
、
藩
立
学
些

（
四
）

約
一
年
間
英
学
を
ま
な
ん
だ
。

本
多
錦
吉
郎

廣
嶋
縣

士
族

の
「
慶
応
義
塾
入
社
帳
」
（
入
社
姓
名
録
）
に
、
本
多
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

未
ノ
土
月
ホ
三
日

（
卯
）

熊
谷
大
属

藩
立
学
校
の
洋
学
の
助
教
授
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
－
年
、
翌
明
治
四
年
廃
藩
置
県
を
機
に
上
京
し
、
慶
応
義
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教
授
法
は
、
ま
ず
開
成
学
校
で
刊
行
し
た
”
木
の
葉
の
よ
う
な
片
々
た
る
英
文
典
〃
（
『
英
吉
利
文
典
』
［
文
久
二
年
～
慶
応
三
年
刊
の
こ
と
か
］
）
を
三
ヵ
月

（
鉛
）

（
別
）

ほ
ど
学
ん
だ
の
ち
、
地
理
学
、
博
物
学
、
窮
理
学
書
を
六
ヵ
月
ほ
ど
か
け
て
学
び
、
歴
史
や
政
治
学
の
書
物
は
そ
れ
を
手
写
し
て
菱
沈
ん
だ
。
第
一
段
階
の
教
え

方
は
、
蘭
学
時
代
の
輪
講
（
会
読
）
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
や
り
方
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
段
階
は
学
生
の
才
と
や
る
気
に
ま
か
せ
て
の
”
独
学
〃
ま
た
は
〃
自
習
“

成
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
脚
気
を
わ
ず
ら
っ
た
の
で
、
測
量
司
を
辞
し
て
い
っ
た
ん
広
島
に
帰
り
、
明
治
七
年
（
’
八
七
四
）
ふ
た
た
び
上
京
し
た
。
こ
の
と
き
多
年
の
宿

志
で
あ
る
洋
画
を
研
究
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
国
沢
新
九
郎
が
画
塾
（
「
彰
技
堂
」
）
を
ひ
ら
き
、
塾
生
を
募
集

（
閉
）

し
て
い
る
一
」
と
を
知
り
、
た
だ
ち
に
そ
の
門
に
入
っ
た
。

で
あ
っ
た
。

。

義
塾
時
代
の
本
多
の
学
習
の
様
子
や
成
績
な
ど
に
つ
い
て
は
分
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
が
、
勤
惰
表
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
そ
の
名
が
み
え
る
。

に
測
量
術
を
ま
な
ん
だ
。

本
多
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
工
部
省
の
測
量
司
の
見
習
い
生
徒
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
イ
ン
ト
ン
に
普
通
学
を
、
ジ
ョ
ン
ズ
（
絵
画
を
愛
好
す
る
）

試
業
出
席
素
読
出
席
第
十
等

ケ
ケ

ニ
本
多
錦
吉
郎

試
業
出
席
素
読
出
席
第
十
等

ケ
六
本
多
錦
吉
郎

（
明
治
四
年
十
二
月
「
慶
応
義
塾
学
業
勤
惰
表
」
よ
り
）

（
明
治
四
年
十
一
月
「
慶
応
義
塾
学
業
勤
惰
表
」
よ
り
）

（８）１３３ 



美術解剖学の移植者本多錦吉郎

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
八
月
、
砲
術
局
陸
軍
所
指
南
役
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
九
月
同
役
を
被
免
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
、
海
軍
局
頭
取
に
任
じ
ら
れ
、
翌

明
治
二
年
二
月
海
軍
指
揮
役
兼
大
監
寮
を
拝
命
し
、
の
ち
軍
艦
夕
顔
丸
の
船
将
と
し
て
箱
館
に
渡
っ
た
。
九
月
江
戸
湾
に
帰
着
し
、
の
ち
兵
卒
ら
を
同
道
し
て

大
坂
、
中
国
、
松
山
な
ど
へ
派
遣
さ
れ
た
。

こ
こ
で
本
多
が
師
事
し
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
洋
画
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た
国
沢
新
九
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
す
こ
し
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

よ
し
ふ
る

新
九
郎
は
、
国
沢
四
郎
右
衛
門
好
古
の
長
男
と
し
て
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
十
一
一
月
一
一
十
一
一
日
高
知
市
外
小
高
坂
村
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
熊
太
郎
と
い

い
、
の
ち
新
九
郎
と
改
め
、
泉
と
も
称
し
た
。
父
は
禄
百
五
十
石
を
は
む
土
佐
侯
の
家
臣
で
あ
り
、
幡
多
郡
奉
行
を
勤
め
、
勤
王
の
志
が
あ
つ
か
っ
た
。

あ
し
お
と

新
九
郎
は
武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
身
と
し
て
、
ま
ず
武
を
も
っ
て
身
を
立
て
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
時
代
の
変
革
の
整
音
が
身
近
に
迫
っ
て
い
た
。
慶
応
二
一

年
（
一
八
六
七
）
九
月
、
か
れ
は
第
一
大
隊
二
番
小
隊
司
令
と
命
じ
ら
れ
、
下
級
将
校
と
し
て
実
社
会
に
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
。

同
年
十
月
、
第
二
大
隊
二
番
小
隊
に
転
じ
、
さ
ら
に
十
八
番
小
隊
司
令
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
同
年
暮
れ
、
京
坂
に
派
遣
さ
れ
、
藩
の
軍
艦
羽
衣
丸
に
乗
船

し
、
翌
慶
応
四
年
正
月
六
日
大
坂
に
着
し
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
新
九
郎
は
小
隊
司
令
と
し
て
、
京
都
、

国沢新九郎の自画像

第182要目」（昭和９．４）より｢みづゑ

土
佐
に
帰
っ
た
。

明
治
三
年
Ｃ
八
七
○
）
に
至
り
、
土
佐
藩
は
留
学
生
を
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
す
る
こ
と
に

な
り
、
最
終
的
に
左
記
の
五
名
が
選
ば
れ
た
。

法
律
・
政
治
学
修
業
…
…
…
…
真
辺
戒
作
（
一
八
四
八
～
七
九
）

海
軍
修
業
…
…
…
…
…
…
…
…
松
井
正
水
（
一
八
四
一
～
？
）

た
つ
い

海
軍
修
業
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
馬
場
辰
猪
（
一
八
五
○
～
八
八
、
明
治
前
期
の
自
由
民
権
家
）

海
軍
修
業
…
…
…
…
…
…
…
…
深
尾
貝
作
（
生
没
年
不
詳
）

法
律
・
政
治
学
修
業
…
…
…
…
国
沢
新
九
郎
（
一
八
四
七
～
七
七
、
明
治
前
期
の
洋
画
教
育
家
）
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こ
の
五
名
が
選
ば
れ
る
に
先
だ
っ
て
、
最
初
四
名
の
若
者
（
小
島
捨
蔵
［
羽
］
、
小
笠
原
彦
弥
躬
］
、
川
上
友
八
［
型
］
、
谷
神
之
助
［
？
］
）
ら
が
選
抜
さ

れ
た
。
し
か
し
、
か
れ
ら
は
明
治
三
年
正
月
１
１
出
発
の
前
々
日
、
遊
廓
に
お
い
て
酒
の
勢
い
で
加
賀
藩
士
と
ケ
ン
ヵ
を
し
、
正
月
四
日
そ
の
本
陣
に
斬
込
ん

（
配
）

だ
。
そ
し
て
翌
五
日
の
明
け
方
、
藩
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
で
、
全
員
自
室
口
し
た
。

と
も
あ
れ
真
辺
ら
一
行
五
名
は
、
明
治
三
年
七
月
二
十
一
日
ア
メ
リ
カ
の
郵
船
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
ー
ル
」
号
で
横
浜
を
出
帆
す
る
と
、
ひ
と
ま
ず
サ
ン

（
所
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
目
ざ
し
た
。
折
か
ら
イ
ギ
リ
ス
人
ラ
ウ
ダ
ー
（
横
浜
税
関
顧
問
）
が
帰
国
の
途
に
あ
っ
た
の
で
、
同
人
に
半
年
分
の
留
学
費
と
し
て
洋
銀
一
一

（
肥
）

三
一
一
一
○
ド
ル
を
託
し
、
さ
ら
に
五
人
の
監
督
を
依
頼
し
た
。

一
行
は
横
浜
を
立
っ
て
二
十
数
日
目
に
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ょ
う
に
び
っ
く
り
）
し
た
。
そ
れ
か
ら
汽
車
に
の
る
と
、
東
部
に
む
け

ヨ
ー
ク
州
中
部
）
、
ナ
イ
ャ
ガ
ラ
、
オ
ー
ル
パ
ー
ー
ー
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
船

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
「
セ
ン
ト
ニ
コ
ラ
ス
・
ハ
ウ
ス
」
に
六
日
間
》

（
加
）

博
物
館
の
珍
奇
に
一
驚
を
喫
し
た
と
い
う
一
」
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
一

つ
た
「
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
・
ホ
テ
ル
」
（
当
時
の
一
流
ホ
テ
ル
、

が
や
っ
て
来
て
、
一
行
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
ウ
ィ
ル
ト
シ
ァ
州
の

ペ
ナ
ム
○
ロ
ロ
ロ
自
営
四
目
（
ブ
リ

準
備
が
で
き
る
ま
で
滞
在
し
た
。

が
や
っ
て
来
て
、
三

ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

の
ち
一
行
は
、
キ
ン
グ
ト
ン
・
ラ
ン
グ
レ
ェ
村
で
半
年
ほ
ど
暮
ら
し
、
こ
の
間
に
Ｊ
ｏ
Ｊ
・
ダ
ー
ー
ェ
ル
牧
師
か
ら
英
語
な
ど
を
学
ん
だ
。
そ
の
あ
と
一
同
は
、

ウ
ィ
ル
ト
シ
ア
州
の
市
場
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
ス
タ
ー
ヨ
ロ
『
且
口
の
當
局
に
移
っ
た
。
五
人
の
中
で
も
馬
場
辰
猪
は
、
他
の
者
た
ち
よ
り
も

（
躯
）

（
鋼
）

英
語
が
よ
く
で
き
た
の
で
、
私
立
の
「
ロ
ー
ド
・
ウ
ェ
ス
モ
ス
・
ス
ク
ー
ル
」
に
移
り
、
そ
こ
で
半
年
ほ
ど
幾
何
・
地
理
・
歴
史
な
ど
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
馬

と
こ
ろ
が
日
本
人
五
名
を
迎
い
入
れ
る
下
宿
の
準
備
が
ま
だ
と
と
の
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ラ
ン
グ
レ
ェ
か
ら
三
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
チ

ペ
ナ
ム
○
ロ
ロ
ロ
の
国
富
目
（
プ
リ
ス
ト
ル
市
東
二
○
マ
イ
ル
、
エ
イ
ヴ
ォ
ン
川
河
畔
の
町
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
チ
ー
ズ
の
市
が
立
つ
こ
と
で
有
名
）
で
部
屋
の

き
ょ
う
し
ん
ど
う
は
人
粉
）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
着
く
と
、
観
光
に
数
［
口
使
っ
た
が
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
”
驚
心
動
晩
“
（
ひ
じ

る
と
、
東
部
に
む
け
て
走
り
、
ソ
ー
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
（
ユ
タ
州
の
州
都
）
、
オ
ー
バ
ー
ン
（
ニ
ュ
ー

（
釦
）

‐
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
州
都
）
な
ど
に
泊
っ
た
の
ち
、
つ
い
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
。

ま
り

ハ
ウ
ス
」
に
六
日
間
滞
在
し
た
。
こ
の
間
に
か
れ
ら
は
市
の
大
観
や
ホ
テ
ル
の
内
部
に
肝
を
つ
ぶ
し
、
ま
た

あ
る
。
そ
の
後
、
一
行
は
船
に
の
り
、
十
一
日
間
の
航
海
を
経
て
ロ
ン
ド
ン
に
着
く
と
、
日
本
人
が
よ
く
泊

ヨ
時
の
一
流
ホ
テ
ル
、
い
ま
も
営
業
）
に
旅
装
を
と
い
た
。
そ
こ
へ
Ｊ
・
Ｊ
・
ダ
ニ
ェ
ル
と
い
う
名
の
牧
師

ウ
ィ
ル
ト
シ
ア
州
の
一
寒
村
ｌ
キ
ン
グ
ト
ン
・
ラ
ン
グ
レ
ェ
言
曾
…
薑
と
い
う
所
に
連
れ
て
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つ
ま
り
孤
蝶
に
し
た
が
え
ば
、
四
名
の
留
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
専
攻
す
る
科
目
を
、
能
力
不
足
か
ら
修
得
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

国
沢
の
場
合
、
転
向
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
健
康
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
か
れ
は
結
核
に
犯
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

（
鋼
）

た
め
辰
猪
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
洋
画
の
修
業
を
す
る
｝
」
と
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

孤
蝶
は
、
兄
馬
場
を
の
ぞ
く
と
他
の
四
名
は
日
本
語
や
英
語
に
お
い
て
も
無
学
な
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
い
、
「
そ
れ
ら
の
者
ど
も
を
教
え
る
仕
事
を
辰
猪

が
引
受
け
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
進
歩
の
見
込
み
の
な
い
者
を
教
え
る
仕
事
は
、
じ
っ
に
張
り
あ
い
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

能
力
に
欠
け
る
者
が
、
海
軍
や
法
律
や
政
治
学
と
い
っ
た
高
尚
な
、
し
か
も
む
ず
か
し
い
学
問
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
人
に
と
っ
て
迷
惑
千
万

な
こ
と
で
あ
る
ば
か
り
か
、
ひ
じ
ょ
う
に
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
か
れ
ら
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
っ
た
の
は
参
議
・
板
垣
退
助
の
責
任
で
も
あ
っ
た
、

く
る
が
、

さ
て
、
こ
の
稿
の
主
人
公
国
沢
の
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
は
渡
英
前
、
藩
の
命
令
で
法
律
や
政
治
学
を
修
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
イ

ギ
リ
ス
滞
在
ち
ゅ
う
所
期
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
洋
画
の
方
に
百
八
十
度
の
転
向
を
し
て
い
る
。

か
つ
や
こ
ら
よ
う

馬
場
辰
猪
に
は
勝
弥
（
孤
蝶
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
一
八
一
ハ
九
～
一
九
四
○
、
明
治
学
院
に
学
び
、
中
学
校
教
師
を
経
て
慶
応
義
塾
大
学
の
英
文
学
の
教
授
と
な

る
）
と
い
う
弟
が
い
た
。
同
人
は
兄
の
伝
記
（
「
馬
場
辰
猪
自
伝
」
）
を
著
し
て
い
る
。
「
外
遊
」
（
こ
に
、
土
佐
藩
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
の
こ
と
も
少
し
出
て

場
は
ロ
ン
ド
ン
に
出
、
ガ
ワ
ー
街
一
○
三
番
地
に
住
む
ク
ー
パ
ー
氏
の
家
に
下
宿
し
、
そ
こ
か
ら
ユ
ー
ー
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
通
い
、
物
理
学
の
授
業

に
出
席
し
た
。

四
人
の
留
学
生
の
う
ち
で
い
ち
ば
ん
愚
物
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
が
わ
か
ら
な
い
が
、
真
辺
と
国
沢
で
あ
っ
た
と
い
う
。

寸
敗
わ

四
人
の
う
ち
で
、
最
も
愚
鈍
で
あ
っ
た
真
辺
と
国
沢
の
一
一
人
が
、
政
治
学
即
ち
直
訳
す
れ
ば
政
治
の
科
学
を
学
ぶ
｝
」
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
政
治

ど

科
学
な
る
も
の
は
一
体
何
ん
な
も
の
で
あ
る
の
か
誰
も
知
っ
て
い
る
者
は
な
か
っ
た
こ
と
を
一
」
塾
に
附
言
し
て
置
い
て
よ
か
ら
う
と
恩
ふ
（
「
馬
場
辰
猪
自
伝
」
）
。

う
弟
が
い
た
。
同
人
は
兄
の
伝
記
（
「
馬
場
辰
猪
自
伝

し
ん
ら
つ

孤
蝶
が
描
く
そ
の
人
物
像
は
な
か
な
か
辛
辣
で
あ
る
。
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令
が
出
る
に
お
よ
ん
で
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い

（
妬
）

（
一
八
七
八
）
ま
で
ロ
ン
ド
ン
に
と
ど
ま
っ
た
。

明
治
七
年
二
八
七
四
）
、
国
沢
は
足
か
け
一

と
も
あ
れ
国
沢
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
の
田
舎
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
出
る
と
、
ジ
ョ
ン
・
エ
ド
ガ
ー
。
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
］
・
目
目
恩
『
三
旨
ロ
ョ
の
（
一

八
四
六
～
八
一
一
一
）
と
い
う
絵
か
き
に
師
事
し
、
そ
の
技
を
み
が
い
た
。
が
、
明
治
六
年
（
’
八
七
三
）
政
府
か
ら
”
英
国
官
費
留
学
生
”
四
十
二
名
に
帰
国
命

令
が
出
る
に
お
よ
ん
で
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
た
土
佐
藩
留
学
生
五
名
は
、
帰
国
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
た
だ
し
馬
場
と
真
辺
だ
け
は
、
明
治
十
一
年

（
妬
）

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
、
国
沢
は
足
か
け
四
年
の
留
学
を
お
え
て
帰
朝
し
た
。
帰
国
後
、
国
沢
は
洋
画
の
研
究
と
教
育
に
従
事
し
、
西
洋
画
法
を
ひ
ろ
／
、

（
訂
）

伝
播
せ
ん
‐
と
欲
し
、
住
居
を
麹
町
区
隼
町
十
一
一
番
地
に
定
め
、
画
塾
・
彰
技
堂
を
ひ
ら
い
た
。

（
蛆
）

弟
子
が
徐
々
に
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、
文
明
開
化
の
一
助
と
す
べ
／
、
、
美
術
学
校
建
設
の
議
を
と
き
の
文
部
省
に
建
白
し
た
が
、
か
れ
の
意
見
は
す
ぐ
に
採
用

こ
す
い

（
羽
）

に
な
ら
な
か
っ
た
。
国
沢
は
さ
ら
に
京
橋
竹
川
町
に
洋
画
展
覧
会
を
開
設
し
、
洋
画
思
想
の
鼓
吹
に
つ
と
め
た
。

マ
ニ
フ
エ
ス
ト

国
沢
が
彰
技
堂
を
開
設
す
る
に
あ
た
っ
て
発
表
－
）
た
趣
意
書
が
あ
り
、
そ
の
全
文
を
つ
ぎ
に
引
い
て
み
よ
う
。

そ
え
と
く

お
よ
べ
か

い
鉱

夫
レ
画
ノ
徳
（
絵
画
の
利
益
ｌ
引
用
者
）
タ
ル
ャ
文
字
ノ
及
フ
可
ラ
ザ
ル
所
ヲ
模
シ
一
一
一
一
口
語
ノ
尽
ス
可
ラ
ザ
ル
所
ヲ
達
シ
人
ヲ
シ
テ
座
ガ
ラ
未
ダ
見
サ
ル
ノ
地
『
う

せ
ん
こ

た
ず
ね

ず
肱
わ
へ
３
射
つ
り
ん
り

見
、
千
古
（
千
年
）
得
一
プ
尋
又
可
ラ
ザ
ル
ノ
域
二
遊
フ
ル
得
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
夫
ノ
弾
丸
雨
注
ノ
状
ヲ
写
セ
パ
則
チ
碧
血
淋
滴
（
な
ま
な
ま
し
い
血
の
流
れ
）

い
く

ノ
間
一
一
出
没
ス
ル
恩
ヒ
ヲ
ナ
シ
猛
獣
怒
号
ノ
態
ヲ
描
ケ
バ
則
チ
戦
懐
畏
慨
（
恐
怖
）
ノ
念
ヲ
生
セ
シ
ム

い
わ
ん
す
で
ゆ

況
ャ
又
既
二
逝
ケ
ル
ノ
親
二
侍
シ
既
二
死
セ
ル
ノ
師
友
二
見
ユ
ル
ヲ
得
ル
ノ
思
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
者

ひ
と

あ
ら
ず

し
か
寸
矼
わ

ま
た

独
り
此
画
ノ
真
ヲ
伝
フ
ル
二
非
ン
パ
何
二
由
テ
カ
之
ヲ
致
ス
ヲ
得
ン
ャ
然
ラ
バ
則
チ
其
信
功
妙
用
（
巧
み
な
わ
ざ
）
之
ヲ
文
字
ノ
右
二
出
ヅ
ル
ト
云
フ
モ
亦
或

こ
い

い
た
ず
鄙
こ
う
し
や

ハ
可
也
是
画
（
洋
画
）
ノ
国
家
二
緊
要
ナ
ル
所
以
ニ
シ
テ
欧
州
各
国
之
ヲ
高
等
学
科
ノ
中
二
置
キ
徒
ラ
ニ
画
工
者
（
絵
か
き
）
流
ヲ
以
テ
目
セ
ザ
ル
所
以
ノ
者
也
、

い
え
ど
お
お
Ｃ

く
わ

せ
い
れ
い

本
邦
古
来
種
々
ノ
画
法
ア
リ
卜
錐
モ
概
ネ
粗
（
そ
ま
つ
）
ニ
シ
テ
精
シ
カ
ラ
ズ
（
す
ぐ
れ
た
も
の
で
は
な
い
）
、
其
精
霊
（
神
秘
な
力
）
真
二
迫
ル
ノ
妙
二
至
リ
テ

よ
う

す
う
れ
い

ハ
則
チ
之
『
プ
欧
洲
ノ
画
法
二
比
ス
レ
パ
特
二
桶
（
死
者
の
代
わ
り
に
副
葬
す
る
人
形
）
卜
萄
霊
（
死
者
の
代
わ
り
に
葬
っ
た
草
を
た
ば
ね
て
作
っ
た
人
形
）
ト
ノ
比

ノ
ミ
非
ル
也
、

さ
き

余
ャ
輿
一
一

彰
技
堂
趣
意
書

つ
い

（
さ
き
ご
ろ
）
朝
命
ヲ
奉
ジ
テ
欧
洲
二
留
学
シ
親
シ
ク
其
人
二
就
テ
画
法
ヲ
学
ビ

り
や
く

略
（
要
点
）

う
か
瀞

一
一
一
ヲ
窺
フ
コ
ト
ヲ
得
夕
Ⅱ
ソ

し
か

よ
う
や

而
シ
テ
本
邦
ノ
漸
々
／
歩
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こ
の
趣
意
書
を
も
っ
て
、

震
ん
い
ち

此
学
ヲ
拡
張
シ
以
テ
皇
国
文
化
〃
／
万
一
（
ほ
ん

崖
す
ま
す
廿
い
き
よ
う
ば
か
（
杣
）

（
｜
致
協
力
）
以
テ
益
々
其
盛
業
ヲ
計
ラ
ン
事
ヲ
。

い
え
ど

い
ま

み
ず
か
ば
か

さ
う

」
さ
ぺ
ん

ヲ
文
化
ノ
域
二
進
ム
ト
錐
モ
画
学
ノ
未
ダ
開
ケ
ザ
ル
ヲ
見
自
ラ
猯
ラ
ズ
（
推
－
し
は
か
ら
な
い
）
、
深
ク
杷
憂
ヲ
此
二
抱
キ
亀
勉
従
事
（
ゆ
っ
く
り
と
学
ん
だ
？
）

震
ん
い
ち

ひ
似

い
や
し
く

こ
こ
ろ
ざ
し

ね
が
わ
ｇ
よ
う
し
い
り
△
く
り
よ
く

此
学
ヲ
拡
張
シ
以
テ
皇
国
文
化
ノ
万
一
（
ほ
ん
の
す
こ
し
）
ヲ
稗
補
（
お
ぎ
な
い
、
た
す
け
る
）
セ
ン
ト
欲
ス
、
荷
モ
此
学
二
志
ア
ル
者
ハ
翼
ク
ハ
協
心
戦
力

国
沢
の
画
学
思
想
の
す
べ
て
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

彰技堂平河町記念写真［明治

（｢澱本多錦吉郎｣昭和
９．６．２５搬影］

９．９）より

べ
て
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
く
と
も
そ
の
片
鱗
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
か
れ
は
文
字
に
取
っ

て
代
わ
る
表
現
手
段
と
し
て
の
絵
画
の
力
に
注
目
し
、
西
洋
画
を
も
っ
て
高
尚
な
る
文
明
社
会
を
つ
く
る

一
助
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
狐
）

当
時
、
画
塾
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
趣
意
書
や
宣
一
一
一
一
口
文
を
発
表
す
る
習
慣
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
私
学
校
や
私
塾
に
お
い
て
、
趣
意
書
や
声
明
書
を
出
す
の
は
ふ
つ
う

で
あ
っ
た
か
ら
、
国
沢
も
イ
ギ
リ
ス
の
や
り
方
を
学
ん
だ
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

ま
た
画
塾
を
設
立
す
る
さ
い
に
定
め
た
「
規
則
」
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
つ
ぎ
に
引
い
て
お
こ
う
。

￣ 

、

－－ 

、、

、、

お
わ
た
だ

授
業
ハ
毎
日
午
前
七
時
二
始
メ
同
十
一
時
二
終
ル
（
但
シ
六
ノ
日
休
業
ノ
事
）

。
」

ま
つ
Ｌ
に
か
わ

入
学
ヲ
乞
う
者
ハ
授
業
上
二
付
左
ノ
用
器
コ
ノ
要
ス
（
鉛
筆
、
画
紙
、
抹
紙
膠
（
画
用
紙
に

か
み
と
め
ぴ
よ
う

こ
れ
芯
さ
も
の
と
う
し
や

ぬ
る
膠
の
意
か
？
）
、
画
板
、
紙
留
鋲
、
但
し
右
ノ
用
器
持
参
無
之
者
ハ
当
舎
（
当
塾
）
二
於

は
ら
い
わ
た

テ
相
当
代
価
ニ
テ
払
渡
ス
）

そ
く
し
ゆ
う

入
学
〃
／
節
束
修
［
入
学
金
］
一
円
ヲ
納
ム
ベ
シ
（
但
シ
年
齢
十
五
才
以
下
ハ
五
十
銭
ヲ
減
ズ
）

毎
月
謝
金
一
円
五
十
銭
ヲ
納
ム
ベ
シ
（
但
シ
毎
月
十
五
日
ヲ
以
テ
納
期
ト
ス
、
十
五
日
以
後

入
学
者
ハ
定
額
ノ
半
ヲ
減
ズ
（
但
シ
十
五
才
以
下
ハ
五
十
銭
ヲ
減
ズ
）

へ
い
ぜ
い

平
生
（
ふ
だ
ん
）
常
識
ア
リ
テ
日
曜
ロ
凹
或
ハ
一
六
ノ
日
而
己
来
学
ヲ
望
ム
者
ハ
月
謝
一
一
十

国
沢
新
九
郎
識
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当
時
、
わ
が
国
の
洋
画
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
幼
稚
な
も
の
で
あ
一

あ
る
い
は
独
学
で
洋
画
を
ま
な
ん
だ
教
師
に
つ
く
し
か
な
か
っ
た
。

だ
え
）
と
し
て
身
後
（
死
ん
だ
あ
と
）
Ｑ

風
美
術
家
小
伝
』
所
収
、
明
治
虹
・
３
）
。

一
」
・
【
ノ
い
し

不
幸
に
し
て
、
国
沢
は
帰
国
し
て
数
年
後
に
、
わ
ず
か
一
一
一
十
歳
で
亡
く
な
る
の
だ
が
、
後
事
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
門
人
の
本
多
は
、
彰
技
堂
が
麹
町
か
ら
小
石

川
区
に
移
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
「
開
業
願
」
を
東
京
府
知
事
に
宛
て
て
提
出
し
た
（
明
治
⑫
。
・
・
・
２
）
。

そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

し
た
。

え
て
行
っ
た
。

こ
の
規
則
書
か
ら
想
像
で
き
る
の
は
、
彰
技
堂
で
は
主
に
石
膏
デ
ッ
サ
ン
や
水
彩
画
な
ど
を
教
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
海
外
に
お
い
て
初
め
て
洋
画
を
学

ん
だ
日
本
人
は
、
国
沢
が
第
一
号
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
侍
た
ら
し
た
斬
新
な
る
美
術
上
の
参
考
書
や
参
考
品
は
、
洋
画
教
育
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
新
橋
竹
川
町
に
画
塾
の
分
舎
が
で
き
る
と
、
本
多
錦
吉
郎
が
そ
の
教
頭
を
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
十
年
二
八
七
七
）
初
春

び
ょ
う
じ
よ
く

き
そ
く
え
ん
え
ん

に
い
た
り
、
国
沢
は
持
病
の
結
核
の
た
め
に
、
つ
い
に
起
っ
｝
」
と
が
で
き
な
く
な
り
、
本
多
を
「
病
褥
（
床
）
に
近
づ
け
、
気
息
奄
々
（
弱
っ
て
息
も
絶
え

し
ん
ご

だ
え
）
と
し
て
身
後
（
死
ん
だ
あ
と
）
の
事
を
托
し
」
、
同
年
一
一
一
月
十
一
一
日
つ
い
に
永
眠
し
、
青
山
墓
地
に
葬
ら
れ
た
（
本
多
錦
吉
郎
「
国
沢
新
九
郎
君
」
『
洋

っ
た
。

（
棚
）

彰
技
堂
の
経
営
を
た
く
さ
れ
た
本
多
の
教
書
え
方
は
、
懇
切
で
あ
り
、
塾
生
に
平
等
の
愛
を
注
い
だ
。
絵
画
論
な
ど
は
西
洋
の
書
物
（
英
書
）
に
よ
っ
て
講
義

洋
行
帰
り
の
絵
か
き
と
し
て
の
国
沢
の
存
在
は
、
洋
画
を
学
ぼ
う
と
す
る
若
者
た
ち
に
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
も
の
か
、
そ
の
門
に
学
ぶ
者
の
数
は
漸
次
ふ

私
学
開
業
願

（
岨
）

五
銭
ヲ
納
ム
ベ
シ
（
但
シ
束
修
ハ
全
額
ヲ
納
ム
ヲ
事
）

り
ん
が

（
柵
）

ま
だ
幼
稚
な
４
℃
の
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
複
製
写
真
の
〃
臨
画
“
（
手
本
を
見
て
絵
を
描
く
）
を
や
る
か
、

(１４）１２７ 



美術解剖学の移植者本多錦吉償

教
則一
人
物
之
部

右
ハ
鉛
躯
ヲ
以
テ
臨
本
ヲ
模
写
シ
諸
般
ノ
形
状
及
上

陰
影
ヲ
配
布
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
学
バ
シ
メ
兼
テ
実
物
実

景
ヲ
生
写
セ
シ
ム

同
氏
英
国
二
於
テ
学
修
セ
ル
画
学
専
門
ノ
教
科
ヲ
受
ク

同
十
年
三
月
同
氏
死
去
ス
依
テ
其
病
中
嘱
託
ス
ル
処
ァ

胆
一
』
そ
の
ざ
よ
う

ル
ヲ
以
テ
爾
後
其
業
ヲ
継
続
ス

マ
マ

東
京
府
士
族

本
多
錦
吉
郎

二
十
九
年
七
ヶ
月

明
治
七
年
十
月
高
知
県
士
族
亡
国
沢
新
九
郎
ノ
門
一
一
入
り

学
校
位
置

校
名

学
科

教
員

右
教
員
履
歴

り
ん
か
く

物
形
輪
郭
之
部

陰
影
ヲ
設
ケ
タ
ル
物
形
之
部

景
色
之
部

直
線
弧
線
之
部

彰
技
堂

画
学
専
門

一
名 小
石
川
区
新
小
川
町
二
町
目

八
番
地
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校
則

水
彩
画

右
水
彩
画
具
ヲ
以
テ
臨
本
ニ
依
り
或
ハ
実
物
実
景
ヲ

模
写
セ
シ
メ
以
テ
諸
物
形
ヲ
彩
色
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
得
セ
シ
ム

右
水
彩
画
ノ
順
序
卜
同
シ

一
幾
可
図
法

ひ
び

マ
マ

こ
い

右
［
Ｈ
】
々
時
ヲ
定
〆
原
瞥
ヲ
訳
述
講
議
シ
或
ハ
之
ヲ

翻
訳
轡
ト
ナ
シ
各
自
一
一
閲
覧
セ
ン
〆
以
テ
画
学
ノ

法
理
ヲ
悟
ラ
シ
ム

油
絵遠
近
図
法

人
物
割
合
（

位
置
経
営
論

日
光
陰
陽
論

彩
色
論

臨
本
其
他
諸
画
具
ヲ
紛
失
シ
或
ハ
破
損
ス
ル
時
ハ

マ
マ

粗
暴
ノ
挙
働
無
用
争
論
。
“
禁
ス

脩
業
時
間
ハ
午
前
八
時
ヨ
リ
同
十
一
時
二
十
分
迄
ト
ス

ｈ
Ｃ
い
た

新
二
入
学
ノ
者
ハ
其
管
轄
庁
及
上
住
所
等
一
プ
記
シ
タ
ル

Ｌ
よ
う
か
ん

相
当
ノ
燗
金
ヲ
受
カ
ン

授
業
料
毎
日

証
人
ノ
証
薔
ヲ
持
参
ス
ヘ
シ

業
料
毎
月
金
六
拾
銭

あ
だ

但
シ
平
生
常
識
ア
リ
テ
日
々
来
学
ス
ル
能
ハ
ザ
ル

（
〃
人
体
比
例
“

虹
ら
ぴ

の
｝
」
と
－
引
用
者
）
井
二
解
剖

(16）１２５ 



美術解剖学の移植者本多錦吉郎

こ
の
「
開
業
願
」
（
明
治
皿
）
と
彰
技
堂
を
設
立
す
る
と
き
に
定
め
た

教
則
に
つ
い
て
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
学
ぶ
の
は
、
図
画
の
工

明治十一一年八月一一日燕塞員
東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
殿

（
こ
こ
に
一
行
あ
る
が
判
読
帝

者
ハ
金
二
十
五
銭
ヲ
納
メ
シ
ム

つ
か
ま
つ
り
た
く

右
之
通
り
開
業
仕
度
此
段
奉
願
度
也

一
行
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
）

小
石
川
区
長

（
妬
）

内
藤
恥
輿
國

本多錦吉郎が描いた水彩画

(｢澱本多錦吉郎｣昭和9.9)より 東
京
府
士
族

本
多
錦
吉
郎
⑳

授
業
は
開
業
当
時
、
午
前
七
時
か
ら
十
一
時
ま
で
の
五
時
間
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
午
前
八
時
か
ら
十
一
時

二
十
分
ま
で
に
改
め
た
。
月
謝
は
一
円
五
十
銭
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
多
が
経
営
を
引
き
つ
い
だ
こ
ろ
、
約
半

額
の
六
十
銭
に
変
わ
っ
た
。
こ
れ
は
生
徒
の
数
が
ふ
え
て
来
た
の
で
、
安
く
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
ご
ろ
か
ら
、
彰
技
堂
で
は
生
徒
が
激
増
し
た
た
め
、
塾
舎
の
南
側
に
広
い
教
場

を
つ
く
り
、
専
属
の
モ
デ
ル
な
ど
も
雇
っ
た
。

（
輪
）

彰
技
堂
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
ま
で
つ
づ
き
、
そ
の
ご
廃
校
に
な
っ
た
。
本
多
が
毎
日
、
英
書
を

亟
立
す
る
と
き
に
定
め
た
「
規
則
」
（
明
治
７
）
と
を
比
べ
る
と
、
多
少
異
同
が
み
ら
れ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、

ず
学
ぶ
の
は
、
図
画
の
手
本
を
み
て
形
を
描
き
、
そ
れ
に
陰
を
つ
け
る
こ
と
。
つ
い
で
石
膏
を
デ
ッ
サ
ン
し
た

り
、
屋
外
に
出
て
じ
っ
さ
い
の
風
景
や
景
物
を
写
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
学
ぶ
の
は
、
水
彩
画
や
油
絵
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
じ
っ
さ
い
絵
の
具
を
用
い
て
、
手
本
の
模
写
か
ら

は
じ
め
、
漸
次
風
景
な
ど
を
描
い
た
。
ま
た
彰
技
堂
で
は
、
国
沢
が
将
来
し
た
西
洋
画
論
の
紹
介
書
を
本
多
が

訳
し
て
、
生
徒
に
教
え
た
の
で
あ
る
。
遠
近
法
、
人
物
割
合
（
人
体
比
例
）
と
人
体
解
剖
、
彩
色
論
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
本
多
に
は
、
人
情
家
と
し
て
の
一
面
が
あ
っ
た
。
大
正
十
年
（
’
九
一
一
一
）
五
月
二
十
六
日
病
没
し
た
。
享
年
七
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
品
川
の

東
海
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、
い
ま
墓
石
は
な
い
。
ま
た
昭
和
八
年
（
’
九
三
三
）
五
月
、
高
輪
泉
岳
寺
境
内
に
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
が
そ
れ
も
な
い
。

本
多
錦
吉
郎
が
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
用
い
た
原
本
は
、
『
芸
術
に
つ
い
て
の
手
引
き
書
ｌ
ゥ
鋪
ン
ザ
「
と
二
二
「
ト
ン
の
シ
リ
ー
ズ
物
ｌ
多
数
の
挿

（
伯
）

な
ら
ず
美
術
の
原
書
を
ひ
も
と
き
、
翻
訳
を
な
し
、
‐
と
き
ど
き
塾
生
と
と
も
に
写
生
旅
行
に
出
か
け
た
。

（
印
）

当
時
は
、
西
洋
の
画
論
を
知
る
に
し
て
も
、
訳
本
の
少
な
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
語
学
力
の
な
い
美
術
学
生
は
、
本
多
の
訳
窒
已
に
た
よ
る
し
か
な
か
っ
た
。

洋
画
の
先
覚
者
と
し
て
の
本
多
は
、
不
遇
な
一
生
を
送
っ
た
。
か
れ
は
名
利
に
て
ん
淡
と
し
た
、
神
仙
の
よ
う
な
教
師
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
か
ら
た
い
そ
う

親
わ
れ
た
。
彰
技
堂
の
創
業
時
代
（
明
治
七
、
八
年
ご
ろ
）
、
月
謝
は
一
円
五
十
銭
（
た
だ
し
十
五
歳
以
下
は
五
十
銭
）
、
舎
費
は
十
銭
の
計
一
円
六
十
銭
で
あ

っ
た
。
ご
く
た
ま
に
通
学
し
た
り
、
貧
し
い
者
、
塾
の
た
め
に
助
力
す
る
者
は
、
月
謝
を
と
く
く
つ
に
割
引
き
し
、
半
額
と
か
、
二
十
五
銭
、
二
十
銭
と
し
、

っ
た
。
ご
く
た
ま
に
通
学
し
た
り
、
貧
し
い
者
、
乱

そ
れ
が
門
人
録
の
姓
名
の
う
え
に
書
い
て
あ
っ
た
。

貧
し
い
者
は
、
そ
の
境
遇
を
あ
わ
れ
み
、
と
き
に
授
業
料
を
免
』

の
人
格
」
『
日
本
美
術
界
蕊
一
蕊
本
多
錦
吉
郎
号
』
（
大
正
９
．
３
）
。

と
き
に
授
業
料
を
免
じ
て
や
り
、
あ
ま
つ
さ
え
描
き
古
し
た
画
用
紙
さ
え
与
え
て
励
ま
し
た
（
白
井
雨
山
「
先
生

ひ
ら
い
て
西
洋
人
の
画
法
や
画
論
を
訳
述
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
三
、
四
年
ご
ろ

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
灯
）

毎
日
、
生
徒
の
絵
を
な
お
し
、
有
志
に
は
昼
食
の
休
時
間
に
英
霊
叩
を
教
え
、
夜
お
そ
く
ま
で

誠
講
義
の
下
調
べ
を
す
る
の
が
日
課
で
あ
っ
た
・
本
多
が
つ
ね
に
使
用
し
て
い
た
英
和
辞
典
は
、

錦
す
こ
ぷ

わ
と
じ

（
網
）

棒
ｌ
頗
る
珍
な
る
も
の
で
、
木
版
が
純
日
本
紙
に
印
刷
さ
れ
た
和
綴
の
本
で
あ
っ
た
．

の癖
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
き
っ
と
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
（
シ
勺
○
○
六
の
（
□
一
目
・
ロ
四
『
『

。
［
旨
の
ｐ
ｐ
ｍ
一
」
の
ロ
四
目
］
：
目
の
の
①
Ｆ
ｇ
ｍ
５
ｍ
の
勺
『
曰
（
の
Ｑ
ｇ
Ｅ
８
Ｐ
］
ｍ
ｓ
文
久
二
年
Ⅱ

一
八
六
二
刊
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
本
多
は
、
西
洋
絵
画
と
英
学
と
を
修
練
し
た
人
で
あ
り
、
授
業
の
な
い
と
き
は
か

(１８）１２３ 



美術解剖学の移植者本多錦吉郎

第
二
巻
の
大
き
さ
は
、
ｍ
ｍ
ｘ
皿
、
、
厚
さ
は
約
鋼
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
中
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
執
筆
し
た
「
人
体
の
美
術
解
剖
学
」
（
」
『
爵
蔦

崔
冒
ご
冒
喧
旦
暮
③
盲
ミ
§
営
冒
局
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
一
頁
～
六
十
四
頁
ま
で
）
。

本
多
錦
吉
郎
が
恩
師
か
ら
引
き
継
い
だ
英
書
は
、
い
ま
国
立
国
会
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
元
装
で
は
な
く
、
製
本
し
直
し
た
も
の
が
多
い
。

原
本
（
第
二
巻
）
の
扉
を
み
る
と
、
”
本
多
錦
吉
郎
寄
贈
本
“
と
い
う
の
と
”
大
正
ｕ
・
３
．
９
寄
贈
“
の
印
が
二
つ
押
さ
れ
て
い
る
。
錦
吉
郎
が

あ
さ
ら

亡
く
な
っ
て
か
ら
、
女
婿
本
多
明
が
寄
贈
し
た
図
書
一
一
十
五
冊
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。

【
巨
巳
の
四
三
四
一
一
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

絵
入
り
』
第
二
巻
、
一
八
五
六
年
ロ
ン
ド
ン
刊
（
一
ミ
ョ
８
『
§
ａ

ご
○
｝
・
戸
三
曰
の
○
［
目
』
ｚ
の
ゴ
ー
。
Ｐ
げ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
Ｐ
］
、
患
）
で
あ
る
一

こ
れ
は
恩
師
の
国
沢
新
九
郎
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
将
来
し
た
、

本
多
は
エ
ン
ピ
ッ
（
赤
を
も
含
む
）

書
き
込
み
に
つ
い
て
。

『
ｉ
『
：
．

３
１
戸
』
…
雷

を
用
い
て
書
き
入
れ
て
い
る
が
、

（
『
「
『
菖
切
Ｃ
『
○
嵩
＆
」
『
、
罠
〉
（
○
言
け

で
あ
る
。

一
一
一
巻
三
冊
の
う
ち
の
第
二
巻
に
あ
た
る
。
三
巻
と
も
一
扉
に
、
エ
ン
ピ
ッ
で
《
⑮
旨
丙
貝
○

が
、
文
字
は
も
う
薄
く
な
っ
て
お
り
、
読
み
づ
ら
い
。
書
き
入
れ
が
あ
る
ペ
ー
ジ
は
、

七
頁
、
八
頁
、
十
頁
、
十
一
頁
、
十
四
頁
、
十
六
頁
、
十
七
頁
、
十
八
頁
、

本原
二
十
頁
、
四
十
頁
、
四
十
二
頁
、
四
十
五
頁

るあて
な
ど
で
あ
る
。
書
き
入
れ
の
主
な
も
の
は
、
単
麺
叩
の
意
味
で
あ
る
。

め
ｊ

収
蔵

全
体
か
ら
見
れ
ば
、
書
き
込
み
は
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
い
ち
ば
ん

》
鍼
噸
調
そ
れ
が
多
い
の
は
八
頁
で
あ
り
、
骨
格
（
の
六
の
一
日
。
ご
）
の
各
専
門
用
語
に
訳
語

綱
国
剖
翫
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

解
く

体人術
撫

目
庫
団
の
【
因
Ｆ
面
目
○
ｚ

美
必
ｒ
 

②
§
③
⑫
旦
騏
空
冒
）
ｊ
ｍ
Ｃ
Ｓ
白
○
三
」
幻
爲
菖
岳
目
日
の
『
◎
巨
の
皀
巨
の
（
円
目
・
ロ
⑫
》
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そ
の
他
、
お
も
な
書
き
入
れ
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

な
く
な
か
っ
た
。

が
、
本
多
の
場
合
は
原
文
を
忠
実
に
訳
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
本
多
の
訳
業
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。
明
治
初
期
の
翻
訳
物
に
は
、
稚
拙
な
も
の
が
多
く
、
中
に
は
豪
傑
訳
、
翻
案
に
ち
か
い
も
の
も
少

ロ
・
］
つ

己
。
』
。

ご
△
一
画

ロ
・
←
単

□
・
』
、

己
・
画
つ

｛
缶
．
。
⑪
辱
○
目
の
ｌ
岳
⑦
坤
○
口
薗
｝

ロ
国
．
○
い
で
四
１
の
国
］
の
’
額
項
骨

鶇
／
○
○
印
【
の
日
ロ
。
『
日
ロ
耳
岬
旦

Ⅲ
，
□
．
○
ｍ
の
③
日
、
凶
］
］
凹
円
旨
⑪
皀
已
の
ロ
○
円
四
－

升
因
．
三
四
菖
］
自
具
凰
日
ｌ
吾
⑦
」
ｏ
ョ
貝
］
四

○
吋
四
コ
】
こ
『
ゴ
（
、
肌
望
凹
虐

ｏ
四
畳
］
四
胸
の
（
軟
骨
）

冒
①
益
８
［
赤
色
云

芹
宮
の
Ｈ
ｐ
ｐ
崗
邑
菖
薗
円
筥

×
 

②
烏
剰
苫
○
‐
８
切
冒
』
（
胸

夢
の
日
ロ
ロ
の
（
乳
）

罫
③
愚
・
』
儲
（
直
膜

爵
③
愚
・
』
儲
（
直
膜
筋
）

旦
一
③
。
亘
遇
§
い
＆
園
。
③
員
曾
②
（
斜
下
筋
）

ト
ラ
ペ
ナ
イ
ド

ー
」
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
人
体
後
面
の
筋
系
ｌ
上
半
身
の
図
が
あ
り
、
そ
こ
に
朱
筆
で
「
僧
帽
筋
」
、
「
澗
脊
筋
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。

○
○
印
【
の
『
目
。
『
日
ロ
耳
岬
骨

○
ｍ
の
③
日
、
凶
］
］
凹
円
旨
⑪
曰
己
の
Ｈ
】
○
円
四
－
－
す
○
口
の
⑫
○
【
（
ロ
の
巳
ご
己
の
Ｈ
］
座
言
・

言
山
菖
］
自
具
凰
日
ｌ
吾
⑦
」
○
ョ
貝
〕
賀
ご
（
判
読
不
能
）

（
こ
の
あ
と
に
つ
づ
く
単
語
に
も
訳
が
つ
い
て
い
る
）

［
赤
色
で
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
い
て
あ
る
］

旨
ご
［
赤
色
で
×
の
し
る
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
］

員
（
胸
骨
肋
関
節
）

（
脳
蓋
骨
）

ロ
・
目
・
顎
骨

（
判
院
不
姥
）

上
□
□
骨
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美術解剖学の移植者本多錦吉郎

原
著
は
「
序
文
」
（
勺
『
の
｛
ロ
。
①
）
、
「
覚
書
」
（
Ｚ
。
（
①
の
）
、
「
美
術
解
剖
学
序
説
」
（
盲
（
Ｈ
・
目
呂
・
ロ
の
曰
シ
『
（
一
の
胃
シ
ロ
ｇ
・
曰
く
）
の
順
で
書
か
れ
て
い
る
。

本
多
は
「
序
文
」
を
訳
さ
ず
、
「
覚
書
」
か
ら
訳
筆
を
と
っ
て
い
る
。
か
れ
の
訳
技
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
一
部
原
文
を
引
い
て
見
て
み
よ
う
。

自
営
の
肴
可
○
一
の
一
の
①
口
承
「
『
回
已
已
の
ロ
ウ
豈
言
宮
の
四
日
ロ
ｏ
の
。
（
『
口
豈
這
）
。
】
の
『
ロ
ウ
『
四
口
の
》
ぐ
巳
、
四
二
『
ｏ
四
一
一
○
Ｑ
｛
ず
①
の
六
旨
・

『
ず
『
。
■
、
ロ
（
冨
切
ロ
ー
ー
ロ
ヮ
ー
の
四
コ
□
の
。
ヰ
ウ
ロ
芹
（
三
○
戸
。
］
○
一
三
口
い
｛
宮
の
ロ
Ｏ
芹
一
○
口
の
。
『
（
。
①
日
ロ
⑪
。
］
の
、
四
『
の
ぐ
〕
の
ご
｝
の
。
ヨ
。
『
の
Ｃ
『
］
の
⑪
、
囚
Ｃ
ｏ
ｏ
『
＆
口
、
一
○
芹
ロ
⑦
一
『

己
○
言
の
臥
巨
一
旦
の
ぐ
の
一
○
℃
ロ
］
①
貝
Ｃ
Ｈ
Ｏ
岳
の
『
尹
『
一
ｍ
興
す
貝
】
庁
」
の
貝
四
一
一
回
目
の
印
＆
［
［
】
●
巳
庁
（
Ｃ
Ｑ
⑦
【
の
ｇ
夢
の
一
『
の
ｘ
ｍ
Ｃ
－
帛
○
ロ
ロ
⑫
四
口
Ｑ
＆
『
の
。
【
一
○
口
②
『
ロ
ロ
ロ
洋
一
の
色
『
巨
］
陀
閂

の
『
『
Ｃ
『
｛
○
ｓ
⑫
己
一
四
］
芹
彦
の
日
目
の
〆
□
ぬ
、
の
『
四
斤
｝
（
）
ロ
・
弓
彦
の
、
の
ロ
の
『
山
一
の
肴
の
①
ｐ
ｐ
ｍ
一
ヨ
の
印
ｏ
［
一
面
の
【
］
、
Ｅ
【
の
四
月
。
〔
○
す
の
『
一
『
⑩
一
回
ご
ロ
、
豈
一
＆
」
『
○
○
コ
の
昼
の
『
の
。
》
（
ロ
の
ロ
。
〕
の
①

四
国
。
ご
『
。
□
。
『
念
。
。
。
｛
（
ず
①
の
丙
の
一
の
（
○
口
す
の
】
口
賄
（
彦
の
、
『
○
巨
ロ
ー
｛
。
『
芹
ケ
厨
。

ヨ
ゴ
の
日
巨
⑩
。
］
の
の
四
『
の
ご
回
『
ご
］
帛
○

【
の
ゴ
ロ
一
コ
○
口
の
。
『
巴
口
の
一
二
軍
ご
○
司
曄
○
口
の
。

●
 

己
。
『
毬
。
。
②

人
体
骨
格
ノ
構
造
ハ
大
概
次
ノ
如
シ

パ
リ
テ
ス
ト
ユ
！
▲

べ
き

人
体
ノ
骨
格
ハ
骨
膜
卜
名
ク
ル
強
剛
ナ
ル
物
ヲ
以
テ
全
部
ヲ
包
羅
シ
殊
二
諸
間
接
ハ
包
憂
ス
ル
１
最
モ
堅
固
ナ
リ

は
う
か

さ
や

げ
ん

右
骨
膜
ノ
上
層
ヲ
数
種
ノ
筋
ヲ
以
テ
包
褒
ス
（
つ
つ
む
ｌ
引
用
者
）
筋
ハ
皆
鞘
ヲ
以
テ
集
束
シ
其
両
端
ハ
腱
及
上
腱
膜
ヲ
供
へ

日
ロ
の
鰭
の
ロ
の
Ｈ
巴
。
。
□
の
可
巨
○
庁
一
○
二
○
｛
芹
宜
の
ゴ
ロ
ヨ
回
ロ
ヰ
ロ
目
の
』
②
四
ｍ
【
。
］
］
○
二
「
輿

Ｂ
ｐ
Ｃ
ｏ
里
叫
①
○
口
の
（
ウ
。
。
］
）
の
【
『
ロ
Ｃ
－
Ｅ
『
の
厨
【
】
円
い
｛
。
ぐ
の
円
の
ご
『
の
ロ
ロ
》
①
の
□
の
。
旨
｝
一
望
四
戸
｛
ず
の
一
○
】
ご
扇
・
す
］
四
片
○
口
晒
す
Ｃ
Ｏ
ぐ
の
ｐ
ｐ
ｍ
Ｏ
山
｝
］
の
ロ
ロ
の
『
一
○
の
芹
の
巨
白
・

○
ロ
ー
豆
⑪
四
『
の
己
一
四
Ｃ
の
。
（
す
。
＆
｛
【
の
『
の
ゴ
（
一
ｍ
］
の
『
の
Ｃ
【
日
巨
の
。
］
の
⑪
》
の
ｐ
ｎ
－
ｏ
ｍ
Ｃ
Ｑ
曰
〔
三
の
の
ぎ
の
臼
（
す
②
や
言
茸
ロ
（
ロ
＆
円
く
四
『
一
○
口
⑩
陣
已
○
口
の
■
『
。
⑪
の
⑪
壱
○
『
の
①
ヨ
ー
｛
の
ロ
ロ
旨
。
■
⑫

必美
拠術

人
体
解
剖
編

総
論

三
○
日
固
め
．

帛
○
『
。
］
の
９
○
｛
｛
｜
の
的
ゴ
望
［
】
ず
『
の
切
・
芹
四
声
一
口
ぬ
く
四
コ
。
Ｅ
の
ロ
ー
『
の
○
ご
○
口
吻
・
口
Ｃ
ｏ
ｏ
【
□
］
ロ
、
｛
。
【
。
①
一
『
『
の
ロ
ロ
』
『
２
己
の
ロ
（
の
ご
画
。
。
□
陣
『
一
］
冤
○
命

●
 

■
 

骨
一
一
附
着
ス
ル
ノ
用
ヲ
ナ
ス
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訳
文
は
お
お
む
ね
正
確
な
印
象
を
う
け
る
が
、
添
削
を
幸

の
白
の
ョ
ご
ロ
○
日
目
の
と
い
う
文
章
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

腱
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

四
目
洋
一
の
口
ぐ
ロ
－
，
口
『
の
口
。
『
【
・
ｓ
ｍ
ｂ
］
昌
目
の
ロ
］
旨
の
衝
、
、
の
日
：
。
（
そ
し
て
、
よ
く
あ
る
間
違
い
は
、
諸
筋
の
形
や
方
向
を
誇
張
し
て
描
く
こ
と

で
あ
る
）
は
脱
落
し
て
い
る
。
ま
た
さ
い
ご
の
一
行
、
旨
の
ロ
・
一
い
の
：
□
Ｃ
『
○
℃
・
日
・
ロ
・
【
旨
の
の
穴
の
｝
の
（
○
コ
す
の
曰
、
岳
①
円
○
目
□
｛
・
『
岳
】
の
（
骨
格
の
平

衡
と
つ
り
あ
い
は
そ
の
た
め
の
基
礎
で
あ
る
）
の
箇
所
は
、
「
即
チ
骨
格
筋
肉
ハ
是
力
主
要
ノ
基
礎
ナ
リ
」
と
意
訳
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
原
文
の
さ
い
ご
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
節
で
終
っ
て
い
る
の
だ
が
、
訳
文
と
い
っ
し
ょ
に
引
い
て
み
よ
う
。

ト
レ
ヱ
》
。

本
多
訳
は
、
け
っ
し
て
ま
ず
い
も
の
で
は
な
い
。
訳
文
の
中
に
む
ず
か
し
い
漢
語
が
使
わ
れ
て
い
て
、
今
日
か
ら
見
る
と
や
や
読
み
づ
ら
い
が
、
意
味
は
通

○
○
○
○
○
○
 

筋
二
一
一
種
ア
リ
｜
ハ
肉
ノ
繊
維
ヨ
リ
組
織
シ
其
位
置
方
向
ヲ
種
々
二
取
り
以
テ
其
運
動
作
用
二
応
ス
他
ハ
種
々
ノ
腱
及
上
神
経
系
ヨ
リ
成
し
り

ひ
じ

た
か

以
上
筋
ノ
上
層
ヲ
肥
脈
（
脂
肪
の
こ
と
か
）
セ
ル
膜
『
フ
以
テ
包
裏
ス
之
ヲ
皮
膚
ト
云
う
此
柔
軟
ナ
ル
若
モ
強
勁
ナ
ル
皮
膚
ハ
動
カ
ノ
多
寡
二
応
シ
内
部
ノ
諸

え
ん
こ
ん

筋
ノ
運
動
ヲ
外
部
二
現
ス
者
ナ
リ
然
レ
ト
モ
其
精
細
ナ
ル
形
状
卜
方
向
ヲ
定
ム
ル
ハ
常
二
難
シ
ト
ス
人
物
ヲ
画
ク
ニ
其
輪
郭
ノ
線
条
流
麗
回
揮
ナ
ル
ハ
作
家
主
ト

シ
テ
注
意
ス
ヘ
キ
所
一
一
シ
テ
即
チ
骨
格
筋
肉
ハ
是
ヵ
主
要
ノ
基
礎
ナ
リ

②画・

函」・

］①。

。
｝
Ｐ
一
口
①
Ｅ
⑫
日
口
ご
］

ロ
旨
の
□
⑫
［
の
日
。
『
］
の
．

円
『
旨
の
己
の
ぐ
①
一
四
ｓ

三
［
ロ
の
。
旧
固
の
○
司
目
出
向
閂
三
目
固
幻
昌
○
幻
因
縄
目
”
ロ
三
国
曰
閂
因
の
．

（
の
因
向
ｚ
シ
弓
『
国
両
国
し
○
【
・
）

ｍ
Ｑ
Ｑ
ｐ
Ｏ
｛
ｏ
『
【
の
閂
己
。
『
扇
・ ●

 

添
削
を
要
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
文
の
第
三
節
に
、
四
日
ご
囚
『
〔
｝
］
・
閉
（
の
己
曰
・
口
⑫
。
『

こ
れ
は
「
他
ハ
種
々
ノ
腱
及
上
神
経
系
ヨ
リ
成
し
リ
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
、
「
筋
ま
た
は

(２２）１１９ 
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・

G
r
a
c
i
l
i
s
-
p
a
r
t
o
f
 

S
a
T
t
o
r
i
u
s
-
e
d
g
e
o
f
 

G
a
s
t
r
o
c
n
e
m
i
u
s
．
 

Ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｏ
睦
姻
ｏ
ｒ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｐ
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ｉ
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ｈ
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ｌ
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ｈ
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ｌ
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w
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t
h
t
h
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e
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n
e
w
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o
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o
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a
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l
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ｏ
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c
h
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h
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s
e
l
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e
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e
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、
、
、
、

、
、
、
、
、

こ
の
一
説
は
、
い
ま
な
ら
「
ヒ
ラ
メ
筋
、
す
な
わ
ち
脚
の
ふ
く
ら
は
ぎ
と
い
っ
た
下
の
部
分
は
、
大
腿
一
一
頭
筋
と
と
も
に
ア
キ
レ
ス
腱
と
呼
ば
れ
る
、
じ
ょ

し
よ
う
こ
つ

う
ぶ
な
腱
質
の
部
分
で
終
っ
て
い
る
。
ア
キ
レ
ス
腱
は
踵
骨
に
く
っ
つ
い
て
お
り
、
著
し
く
突
出
し
て
い
る
」
と
で
も
訳
せ
そ
う
だ
が
、

本
多
訳
で
は
、

十
九

三
十
三

三
十
四

二
十
二

二
十
三

二
十
九

円
げ
の
８
｛
の
麗
切
》
。
『
－
９
己
の
［
ロ
。
Ｈ
は
。
ご
○
命
（
ず
の
。
、
］
【
○
【
芹
ぼ
の
］
の
、
》
三
】
岳
（
ご
①
晩
四
の
芹
『
ｏ
ｎ
ロ
の
曰
巳
叩
寧
の
ロ
ロ
の
ご
回
の
庁
『
○
口
、
の
】
。
①
ご
く
］
己
。
『
芹
｝
。
。
・
○
四
一
一
の
。
討
苫
己
。

」
ロ
討
弓
』
｝
③
防
響
葛
け
旨
百
四
→
菌
ｎ
画
の
の
辱
の
の
］
【
庁
。
（
ず
の
ワ
○
口
の
。
［
芹
ロ
①
ロ
①
①
］
・
ロ
ロ
ロ
【
ｏ
Ｈ
Ｂ
ｍ
四
日
四
『
丙
の
Ｑ
ｂ
『
○
片
二
ヶ
の
『
句
ヨ
。
の
，

附
着
シ
著
シ
キ
突
隆
ヲ
ナ
ス
足
ヲ
画
ク
ー
ー
ハ
前
脾
卜
手
堂

な
る
く
る
ぶ
し
？
）
ヲ
シ
テ
外
躁
ヨ
リ
強
ク
外
出
セ
シ
ム
ヘ
シ

凡
ソ
全
骨
格
ヲ
通
シ
テ
骨
柱
相
互
ノ
結
合
ヲ
見
ル
ー
ー
其
間
接
二
於
テ
正
角
（
直
角
）
ヲ
ナ
ス
ノ
部
之
レ
ナ
シ
此
構
造
ア
ル
ヵ
為
〆
一
一
吾
人
ヵ
跳
躍
シ
又
ハ
打

し
よ
う
と
う

と
う
ぜ
ん

鑿
ス
ル
カ
如
キ
急
漉
ノ
運
動
二
対
シ
激
烈
ナ
ル
衝
撞
ヲ
免
カ
ル
ナ
リ
且
シ
皮
膚
上
面
ハ
全
体
ヲ
通
シ
テ
軽
淡
ナ
ル
波
動
状
ノ
線
ヲ
保
テ
リ
是
レ
人
体
ハ
蕩
然
美
麗

ナ
ル
外
観
ア
リ
テ
若
カ
モ
弾
カ
ァ
ル
所
以
ナ
リ

そ
く
ふ

け
い
ひ
ざ
く
る
ぶ
し

ひ

足
附
（
足
の
背
）
筋
ハ
脛
（
膝
か
ら
腺
ま
で
の
、
ま
っ
す
ぐ
な
部
分
）
ノ
後
半
部
ニ
ァ
リ
テ
ー
一
頭
腓
腸
筋
卜
共
二
強
緊
ナ
ル
靭
帯
ヲ
以
テ
終
ル
此
靭
帯
ハ
鮒
骨
二

ぜ
ん
は
く

そ
く
し

救
い
か

着
シ
著
シ
キ
突
隆
ヲ
ナ
ス
足
ヲ
画
ク
ニ
ハ
前
縛
卜
手
掌
ノ
結
合
ノ
如
ク
脛
卜
足
鰄
ノ
結
合
ヲ
能
ク
注
意
シ
脛
骨
ノ
位
置
卜
僅
二
斜
メ
ニ
足
蹴
キ
内
躁
（
内

三
頭
内
輔
筋

羊
膜
様
筋
セ
ミ
メ
ン
プ
ラ
ノ
ー

羊
腱
状
筋
セ
ミ
テ
ン
ジ
ノ
ー
ス

薄
股
筋
グ
ラ
シ
リ
ス
｜
部

縫
匠
筋
サ
ル
ト
リ
ァ
ス
其

二
頭
腓
腸
筋
ガ
ス
ト
ロ
ク
子
シ

セ
ミ
メ
ン
プ
ラ
ノ
ー
ス

ト
リ
ア
ス
其
辺
緑

ガ
ス
ト
ロ
ク
子
シ
ュ
ス
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美術解剖学の移植者本多錦吉郎

ゆ
い
ち

高
橋
由
一
（
一
八
一
一
八
～
九
四
、
明
治
初
期
の
洋
画
家
）
の
「
天
絵
学
舎
」
（
一
ハ
年
制
）
の
予
科
で
、
幾
可
・
遠
近
法
・
投
影
画
法
と
い
っ
し
ょ
に
”
（
人
体
）

解
剖
学
”
を
教
え
た
の
は
、
明
治
十
二
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
る
。
同
舎
が
東
京
府
に
提
出
し
た
「
開
学
願
書
」
（
明
治
皿
・
６
）
に
〃
解
剖

学
“
の
文
字
が
み
ら
れ
、
の
ち
定
型
化
し
た
開
学
届
を
明
治
十
六
年
五
月
再
度
提
出
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
”
人
体
解
剖
学
“
の
文
字
が
み
え
る
。

藤
田
文
蔵
二
八
六
一
～
？
、
鳥
取
士
族
、
彰
技
堂
、
工
部
美
術
学
校
に
ま
な
ぶ
、
の
ち
女
子
美
術
学
校
［
女
子
美
術
大
学
の
前
身
］
を
創
設
）
の
「
彫
刻

原
文
の
第
二
節
の
訳
は
、
だ
い
た
い
こ
れ
で
よ
い
と
し
て
も
、
第
三
節
の
三
・
円
目
こ
の
ご
芹
す
の
命
・
侭
・
耳
の
皀
昌
臼
岳
の
冒
嵐
巳
・
｝
臣
の
庁
の
Ｈ
・
【
す
。
□
の
印
冨
ぐ
の

弓
の
『
の
ｇ
の
胃
ご
］
胃
の
．
（
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
足
根
骨
群
は
、
こ
こ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
の
一
文
は
、
脱
落
し
て
い
る
。

本
多
訳
は
、
今
日
か
ら
見
る
と
、
添
削
の
余
地
を
た
ぶ
ん
に
残
し
て
い
る
が
、
当
時
の
訳
と
す
れ
ば
、
か
な
り
出
来
の
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
東
京
府
下
の
洋
画
私
塾
に
お
い
て
、
彰
技
堂
以
外
に
美
術
解
剖
学
を
教
え
た
と
考
え
ら
れ
る
所
に
つ
ぎ
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
大
む
ね
原
意
を
』

で
も
何
ん
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

［
塾
主
ま
た
は
校
長
］
［
存
続
期
間
］

高
橋
由
一
…
・
…
・
・
…
明
治
６
～
同
Ⅳ
・
３

本
多
錦
吉
郎
…
…
…
…
明
治
８
～
同
邪

藤
田
文
蔵
…
…
…
…
明
治
旧
～
？

原
田
直
次
郎
…
…
…
…
明
治
配
～
同
泌

足
附
筋
ハ
脛
ノ
後
半
部
ニ
ァ
リ
テ
ニ
頭
腓
腸
筋
卜
共
一
一
強
緊
ナ
ル
靭
帯
ヲ
以
テ
終
ル
此
靭
帯
ハ
附
着
シ
箸
シ
キ
突
隆
ヲ
ナ
ス

大
む
ね
原
意
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、
誤
訳
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
古
い
専
門
用
語
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
一
節
を
読
ん

「
塾
名
ま
た
は
学
校
名
、
所
在
地
］

天
絵
学
舎
（
「
天
絵
社
」
、
「
天
絵
楼
」
と
も
い
う
）
（
日
本
橋
区
浜
町
一
丁
目
三
番
地
）

（
別
）

彰
技
堂
（
麹
町
区
隼
町
十
二
番
地
［
角
屋
敷
］
）

彫
刻
専
門
美
術
学
校
（
牛
込
区
牛
込
二
十
騎
町
十
五
番
地
）

鐘
美
館

116（25） 



専
門
美
術
学
校
」
は
、
彫
刻
家
養
成
の
唯
一
の
専
門
学
校
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
ひ
じ
ょ
う
に
珍
し
い
。

こ
の
学
校
は
、
一
期
を
一
年
と
し
、
四
期
四
年
制
で
あ
っ
た
。
「
彫
刻
学
科
課
程
表
」
に
よ
る
と
、
第
一
期
（
第
一
学
年
）
の
と
き
に
、
画
学
図
学
と
人
体

解
剖
学
を
ま
な
び
、
第
二
期
で
は
飾
物
の
彫
刻
、
第
三
期
で
は
動
植
物
の
彫
刻
、
第
四
期
で
は
人
像
の
彫
刻
を
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
が
、
じ
っ
さ

い
解
剖
学
を
教
え
た
も
の
か
ど
う
か
、
資
料
に
欠
け
る
の
で
何
と
も
い
え
な
い
。

原
田
直
次
郎
（
生
没
年
不
詳
、
東
京
府
平
民
）
の
鐘
美
館
（
修
学
年
数
五
ヵ
年
）
は
、
ひ
じ
よ
う
に
短
命
で
あ
っ
た
。
同
校
の
「
学
課
々
程
表
」
に
よ
る
と
、

木
炭
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
の
ほ
か
油
絵
を
教
え
た
。
学
科
と
し
て
は
、
幾
可
学
の
初
歩
、
写
景
研
究
、
写
影
法
に
加
え
て
、
〃
人
体
解
剖
学
”
を
教
授
し
た
よ
う

明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
同
四
十
年
代
に
か
け
て
、
武
本
観
谷
の
「
美
術
彫
刻
学
校
」
（
四
谷
区
舟
町
十
二
番
地
、
明
治
訂
～
同
羽
）
、
長
沼
守
敬
の
「
明
治

美
術
学
校
」
（
小
石
川
区
表
町
百
九
番
地
、
明
治
汀
～
羽
）
、
横
山
秀
麿
の
「
共
立
美
術
館
」
（
本
郷
区
湯
島
新
花
町
九
十
七
番
地
、
明
治
羽
～
？
）
、
川
端
玉
章

の
「
川
端
画
学
校
」
（
小
石
川
区
下
富
坂
町
十
九
番
地
、
明
治
妃
～
大
正
？
）
な
ど
の
美
術
教
育
機
関
が
あ
っ
た
が
、
解
剖
学
を
教
え
た
も
の
か
ど
う
か
定
か

で
な
い
。

だ
Ｃ 

町
中
の
一
私
塾
が
、
官
立
の
学
校
に
お
い
て
ま
だ
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
美
術
解
剖
学
の
授
業
を
、
ま
つ
先
に
実
践
し
た
こ
と
は
、
塾
主
で
あ
る
本
多
錦
吉

郎
の
見
識
を
し
め
す
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
卓
越
し
た
英
語
力
が
あ
っ
た
か
ら
、
先
師
の
将
来
本
の
な
か
か
ら
美
術
教
育
上
た
め
に
な
る
も
の
を
順
次
日
本

語
に
訳
し
な
が
ら
講
述
し
た
。
そ
の
中
に
た
ま
た
ま
美
術
解
剖
学
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
本
多
は
ど
の
よ
う
に
授
業
を
進
め
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、

お
そ
ら
く
訳
稿
を
見
な
が
ら
、
と
き
に
黒
板
に
図
な
ど
を
描
い
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
多
は
黒
板
の
ま
え
に
立
つ
と
、
生
徒
が
す
っ
か
り
わ
か
る
ま
で
熱
心
に
教
え
た
。
生
徒
も
そ
れ
に
応
え
、
熱
心
に
聴
講
し
、
研
究
も
し
た
の
で
あ
る
。
が
、

中
に
は
居
眠
り
を
し
た
り
、
雲
が
く
れ
す
る
無
欲
な
も
の
も
い
た
、
と
い
う
か
ら
（
中
村
鈴
子
「
思
い
出
」
）
、
当
時
ど
の
て
い
ど
解
剖
学
が
生
徒
に
理
解
さ
れ

た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
講
義
は
、
若
者
に
と
っ
て
た
い
く
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
の
内
容
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
実
情
で

＊ 

(２６）１１５ 



美術解剖学の移植者本多錦吉郎

わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

は
な
か
ろ
う
か
。
か
れ
の
講
義
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
家
の
論
著
の
中
味
を
、
た
だ
お
う
む
返
し
に
伝
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
黎
明
期
の
わ
が
国

の
美
術
教
育
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
わ
が
国
の
美
術
教
育
史
上
、
美
術
解
剖
学
の
移
植
者
第
一
号
と
し
て
の
本
多
の
名
は
、

窟Ｂ□⑮ＥＴＩ而可Ｆ７ＦＦＴ５？Ｔ注
、‐／、－’、－'、-ン、－／、-ノ、－ソ、－〆ミーノ、-／、－’、－'、_二邑一〆、-ノﾐーノ

愚
麺
本
多
錦
吉
郎
』
（
本
多
錦
吉
郎
翁
建
碑
会
、
昭
和
九
年
九
月
）
、
｜
頁
。

横
山
健
堂
「
油
画
の
開
拓
者
本
多
錦
吉
郎
翁
」
（
『
日
本
美
術
界
塞
藷
』
所
収
）
、
十
八
頁
。

『
広
島
県
史
近
代
Ｉ
通
史
Ｖ
』
（
広
島
県
、
昭
和
五
十
五
年
一
一
一
月
）
、
五
一
頁
。

注
（
ｕ
）
の
九
○
頁
。

中
村
鈴
子
「
恩
ひ
出
」
（
『
日
本
美
術
界
麺
一
一
蕊
本
多
錦
吉
郎
号
所
収

上
村
昌
訓
「
高
徳
の
人
」
（
『
日
本
美
術
界
蕊
一
需
所
収
）
、
九
七
頁
。

石
井
柏
亭
「
画
学
類
纂
と
従
征
画
稿
」
（
『
学
鐙
』
Ⅷ
帥
山
８
所
収
、
昭
和
鍋
・
７
）
、
十
三
頁
。

尾
崎
尚
文
「
国
沢
新
九
郎
・
本
多
錦
吉
郎
手
沢
の
洋
画
技
法
書
」
（
『
参
考
書
誌
研
究
第
十
五
号
、
昭
和
皿
・
皿
）
、
三
二
頁
。

中
村
鈴
子
「
恩
ひ
出
」
（
『
日
本
美
術
界
避
一
藷
本
多
錦
吉
郎
号
所
収
、
大
正
９
．
３
）
、
八
七
頁
。

『
画
学
類
纂
第
三
集
』
、
二
五
頁
。

石
井
柏
亭
「
画
学
類
纂
と
従
征
画
稿
」

『
都
史
紀
要
Ⅳ
東
京
の
各
種
学
校
』
（
東
京
都
公
文
書
館
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
）
、
十
二
頁
を
参
照
。

浦
崎
永
錫
『
日
本
近
代
美
術
発
達
史
』
（
東
京
美
術
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
）
、
二
一
頁
。

『
蕾
工
部
大
学
校
史
料
』
（
非
売
品
、
芝
之
門
会
、
昭
和
六
年
七
月
）
、
一
四
○
頁
。

本
多
錦
吉
郎
「
裸
体
画
論
」
（
『
美
術
之
日
本
』
第
四
巻
第
十
号
所
収
、
大
正
元
年
皿
・
応
）
。

青
木
茂
「
油
絵
初
学
明
治
十
二
年
」
（
『
絵
』
川
脇
昭

福
島
成
行
「
本
多
錦
吉
郎
」
（
『
明
治
文
化
』
第
五
巻
第
十
二
□

わ
ざ

「
彰
技
堂
」
と
は
、
”
技
を
世
に
明
ら
か
に
す
る
建
物
“
の
意
。

『
都
史
紀
要
Ⅳ
東
京
の
各
種
学
校
』
（
東
京
都
公
文
書
館
、

浦
崎
永
錫
『
日
本
近
代
美
術
発
達
史
』
（
東
京
美
術
、
昭
和
四

明
治
十
二
年
」
（
『
絵
』
川
脇
昭
和
駆
・
４
所
収
）
、

」
（
『
明
治
文
化
』
第
五
巻
第
十
二
号
所
収
）
、
五
一
頁
。

一
九
頁
。
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注
（
旧
）
に
お
な
じ
。

こ
の
資
料
（
入
社
帳
三
号
「
入
社
姓
名
録
明
治
四
年
第
三
」
塞
卿
齢
廻
舞
栖
羽
月
）
は
、
『
慶
応
義
塾
入
社
帳

昭
和
六
十
一
年
一
一
一
月
）
の
四
八
頁
に
み
ら
れ
る
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
雄
松
堂
）
に
も
入
っ
て
い
る
。

『
慶
応
義
塾
百
年
史
上
巻
』
（
非
売
品
、
慶
応
義
塾
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
）
、
三
二
六
頁
。

本
多
錦
吉
郎
「
国
沢
新
九
郎
君
」
（
『
洋
風
美
術
家
小
伝
』
所
収
、
非
売
品
、
報
文
社
、
明
治
四
十
年
三
月
）
、
三
～
五
頁
を
参
照
。

松
山
白
洋
「
国
沢
新
九
郎
」
（
『
土
佐
史
談
』
第
十
八
号
所
収
）
、
五
○
頁
。

馬
場
孤
蝶
「
馬
場
辰
猪
自
伝
」
（
『
改
造
』
岬
十
二
月
号
所
収
）
、
二
二
一
一
頁
。

外
山
卯
三
郎
「
与
咀
司
叫
圖
狩
鈩
池
鼬
与
樒
麹
辮
割
艫
」
（
『
書
物
展
望
』
癖
鐘
轄
鉦
糎
罰
需
収
）
、
二
四
頁
。

注
（
Ⅳ
）
の
一
一
八
頁
。

安
永
梧
郎
『
馬
場
辰
猪
』
（
東
京
堂
、
明
治
三
十
年
四
月
）
、
二
八
頁
。

注注注注注注
グー、’－，グー、'－，グー、グー、

２９２６２６２４２６２４ 
，－〆、＿ノ、－〆、－ノ、－ノ、－ゾ

のののののの

五一一三四三
一五二八五七
頁三七頁頁頁
◎言＝ずＣＯ｡

注
（
妬
）
の
一
七
頁
。

注
（
皿
）
の
三
七
頁
。

永
国
淳
哉
『
土
佐
藩
留
学
生
異
聞
』
（
土
佐
出
版
社
、
平
成
元
年
十
月
）
、
八
～
九
頁
を
参
照
。

注
（
ｕ
）
の
五
頁
。

『
慶
応
義
塾
百
年
史

注
（
旧
）
の
二
八
頁
。

注
（
皿
）
の
二
八
七
舌

の
一
二
七
頁
。

の
一
五
三
頁
。

の
二
八
七
頁
。

第
一
巻
』
（
慶
応
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
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注
（
胆
）
の
三
八
頁
。

中
村
不
折
「
本
多
錦
吉
郎
に
就
て
」
（
『
日
本
美
術
界
辮
一
一
藷
』
）
、
六
三
頁
。

岩
橋
章
山
は
、
こ
の
〃
角
屋
敷
“
の
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
治
十
年
の
頃
か
と
思
考
致
し
ま
す
。
場
所
は
麹
町
隼
町
の
角
屋
敷
で
し
た
。
僕
は
ま
だ
少
年
の
頃
で
、
時
々
永
田
町
の
自
邸
か
ら
絵
を
見
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
此
れ
は
洋
画
塾

の
鏡
初
で
し
た
ら
う
、
新
九
鄭
先
生
は
此
塾
を
開
い
て
再
三
年
後
に
死
去
さ
れ
、
お
弟
子
の
内
に
て
宮
本
蕊
（
本
多
錦
吉
郎
の
誤
り
？
ｌ
引
用
肴
）
と
い
ふ
人
が
、
其
跡
を
引
受
け
神
田
辺

に
移
転
し
て
、
学
校
用
の
絵
手
本
な
ど
を
出
版
し
た
と
恩
ひ
ま
す
（
「
国
沢
新
九
郎
の
画
塾
に
掲
げ
た
る
趣
意
書
」
『
エ
ッ
チ
ン
グ
』
一
○
四
号
、
九
月
号
所
収
）
。

「
国
沢
新
九
郎
略
伝
」
（
一
八
四
九
～
一
八
七
八
）
（
『
み
づ
ゑ
』
第
一
八
二
要
目
［
昭
和
９
．
４
］
）
。

注
（
５
）
の
二
○
～
二
一
頁
よ
り
引
用
。
な
お
、
国
沢
新
九
郎
の
画
塾
に
掲
げ
ら
れ
た
趣
意
書
は
、
日
本
唯
一
の
版
画
雑
誌
『
エ
ッ
チ
ン
グ
』
’
○
四
号
、
昭
和
十
六

年
九
月
号
に
も
見
ら
れ
る
。
紹
介
者
の
岩
橋
章
山
は
「
加
古
手
帳
よ
り
発
見
し
ま
し
た
故
、
移
し
て
御
一
覧
に
入
れ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

外
山
卯
三
郎
『
日
本
洋
画
史
第
一
巻
明
治
前
期
』
（
日
貿
出
版
社
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
）
、
一
四
一
頁
。

注
（
５
）
の
二
一
頁
。

注
（
虹
）
に
お
な
じ
。

丸
山
晩
霞
「
恩
師
本
多
錦
吉
郎
」
（
『
日
本
美
術
界
瀞
一
一
認
』
所
収
。

こ
の
史
料
は
、
「
明
治
十
一
一
年
七
月
私
学
書
類
回
議
録
第
六
題

の
中
に
あ
る
。
注
（
、
）
の
尾
崎
論
文
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

注
（
４
）
の
二
八
頁
。

注
（
、
）
の
九
二
頁
。

注
（
必
）
の
五
四
頁
。

注
（
羽
）
の
五
一
頁
。

学務課」（東京都公文書館蔵、マイクロフィルムの請求番号は、同閂凹）
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つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
は
、
本
多
錦
吉
郎
が
小
石
川
区
新
小
川
町
の
彰
技
堂
に
お
い
て
、
明
治
十
三
年
二
八
八
○
）
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
「
人
体
の

美
術
解
剖
学
」
＆
豊
豊
・
匹
冒
ご
冒
廷
旦
暮
・
帛
冒
冒
冒
国
冒
局
）
を
講
述
し
、
そ
れ
を
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
九
月
か
ら
同
二
十
四
年
二
月
に
か

け
て
、
『
画
学
類
纂
』
（
第
一
集
～
九
集
を
も
っ
て
刊
行
を
お
え
る
。
六
集
六
冊
の
も
の
も
あ
る
）
に
六
回
に
わ
た
っ
て
分
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
多
が
羅
鰄
人
体
解
剖
編
」
と
題
し
た
訳
講
は
、
分
冊
で
あ
る
の
で
ま
と
め
て
閲
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
た
め
、
資
料
と
し
て
そ
の
全
文
を
掲
げ

る
こ
と
に
す
る
。
掲
載
に
あ
た
り
適
宜
（
）
内
に
注
を
入
れ
、
ま
た
旧
字
体
は
い
ま
の
漢
字
に
改
め
、
ま
た
む
ず
か
し
い
漢
字
に
は
ル
ビ
を
ふ
っ
た
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
く
。

其
依
ル
処
ナ
ク
シ
テ
走
ラ

減
ス
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
良
書
ナ
リ

は
な
は

画
学
ノ
書
世
間
行
ハ
ル
、
モ
ノ
甚
ダ
多
シ
然
し
ト
モ
本
邦
及
ビ
支
那
ノ
画
論
ノ
ミ
ニ
シ
テ
欧
米
ノ
画
ヲ
説
ク
者
ハ
甚
夕
乏
シ
余
多
年
欧
州
ノ
画
法

き
し
や
え

つ
い

お
よ

ヲ
学
上
揮
写
（
画
を
か
く
）
ノ
余
暇
諸
書
二
就
テ
其
理
論
及
上
画
法
ヲ
攻
窮
（
究
の
誤
り
か
）
シ
翻
訳
筆
記
ス
ル
者
積
テ
数
十
部
二
至
ル

け
い
じ
つ
せ
い
し
よ

サ
イ
し

だ
ま
た
ま

ば
う
こ
ん

頃
日
盛
暑
（
こ
の
ご
ろ
の
暑
さ
）
二
際
シ
古
書
ヲ
畷
晒
ス
（
さ
ら
す
）
偶
々
友
人
来
リ
画
学
ノ
筆
記
ヲ
閲
覧
シ
曰
ク
方
今
（
い
ま
）
内
外
美
術
ノ
事

ち
よ
う
ち
ょ
う

し
き
り

に
雄
は

ハ
世
ノ
ー
問
題
ト
ナ
リ
論
客
ハ
之
ヲ
喋
々
シ
（
盛
ん
に
し
ゃ
べ
る
）
技
術
家
ハ
頻
二
其
精
巧
ヲ
競
う
然
し
ト
モ
欧
州
美
術
二
係
ル
ノ
書
甚
ダ
乏
シ
故
二

そ
れ
に

い
た
ず
お
く
せ
つ

こ
の

い
き
よ
く

其
依
ル
処
ナ
ク
シ
テ
走
ラ
ニ
臆
説
空
談
二
堕
ル
ヲ
免
力
レ
ス
今
此
筆
記
ヲ
見
ル
ー
画
事
ヲ
詳
論
ス
ル
ニ
委
曲
（
く
わ
し
さ
）
尽
サ
、
ル
ナ
シ
誠
二
磨

あ
し
よ
ぎ
よ
う
て
い
り

豈
二
之
ヲ
書
筐
底
裡
（
書
物
を
入
れ
る
箱
の
底
）
二
埋
没
シ
置
ク
者
ナ
ラ
ン
ャ
何
ソ
世
二
公
ニ
シ
テ
同
学
友
二
啓
示
セ
サ
ル
ャ

ひ
と

わ
か
も
つ
し
こ
う
か
て

且
シ
此
書
ノ
如
キ
独
り
画
家
ノ
専
有
ノ
ミ
ニ
ァ
ラ
ス
広
ク
好
事
家
ノ
間
二
別
チ
以
テ
其
嗜
好
ノ
資
二
当
ツ
ベ
キ
ナ
リ
ト

よ
い
わ

た
だ
し
ど
う

せ
き
び
ん
い
ん
こ
う

余
曰
ク
既
二
其
意
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ロ
〈
斯
道
（
こ
の
み
ち
）
ノ
一
助
タ
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ヲ
疑
う
ノ
ミ
且
シ
余
ャ
赤
貧
印
行
（
出
版
）
ノ
資
ナ
キ
ヲ
以
テ

［
資
料
］

画
学
類
纂

し
ょ
げ
ん

緒
一
一
一
一
口
（
は
し
が
き
）
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こ
う
え
ん

ひ
き
ん

し
ん

然
し
ト
モ
常
二
一
定
ノ
制
限
ヲ
設
ケ
ス
適
意
編
纂
ス
ル
カ
故
二
高
遠
ノ
者
（
考
え
の
す
ぐ
れ
た
人
）
卑
近
ノ
者
（
あ
り
ふ
れ
た
人
）
長
文
短
文
ノ
圏

し
ゃ
く

と
ど

じ

酌
ナ
ク
或
ハ
一
一
一
四
科
ヲ
分
載
シ
或
ハ
’
一
一
科
二
止
マ
ル
ア
リ
特
二
次
ヲ
（
順
序
）
追
上
編
ヲ
続
キ
遂
二
完
備
セ
ン
１
ヲ
期
ス

き
ん
し
ょ
う

こ
れ

も
と

ひ
と

ゆ
え

一
所
蔵
ノ
筆
記
ハ
冊
数
僅
少
（
わ
ず
か
）
ナ
ラ
ス
之
ヲ
一
時
ニ
印
行
ス
ル
ハ
著
者
固
ヨ
リ
費
途
（
金
銭
）
二
堪
ヘ
ス
故
二
前
述
ノ
如
ク

画
学
類
纂
ト
題
ス

ベ
シ 要
ス
ル
ー
一
画
学
一
切
ノ
ヲ
分
類
シ
編
纂

し
ゆ
し

と
ど
ま

一
記
載
ノ
主
旨
単
二
一
種
二
止
ラ
ス

て
い
な
ら

こ
と

ノ
体
二
倣
上
諸
科
ヲ
分
載
ス
ル
１
ト
セ
リ

い
ち
ば
ん

読
者
一
斑
（
全
体
の
一
部
）
。
／
見
一
ナ

ベ

逐
次
刊
行
ス
可
キ
書
目
及
上
要
」
曰

し
た
が
つ

本
集
ハ
初
刊
ノ
事
ナ
レ
バ
各
科
共
二
緒
一
一
一
一
口
総
論
ノ
ミ
ニ
シ
テ
読
者
二
益
ス
ル
所
少
ナ
シ
次
集
二
至
レ
バ
主
眼
ノ
論
説
多
ク
図
画
モ
従
テ
増
加
ス

一
所
蔵
ノ
筆
記
ハ
冊
数
僅
少
（
わ
ず
か
）
ナ
ラ
ス
ン

響
ん
し
ば
つ
だ

学
科
ヲ
分
載
シ
漸
次
二
発
見
（
印
刷
し
て
売
る
）
セ
ン
ト
ス

し
ん
し
や
く

毎
編
次
続
ス
ベ
キ
主
］
曰
ハ
植
字
及
上
紙
面
ヲ
凰
酌
シ
発
倫

遂
一
一
今
一
一
至
ル
ト

其
印
行
ノ
如
キ
ハ

明
治
廿
三
年
初
秋

彰
技
堂
主
人
識

（
中
略
）

友
人
曰
ク
其
同
学
ヲ
益
ス
ル
ハ
論
ナ
シ

そ
う
て
い

ば
ぶ

体
裁
装
貼
（
表
装
）
ノ
費
ヲ
省
カ
バ
何
ゾ
多
費
ヲ
要
セ
ン

マ
マ

え
ん
じ
や

ノ
コ
ノ
分
類
シ
編
纂
ス
ル
厭
者
ナ
Ⅲ
ソ

と
ど
ま

ま
た

ひ
っ
き
ょ
う

単
二
｜
種
二
止
ラ
ス
或
ハ
理
ヲ
論
ス
ル
ア
リ
又
ハ
法
ヲ
説
ク
ァ
リ
畢
寛
閲
覧
ノ
際

し
ん
し
や
く

わ
允

植
字
及
レ
」
紙
面
ヲ
凰
酌
シ
発
見
数
次
ニ
渉
ル

ぜ
ん
ひ
よ
う

な
か

全
豹
（
全
体
）
。
／
評
ス
ル
勿
レ

の後
チ
｜
科
ノ
主
旨
ハ
別
テ
巻
。
／
改
ム
ル
ノ
便
ト
ナ
ス
ヘ
シ

す
べ
か

須
ラ
ク
急
二
活
版
二
附
ス
ベ
シ
ト

へ
ん
わ
ず
ら
わ
す

一
部
二
偏
ス
ル
ノ
煩
ヲ
事
し
」
講
義
録

Ｌ
己
△
』
ｆ
、

遂
一
一
印
行
ノ
企
図
ヲ
ナ
シ

な
づ

名
ケ
ー
プ
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加
ソ

お
よ

べ
か

ひ
っ
き
ょ
う

し
み
よ
う

訳
者
曰
ク
凡
ソ
人
体
ノ
骨
格
筋
肉
ハ
画
家
彫
刻
家
ノ
主
ト
シ
テ
知
ラ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
要
項
ナ
リ
畢
寛
（
つ
ま
り
）
人
体
ノ
構
造
ハ
造
化
至
妙

き
こ
う

か
な
・
っ

（
絶
妙
）
ノ
奇
工
ニ
シ
テ
天
地
間
万
像
ノ
最
乗
（
上
の
誤
り
か
）
ナ
ル
者
ナ
リ
故
二
欧
米
二
於
テ
美
術
上
ノ
エ
技
ヲ
講
習
ス
ル
ハ
必
ス
人
体
ヲ
基

よ
つ

』
え

と
う
ば
う

本
ト
シ
之
二
由
テ
天
然
ノ
美
趣
ヲ
弁
明
シ
画
二
於
テ
ハ
筆
法
ヲ
研
究
シ
彫
刻
二
於
テ
ハ
刀
法
ヲ
練
習
ス

い
・
几

い
ま

し
ゆ
。
つ
ろ
う

本
邦
古
人
骨
格
ヲ
論
ス
ル
者
ア
リ
ト
雛
ト
モ
未
夕
欧
米
ノ
精
繊
ナ
ル
ニ
及
ハ
ズ
故
二
其
人
物
ノ
形
状
ハ
醜
随
（
み
に
く
い
）
甚
タ
シ
キ
者
多
シ

よ
る
し
６
う
せ
い

今
後
ノ
作
家
宜
ク
猛
省
（
深
／
、
反
省
す
る
）
ス
ヘ
キ
ナ
リ

ト
ヲ
用
ユ
ヘ
シ

此
編
ノ
主
旨
ハ
人
物
ヲ
作
ル
ヘ
キ
柱

や
す

ト
シ
理
解
シ
易
カ
ラ
シ
メ
ン
１
ヲ
欲
ス

し
た
が
っ

書
中
挿
入
ス
ル
図
画
ノ
諸
骨
部
ノ
特
徴
ハ
㈹
口
州
ヲ
用
し
」
筋
肉
ニ
ハ
数
字
ヲ
記
ス
且
シ
同
種
ノ
者
ヲ
再
出
ス
ル
時
ハ
又
従
テ
同
様
ナ
ル
字
ト
数

美
術
必
携

絵
画

あ
ら
わ

こ
○
と

図
中
陰
影
ヲ
顕
ス
線
ノ
方
向
ハ
筋
肉
ノ
繊
維
一
一
従
う
者
ナ
リ
画
家
彫
刻
家
ノ
殊
一
一
注
意
ス
ル
処
ノ

美
術
必
携

（
中
略
）

か
ん
め
い

彫
刻
術
二
必
要
ナ
ル
人
体
解
剖
ヲ
親
切
簡
明
二
説
示
ス

人
体
解
剖
編

人
体
解
剖
編

緒
ロ

卜
宇
ワ
レ
ム
Ｐ
う

か
か

ヘ
キ
技
術
上
二
要
用
（
必
要
）
ナ
ル
者
。
／
挙
ヶ

ひ
ほ

む
ね

以
テ
作
家
二
稗
補
（
お
ぎ
な
う
）
セ
ン
１
１
ヲ
期
ス
其
説
明
ハ
簡
単
ヲ
旨

し
ゆ
う
へ
き

皮
冑
上
ノ
雛
檗
（
－
）
わ
）
ハ

み
な
こ

も
と
づ

皆
之
レ
ニ
基
ヶ

(３２）１０９ 
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Ⅱ
〃

み
ば
き
ん
し
ょ
う

け
ん

右
骨
膜
ノ
上
層
ヲ
数
種
ノ
筋
ヲ
以
テ
包
裏
ス
筋
ハ
皆
筋
鞘
ヲ
以
テ
集
束
シ
其
両
端
ハ
腱
及
上
腱
膜
ヲ
供
へ
骨
二
附
着
ス
ル
ノ
用
ヲ
ナ
ス

○
○
○
○
○
○
 

も
つ

筋
二
一
一
種
ア
リ
ー
ハ
肉
ノ
繊
維
ヨ
リ
組
織
シ
其
位
置
方
向
ヲ
種
々
二
取
り
以
テ
其
運
動
作
用
二
応
ス
他
ハ
種
々
ノ
腱
及
上
神
経
系
ヨ
リ
成
し
り

ひ
じ

ら
し
き
ょ
う
じ
ん

た
か

以
上
筋
ノ
上
層
ヲ
肥
脚
セ
ル
（
脂
肪
の
多
い
）
膜
ヲ
以
テ
包
裏
す
之
ヲ
皮
膚
ト
云
う
此
柔
軟
ナ
ル
若
モ
強
勁
ナ
ル
皮
膚
ハ
働
力
ノ
多
寡
二
応
シ
内

む
ず
か

部
ノ
諸
筋
ノ
運
動
ヲ
外
部
二
現
ス
者
ナ
リ
然
レ
ト
モ
其
精
細
ナ
ル
形
状
卜
方
向
ヲ
定
ム
ル
ハ
常
二
難
シ
ト
ス

え
が

り
ん
か
く

え
ん

す
な
わ

こ
れ

人
物
ヲ
画
ク
ニ
其
輪
郭
ノ
線
條
流
麗
圓
琿
ナ
ル
ハ
作
家
主
ト
シ
テ
注
意
ス
ヘ
キ
所
ニ
シ
テ
即
チ
骨
格
筋
肉
ハ
是
力
主
要
ノ
基
礎
ナ
リ

し
ょ
う
か
い

り
ん

凡
ソ
外
貌
ノ
華
美
ヲ
仮
装
偽
作
ス
ル
ハ
初
学
ノ
為
〆
二
大
障
碍
（
さ
ま
た
げ
）
タ
リ
宜
シ
ク
内
部
ヨ
リ
攻
究
ス
ヘ
キ
ナ
リ
死
体
ヲ
臨
墓
シ
テ
以
テ

か
つ
じ
ん

ご
ぴ
ゆ
う
こ
れ

活
人
（
生
き
て
い
る
人
）
ヲ
作
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ハ
誤
謬
是
ョ
Ⅱ
ノ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ

ひ
え
き

は
か

わ
き
ま

古
製
ノ
彫
像
ハ
学
者
ノ
好
模
本
ナ
リ
学
者
之
レ
ニ
依
テ
稗
益
ヲ
得
外
二
人
体
解
剖
ヲ
弁
へ
又
照
影
法
ヲ
学
上
物
状
ノ
変
化
ス
ル
実
況
ヲ
熟
知

て
さ
ぎ

こ
・
つ

←
え
ベ

セ
ハ
人
物
ヲ
画
ク
ノ
難
事
ハ
適
宜
練
習
ノ
效
ヲ
以
テ
打
チ
勝
シ
「
ｌ
ヲ
得
シ

た
い
が
い

人
体
骨
格
〃
／
構
造
ハ
大
概
次
〃
／
如
シ

パ
リ
テ
ス
ト
ユ
ー
ム

き
よ
う
こ
う

ほ
・
っ
レ
ウ

ほ
う
か

人
体
ノ
骨
格
ハ
骨
膜
ト
名
ク
ル
強
剛
ナ
ル
物
ヲ
以
テ
全
部
ヲ
包
羅
シ
（
ひ
っ
く
る
め
る
）
殊
二
諸
関
接
ハ
包
裏
ス
ル
（
つ
つ
む
）
｜
‐
‐
最
モ
堅
固
ナ

ｲ） 第
一
版
図
解

骨
格

美
術
必
携

か
く
こ
つ

額
骨

人
体
解
剖
編

総
論

フ
ロ
ン
●
タ
ル
ポ
ー
ン
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、 ('リ（ﾛ）(卜） け） (二）ｦ）（ﾙ）（ﾇ）（ﾘ） (ﾁ） (ﾂ）（ｿ）（し）（夕）（ﾖ）（力）（ﾜ）(ﾅ）閉
ろ
お
よ
う
こ
つ
・

顛
頂
骨
（
頭
蓋
骨
）

し
よ
う
じ
ゆ
う
こ
つ

纈
纈
骨
（
こ
め
か
み
）

じ
よ
う
が
く
こ
つ

上
顎
骨

下
顎
骨

け
い
つ
い

頸
椎
七
片

せ
き
つ
い
ち
ゅ
う

脊
椎
柱

ろ
く
こ
つ

肋
骨

薦
骨

腸
骨

恥
骨

坐
骨

胸
骨

寺
宮
こ
つ

鎖
骨

け
ん
こ
う
こ
つ

一
肩
｛
噸
‐
骨

肢
』
よ
う
ひ
こ
つ

上
臂
骨

上
」
ロ
ワ
こ
つ

澆
骨

し
ゃ
く
と
つ

尺
骨

わ
ん
こ
つ

腕
骨

掌
骨

Ｏ
Ｌ
こ
つ

指
骨

真
肋
骨
七
対
仮
肋
骨
五
対
ウ
リ
ブ

ヴ
エ
ル
テ
プ
ラ
コ
ロ
ム
ン

オ
ス
サ
マ
キ
シ
ル
ラ
リ
ア
ソ
ペ
リ
ヲ
リ
ヤ

ボ
ー
ン
、
ヲ
フ
、
ゼ
、
ヒ
ン
ゲ
ル

カ
ラ
ヴ
ヰ
ク
ル

ウ
イ
ス
ト
ポ
ー
ン

サ
ク
ロ
ム

セ
ブ
ン
ベ
ル
テ
ブ
ラ

ヲ
ス
パ
リ
テ
ー
ル

メ
タ
カ
ル
プ
ス

ラ
ジ
ア
ス

ヒ
ュ
メ
ラ
ス

ヲ
ス
テ
ン
ポ
ラ
ー
ル

ヲ
ス
ピ
ユ
ピ
ス

ヲ
ス
ノ
イ
Ⅱ
ノ
ユ
ム

ヲ
ル
ナ

ス
カ
ピ
ユ
ラ

ス
テ
ル
ノ
ン

ヲ
ス
イ
ス
チ
ユ
ー
ム

マ
キ
シ
ル
ラ
イ
ン
フ
ェ
リ
ョ
ル

(34）１０７ 
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さ
さ

が
い
え
ん

テ
ゴ

之
ヲ
縦
横
一
一
支
へ
又
ハ
外
園
ト
ナ
リ
木
挺
ト
ナ
ル

骨
格
総
論あ
た
か

り
よ
う
ち
ゅ
う

骨
格
ハ
恰
モ
人
体
ヲ
構
造
ス
ル
梁
柱
ノ
如
ク

げ
ん
こ
う

ハ
堅
硬
ナ
リ
其
機
械
的
ノ
カ
ハ
外
物
ヲ
保
持
シ

け）し） ㈲ (ｳ）（ﾑ）（ラ

薄 だ
い
た
い
こ
つ

大
腿
骨

小
腿
骨

輔
腿
骨

ふ
こ
つ

附
骨

て
ん
こ
つ

踞
骨

そ
く
し
こ
つ

足
趾
骨

ポ
ー
ン
、
ヲ
フ
、
ゼ
、
ト
ー
ス

メ
タ
タ
ル
サ
ス タ
ル
サ
ス 罪区

よ
つ

す
べ

之
二
由
テ
其
上
層
ノ
者
ヲ
支
持
ス
総
テ
骨
格
ハ

ユ
ー
ル
ー
サ
イ
ポ
ー
ン

し
か
し

而
一
ナ
（
す
な
わ
ち
）
骨
格
ハ
総
数
一
一
百
ノ
骨
片
ヨ
リ
組
整
ス
ル
者
ナ

い
ま
こ
の
か
く
ぼ
ね

》
」

リ
今
此
各
骨
ヲ
一
々
明
瞭
一
一
解
ク
ハ
斯
ノ
小
冊
子
ノ
切
要
ト
ス
ル
所

一
一
ア
ラ
ス
又
此
数
骨
ヲ
一
組
一
対
一
一
組
整
シ
テ
数
フ
ル
時
ハ
其
数

い
ち
じ
る

箸
シ
〃
／
減
ス
ヘ
シ

骨
ノ
形
状
種
々
ア
リ
其
切
断
面
ヨ
リ
見
レ
ハ
三
角
形
ノ
者
ア
リ

え
ん

長
方
形
ノ
者
ァ
川
ソ
圓
ナ
ル
者
（
円
い
も
の
）
ア
リ

い
つ
か
つ

又
其
用
二
従
」
」
此
等
数
種
ノ
形
ヲ
一
括
ス
ル
者
ア
リ

一
」
》
」

は
ん
ざ
つ

而
テ
弦
二
其
詳
細
ヲ
尽
ク
ス
ハ
繁
雑
ヲ
覚
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
此
編
ノ
如

キ
ー
於
テ
ハ
無
用
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
解
剖
家
ノ
単
一
ナ
ル
区
別
一
一
従

あ
ず
か

動
物
ノ
大
小
強
弱
智
愚
ノ
預
ル
所
ニ
シ
テ
其
質

106（３５） 



躯
幹
ハ
頭
顛
骨
、
脊
椎
柱
、
肋
骨
、
胸
骨
、
及
上
鰐
骨
ョ

け
い
そ
く
ほ
れ
こ
れ

肢
骨
ハ
上
肢
下
肢
ノ
別
ア
リ
手
腕
脛
足
ノ
骨
是
ナ
リ

薦
骨
ニ
近
ツ
ク
時
ハ
又
後
方
二
向

ゆ
え
ん

》
」
や
」

以
所
（
所
以
）
ハ
今
愛
二
詳
明
セ
ス

や
」
》
」

脊
椎
柱
ヨ
リ
肋
骨
ヲ
起
ス
椎
骨
ノ
両
側
二
小
細
滑
沢
ナ
ル
骨
面
ア
リ
愛
一
一
肋
骨
卜
椎
骨
ヲ
連
合
ス
肋
骨
ハ
其
一
部
ハ
骨
ニ
シ
テ
他
部
ハ
軟
骨
ョ

き
ょ
う
こ
つ

リ
成
り
左
右
各
十
一
一
枚
ア
リ
上
方
七
枚
ハ
胸
骨
卜
接
合
シ
真
肋
骨
卜
称
シ
下
方
ノ
五
枚
ハ
胸
骨
ト
接
合
セ
ス
名
ケ
テ
仮
肋
骨
ト
云
う
肋
骨

脊
椎
柱
ヲ
側
面
ヨ
リ
見
レ
ハ
全
形
轡
叫

ふ
た
た

て
い
し
ゆ
つ

り
再
上
前
方
二
向
テ
挺
出
ス
（
の
び
る
）

上
骨
形
ヲ
長
骨
、
短
骨
、
扁
平
骨
ノ
三
種
ト
ナ
ス

く
か
ん

し
こ
つ

全
体
ノ
骨
格
ヲ
分
ケ
テ
躯
幹
（
体
の
ほ
れ
ぐ
み
）
及
上
肢
骨
ト
ス

み

椎
骨
ハ
毎
片
横
突
起
（
発
匹
鍔
幸
ル
）
ヲ
蝿
へ
肋
骨
ト
関
節
ヲ
ナ
ス
又
関
節
突
起
ヲ
供
へ
椎
骨
ヲ
相
連
合
ス
ル
ノ
用
二
充
シ
其
最
モ
重
要
二
シ

き
よ
く
じ
よ
う

テ
殊
二
画
者
（
絵
か
き
）
着
目
ス
ヘ
キ
ハ
鰊
状
突
起
ニ
シ
テ
椎
骨
ノ
用
二
応
シ
種
々
ノ
方
向
二
突
起
セ
リ
而
テ
頸
椎
ノ
セ
片
及
上
腰
椎
ノ
五
片

ま
た
と
く

や
す

ぷ
ん
め
い

二
於
ケ
ル
突
起
ハ
又
殊
二
注
意
シ
易
ク
シ
テ
腰
椎
二
於
ケ
ル
者
ハ
猶
分
明
（
あ
き
ら
か
）
ナ
リ

ま
さ

薦
骨
ハ
脊
椎
柱
ノ
基
礎
ニ
シ
テ
正
二
五
片
ノ
椎
骨
ヨ
リ
生
合
シ
テ
人
体
ノ
生
長
一
一
従
上
｜
骨
ト
成
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ

つ
い

つ
い
か
ん
な
ん
こ
つ

な
ん
か
つ
じ
し
ゅ
ん

脊
椎
柱
ハ
各
椎
（
せ
ぼ
ね
）
ノ
間
二
椎
間
軟
骨
ヲ
備
へ
其
質
弾
カ
ァ
リ
テ
軟
滑
滋
潤
（
な
め
ら
か
な
し
め
り
）
ナ
リ
以
テ
脊
柱
ノ
運
動
ヲ
自
在
ニ

せ
き
ず
い

か
光

シ
又
全
脊
椎
ヲ
通
過
ス
ル
処
ノ
脊
髄
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
用
ヲ
ナ
ス
身
体
中
最
モ
霧
多
（
あ
ま
た
）
ノ
運
動
ヲ
営
ム
ハ
頸
椎
腰
椎
ニ
ァ
Ⅱ
ノ
又
体
勢
ノ
直
立

ス
ル
ト
警
曲
ス
ル
ハ
脊
椎
柱
ノ
屈
曲
二
依
ル
ナ
リ

な
お

頭
顛
骨
ハ
単
二
分
ケ
テ
頭
蓋
骨
卜
顔
面
骨
ト
ス
猶
詳
細
ハ
後
章
二
説
明
セ
ン

緋
｜
き
つ
い
よ
・
つ
つ
い

ば
さ
そ
う
そ
う
じ
よ
う
け
い
れ
ん

脊
椎
柱
ヲ
構
造
ス
ル
ノ
骨
数
廿
四
ア
リ
頸
椎
七
片
脊
椎
十
一
一
片
腰
椎
五
片
ナ
リ
毎
片
ノ
間
二
繊
維
軟
骨
ヲ
狭
ミ
相
層
極
繋
鍵
シ
テ
成
り

そ
の
た
（
フ
ィ
ー
ト
）

た
だ
ぴ
て
い
こ
つ
の
ぞ
い

其
丈
ケ
ー
ー
ヒ
ー
ト
四
イ
ン
チ
ヨ
リ
ニ
ヒ
ー
ト
八
イ
ン
チ
ニ
及
フ
但
シ
薦
骨
及
上
尾
龍
骨
ハ
除
テ
算
セ
ス

ち
ゆ
う

わ
ん
き
よ
く

と
つ
り
ゆ
う

よ
う
つ
い
ぶ

脊
椎
柱
ヲ
側
面
ヨ
リ
見
レ
ハ
全
形
轡
曲
セ
リ
（
ま
が
る
）
即
チ
頸
椎
部
ハ
前
方
二
凸
隆
シ
脊
椎
部
ハ
大
二
後
方
二
向
テ
轡
曲
シ
腰
椎
部
二
至

と
う
る
こ
つ

郡
く
こ
つ

頭
顛
骨
、
脊
椎
柱
、
肋
骨
、
胸
骨
、
及
レ
」
鰐
骨
ヨ
リ
成
し
Ⅱ
／

し
ょ
う
し
ょ
う

〃
、
つ
ゎ
巴
卜
？
、

又
後
方
二
向
う
之
ヲ
前
後
ヨ
リ
正
対
シ
テ
見
ル
時
ハ
精
々
（
し
だ
い
に
）
左
方
二
屈
曲
（
折
れ
ま
が
る
）

へ
ん
ぺ
い
こ
つ

へ
ん
白

セ
Ⅱ
ソ
此
偏
筒
ス
ル
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角
》
ゆ
り
う
ゆ
う

い
ば
ら

い
ふ

又
後
方
へ
沿
フ
テ
横
回
シ
強
固
ナ
ル
弩
薩
（
弓
な
り
に
曲
っ
た
）
縁
及
上
練
ヲ
供
へ
強
剛
ナ
ル
筋
ノ
依
附
ス
ル
（
た
よ
り
つ
く
）
所
ト
ナ
リ
以
一
ナ
全

ぞ
う
じ

お
い

ま
た

骨
盤
ヲ
支
持
ス
他
ハ
皆
ナ
図
二
就
テ
其
形
ト
位
置
ヲ
弁
知
ス
ヘ
シ
惣
テ
（
す
べ
て
）
骨
盤
ハ
男
子
ヨ
リ
女
子
二
於
テ
広
大
ナ
リ
且
シ
形
モ
亦

や
こ
つ
せ
つ

梢
ャ
異
ナ
リ
其
両
腸
骨
ノ
上
縁
即
チ
両
腸
骨
櫛
ノ
ノ
間
ノ
突
起
モ
梢
ャ
少
ナ
シ

ひ
じ
ん
た
い

腕
ハ
臂
卜
手
ヲ
共
ニ
シ
解
剖
家
ハ
之
ヲ
上
支
ト
ナ
ス
其
上
方
ハ
健
強
ナ
ル
靭
帯
ヲ
以
テ
鎖
骨
及
上
｜
肩
岬
骨
二
連
結
セ
リ

ひ
じ
よ
う
ひ
こ
つ
な
づ
こ
っ
け
い

ら
せ
ん
じ
よ
う

だ
ん
え
ん

臂
（
う
で
）
ノ
上
部
ヲ
上
臂
骨
卜
名
ク
骨
形
長
ク
シ
テ
梢
ャ
螺
旋
状
ヲ
ナ
シ
上
端
ニ
ハ
大
小
ノ
結
節
ア
リ
ー
ナ
団
円
（
ま
る
）
ヲ
ナ
シ
軟
骨

け
い
か
ん

難
冠
（
鶏
の
と
さ
か
）
突
起
。
／
ナ
ス

く
ぼ
み
い
ん
こ
う
か

鎖
骨
ノ
胸
骨
卜
結
接
ス
ル
中
間
二
細
小
ナ
ル
窪
ア
リ
咽
喉
窩
ト
ー
名
ク

ほ
こ
わ
ぷ

へ
い
こ
う

し
よ
う

・
っ
か
い

此
凹
窪
部
ハ
全
体
ノ
平
衡
ヲ
整
頓
ス
ル
ニ
至
要
（
き
わ
め
て
大
切
）
ナ
ル
点
ナ
リ
鎖
骨
ノ
外
端
ハ
｜
肩
胖
骨
二
於
ケ
ル
肩
頂
突
起
卜
烏
塚
（
か

虹
お

ら
す
の
く
ち
ば
し
）
突
起
ト
ヲ
以
テ
｜
肩
岬
骨
卜
連
結
ス
猶
一
肩
及
上
腕
ヲ
説
ク
ニ
及
上
其
詳
細
ヲ
拳
ク
ヘ
シ

ペ
ル
ピ
ス

せ
そ
の
か
た
ち

い
ち
じ

骨
盤
ハ
堅
硬
ナ
ル
大
骨
ノ
数
片
ヨ
リ
組
整
セ
ル
骨
塊
ニ
シ
テ
人
体
ノ
中
央
部
ヲ
占
ム
其
形
ノ
内
ニ
テ
更
二
箸
ル
シ
キ
ハ
腸
骨
ニ
シ
テ
其
両
側

か
ん
こ
つ

そ
の
か
た
ち

ニ
ハ
髄
骨
（
こ
し
ぼ
ね
）
ノ
一
大
突
起
ヲ
形
成
ス
腸
骨
ハ
其
形
深
キ
水
盤
ノ
如
ク
広
ク
凹
窪
セ
ル
壁
ヲ
成
シ
前
方
及
上
下
方
二
向
テ
強
キ

一
」
｝
」

よ
。
つ
ち

胸
骨
ハ
胸
部
前
面
ノ
中
位
ニ
ァ
リ
テ
真
肋
骨
七
片
ヲ
差
二
連
結
ス
人
幼
稚
ノ
間
ハ
此
骨
七
片
ヨ
リ
組
整
ス
壮
年
（
働
き
ざ
か
り
の
こ
ろ
）
二
及

し
よ
せ
い

へ
ん
ぺ
ん
あ
ら
わ

ヒ
テ
堅
硬
ナ
ル
｜
片
卜
化
ス
但
シ
其
初
生
ノ
別
ハ
辺
縁
二
顕
レ
タ
ル
変
化
二
依
テ
弁
セ
ラ
ル
ヘ
シ

た
い
が
い

い
・
え

た
い
が
い

胸
骨
ハ
大
概
前
方
二
向
上
下
方
二
傾
ク
其
角
度
ハ
人
種
気
候
及
上
人
々
ノ
職
業
ト
習
慣
ト
ー
依
テ
差
異
ア
リ
ト
雌
ト
モ
大
概
一
一
十
度
ヨ
リ
一
一
十

五
度
ノ
間
ニ
ァ
リ
此
度
ハ
男
子
一
一
於
ケ
ル
ョ
リ
女
子
二
於
ケ
ル
ヲ
大
ナ
リ
ト
ス
又
之
レ
ニ
相
応
シ
テ
女
子
ノ
頸
椎
部
ハ
男
子
ヨ
リ
直
立
ナ
リ

や
の

で
こ
ぽ
こ

胸
骨
ノ
一
端
ハ
鎖
骨
ノ
｜
対
二
接
合
シ
鎖
骨
ノ
方
向
ハ
胸
骨
端
二
於
テ
梢
ャ
外
方
へ
湾
凸
シ
後
チ
内
方
へ
湾
凹
ス
此
凸
凹
ハ
男
子
二
箸
シ

明
シ
得
ル
ー
一
足
ラ
ン

ぼ
と

ク
女
子
二
於
テ
ハ
殆
ン
卜
真
直
ナ
リ

ノ
形
ハ
湾
曲
シ
テ
下
方
二
向
う
骨
格
ノ
図
ヲ
参
観
ス
ヘ
シ

さ
ん

は
う
か

い
。
ｘ

図
上
肋
骨
ノ
｜
連
ハ
筋
ヲ
以
テ
包
裏
セ
ル
活
人
体
ノ
中
二
見
ル
モ
ノ
ト
ハ
反
対
セ
ル
形
ヲ
示
ス
ト
錐
ト
モ
猶
躯
幹
中
此
重
要
ノ
部
ノ
真
形
ハ
弁
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上
臂
骨
ノ
下
端
ハ
各

く
っ
し
ん
て
ん
か
い

屈
伸
輔
回
更
二
自
在
ナ
リ

せ
き
と
う

尺
僥
二
骨
ノ
下
端
二

か
し
こ
つ

下
肢
骨
ハ
人
体
中
其

下
肢
骨
ハ
人
体
中
其
位
置
ニ
依
り
此
名
称
ヲ
響

一
」
つ

骨
ト
同
シ
ク
骨
形
長
ク
シ
ー
ナ
梢
ャ
螺
旋
状
ヲ
ナ
ス

ひ
き
ゅ
う
か
ん
に
池

其
頭
ハ
団
円
ニ
シ
テ
関
節
嵩
即
チ
牌
臼
二
鉗
入

け
い

其
他
大
腿
骨
ノ
頭
及
上
脛
（
す
ね
）
二
於
ケ
ル
鐸

ト
ロ
カ
ン
テ
ル
マ
ゾ
ョ
ル

け
い
ち
や
く

大
廻
韓
ト
名
ケ
堅
強
ナ
ル
数
條
ノ
筋
ヲ
繋
着
シ

大
腿
骨
ノ
下
端
ハ
ニ
個
ノ
大
結
節
ヲ
ナ
シ
之
ヲ

以
テ
附
骨
躍
骨
ヲ
挟
ミ
足
部
ノ
全
骨
ヲ
連
繋
セ
リ

ま
た

上
下
肢
骨
中
毎
骨
ノ
形
状
ト
運
用
ト
ハ
其
構
造
組
整
ノ
部
卜
共
二
其
適
応
ノ
場
二
於
テ
詳
明
セ
ン
且
シ
男
女
ノ
間
ノ
差
異
ヲ
モ
亦
示
サ
ン
ト
欲
ス

ヘ
い
こ
う

す
雌
わ

要
ス
ル
ニ
此
一
章
中
ニ
ハ
活
人
ヲ
画
ク
時
ノ
如
ク
其
比
列
卜
平
衡
ヲ
考
へ
以
テ
骨
格
全
体
ノ
次
第
ヲ
記
セ
ハ
足
レ
リ
ト
ス
則
チ
人
体
直
立
シ
テ

せ
い
ぜ
い

四
支
関
節
ト
ノ
方
向
其
姿
勢
二
応
シ
斉
整
（
き
ち
ん
と
整
え
る
）
具
備
ノ
有
様
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ニ
ァ
リ

ヲ
以
テ
被
覆
セ
ラ
レ
｜
肩
岬
骨
ノ

お
お

軟
骨
ヲ
以
テ
其
内
面
ヲ
覆
ヘ
リ

ご
」
一
」

ヲ
愛
一
一
供
ヘ
リ

軟
骨
ヲ
以
テ
其
内
面
ヲ
覆
ヘ
リ

上
臂
骨
ノ
下
端
ハ
各
側
二
拡
張
シ

あ
た
か
ぜ
ん
ひ
こ
つ

は
さ

ぞ
く
し
こ
つ

な
い
か

が
い
か

脛
骨
ノ
下
端
ニ
ハ
恰
モ
前
臂
骨
ト
指
骨
ノ
間
二
腕
骨
掌
骨
ヲ
挟
ム
カ
如
ク
脛
骨
卜
足
趾
骨
ノ
間
二
内
躁
（
裸
は
足
首
突
起
の
意
）
外
課
ノ
突
起
ヲ

し
こ
つ

第
二
版 ひ
ふ
く

せ
ん
か

被
覆
セ
ラ
レ
｜
肩
岬
骨
ノ
淺
窩
二
連
結
ス

ひ
き
ゅ
う
か
ん
に
ゅ
う

関
節
嵩
即
チ
牌
臼
二
鉗
入
ス

け
い

り
や
く

一
上
脛
（
す
ね
）
二
於
ケ
ル
結
節
状
突
起
ハ
上
臂
骨
二
於
ケ
ル
モ
ノ
ト
署
（
あ
ら
ま
し
）
相
同
シ
其
最
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ヲ

け
い
ち
や
く

い
と
は

堅
強
ナ
ル
数
條
ノ
筋
ヲ
繋
着
シ
（
つ
な
ぐ
）
以
テ
強
カ
ノ
運
動
。
／
営
ム

か
け
い
こ
つ

こ
つ
ち
ゅ
う

ほ
た
い
こ
つ

ら
よ
う
こ
う

一
一
個
ノ
大
結
節
ヲ
ナ
シ
之
ヲ
課
（
も
も
の
骨
）
卜
称
ス
即
チ
脛
骨
ノ
ー
一
大
骨
柱
ナ
ル
小
腿
骨
及
上
輔
腿
骨
ヲ
連
結
ス
ヘ
キ
蝶
鮫

わ
ん
こ
つ

つ
い
し
よ
う
こ
つ

ま
た
こ

れ
ん
け
い

数
片
ノ
小
骨
片
ヨ
リ
成
レ
ル
腕
骨
ヲ
結
合
シ
次
テ
掌
骨
ヲ
連
接
シ
又
之
レ
ニ
指
骨
ヲ
連
繋
ス

そ
せ
い

カ
ク
、

し
し
よ
。
つ
ひ

位
置
ニ
依
り
此
名
称
ヲ
受
ケ
左
右
赴
く
二
同
数
同
式
ヲ
以
テ
組
整
セ
リ
其
上
部
ノ
骨
ヲ
大
腿
骨
或
ハ
鰐
骨
卜
名
ヶ
上
臂

上
盲
つ

せ
ん
か
い

一
種
美
巧
ノ
連
結
二
依
リ
テ
前
臂
骨
ノ
尺
骨
卜
僥
骨
ト
ヲ
結
接
ス
ル
ニ
適
ス
其
尺
骨
僥
骨
ハ
互
二
旋
回
シ

く
ぼ
み

此
淺
窩
ハ
即
チ
関
節
窩
ト
名
ヶ
上
臂
骨
頭
ヲ
挿
入
ス
ヘ
キ
窪
ナ
Ⅱ
ノ
且
シ
骨
頭
ヲ
受
ク
ル
為
メ
ニ
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ジ

頭モ額鮎
蓋ノハ蝋
骨卜入信
ノシ種７Ｖ

本多錦吉郎

什
後
画
渭

ス
ペ
イ
ノ
イ
ド
イ
ス
ノ
イ
ド

糊
蝶
骨
及
上
筋
骨
ハ
深
ク
内
部
ニ
ァ
ル
ヲ
以
テ
画
用
二
於
テ
要
用
ナ
ラ
サ
レ
ハ
妥
二
詳
解
セ
ス

こ
と
雄
は
な
は

き
わ
ま
で

額
ハ
人
種
ノ
異
ナ
ル
ト
又
同
種
中
各
人
二
於
テ
異
ル
所
甚
夕
大
ナ
リ
欧
州
人
二
於
テ
ハ
鼻
頭
ヨ
リ
髪
際
迄
ノ
額
ノ
長
サ
ヲ

色
く

ジ
モ
ノ
ト
シ
人
物
ノ
割
合
ヲ
定
ム
ル
ノ
規
矩
（
標
準
）
ト
ス

か
い
ひ

た
し
か
し

頭
蓋
骨
ノ
形
状
ハ
其
外
被
ノ
筋
及
上
膜
ノ
簿
キ
カ
為
メ
其
真
形
ヲ
変
ス
ル
１
ナ
シ
但
シ
顔
面
骨
二
於
テ
ハ
全
ク
然
ラ
ス
而
テ

す
こ
ぶ
が
こ
う

む
す
か

中
顔
面
ノ
諸
筋
ハ
頬
ル
画
工
ノ
意
ヲ
労
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
ー
ナ
其
差
異
ヲ
見
出
ス
１
甚
タ
難
シ
ト
ス

解
剖
家
頭
ヲ
分
ケ
テ
頭
蓋
骨
及
上
顔
面
骨
ノ
ニ

が
く
こ
つ
す
ぐ

畢
寛
顔
面
ハ
額
骨
卜
直
二
接
ム
ロ
セ
ル
ヲ
以
一
ナ
鋪

頭
蓋
骨
ハ
頭
部
ノ
最
上
部
二
位
シ
其
頂
上
ヲ
網

へ
シ
最
モ
耳
ト
鼻
ノ
下
部
ト
ハ
供
ハ
ラ
サ
ル
ヘ
シ

｝
」
ご
」

並
二
頭
蓋
骨
ヲ
解
ク
ニ
欧
州
人
ヲ
基
本
ト
シ
テ

か
ん
さ
く

ル
嵌
錯
セ
ル
接
ム
ロ
ア
Ⅲ
ソ

㈹
額
骨ら
ち
よ
う

回
願
頂
骨

し
よ
う
こ
ゅ
う

、
顧
纈
骨

） (ﾍ）け）（二）

冊
〉
い
ぶ

頭
部
及
上
頚
部
（
／
、
び
）

願
頂
骨

し
よ
う
こ
ゅ
う

顧
纈
骨

且
紐
ぽ
拒

観
骨
即
チ
頬
骨

ｃ
よ
う
が
く
こ
つ

上
膀
骨

下
鰐
骨

こ
・
フ
・
こ
・
つ
こ
つ

後
頭
骨

ず
が
い
こ
つ

と
べ
人

頭
蓋
骨
及
上
顔
面
骨
ノ
一
一
区
ト
ス
然
し
ト
モ
此
編
二
於
テ
ハ
頭
部
ナ
ル
一
名
ノ
下
一
一
其
諸
部
ヲ
解
ク
ヲ
便
ナ
リ
ト
ス

ー
ー
接
合
セ
ル
ヲ
以
テ
額
ハ
顔
面
ヲ
形
成
ス
ル
ト
思
考
セ
ラ
ル
レ
ハ
ナ
リ

も
け
》
ん
こ
つ

か
が
く
こ
つ

と
よ
き
よ

む
一
大
』

部
一
一
位
シ
其
頂
上
ヲ
組
整
ス
若
シ
顛
骨
（
ほ
お
ぼ
ね
）
卜
下
鰐
骨
ト
ヲ
共
二
除
却
セ
ハ
正
二
之
レ
ー
個
骨
タ
ル
ヲ
知
ル

ヲ
ス
、
マ
ラ
ー

ヲ
ス
、
テ
ム
ポ
ル
ム

ヲ
ス
、
パ
リ
ー
テ
ー
ル

ヲ
ス
、
フ
ロ
ン
チ
ス

マ
キ
シ
ル
ラ
、
ソ
ッ
ペ
ル
ヲ
ル

守
兀

た
だ

灸
』
よ
う
し
じ
よ
う
こ
つ
ぼ
う

其
正
側
一
一
面
ノ
画
。
／
褐
ヶ
各
種
骨
片
ノ
名
称
ヲ
記
ス
ノ
便
ト
ス
但
シ
毎
骨
ハ
鋸
歯
状
骨
縫
卜
名
ク

其
真
形
ヲ
変
ス
ル
１
ナ
シ
但
シ
顔
面
骨
二
於
テ
ハ

む
す
か

其
差
異
ヲ
見
出
ス
１
甚
タ
難
シ
ト
ス

お
よ

凡
ソ
人
体
ノ
筋
肉

そ
う
尤

鼻
〃
／
惣
丈
ケ
ト
同
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き
ん
し
ょ
う

ア
ポ
子
ロ
ー
ス

頭
部
ノ
諸
筋
ハ
皆
ナ
筋
鞘
ノ
内
二
包
裏
セ
ラ
レ
錯
雑
セ
ル
網
状
ノ
筋
條
ヨ
リ
成
し
リ
此
諸
筋
ハ
骨
部
二
附
着
ス
ル
ノ
外
又
腱
膜
及
ピ
腱
二
連

ね
ん
ぷ

結
シ
或
ハ
皮
二
粘
附
シ
テ
其
動
作
ハ
其
形
状
二
相
応
セ
ス
其
繊
維
ト
ハ
異
ナ
ル
方
向
二
雛
檗
ヲ
生
ス

状
組
織
ハ
殊
二
明
瞭
ナ
ラ
ン
１
ヲ
期
ス

そ
の

さ
き
だ

顔
面
諸
筋
ノ
名
称
卜
其
功
用
ヲ
説
ク
ニ
先
チ

後
頭
骨
ノ
下
部
二
於
ケ
ル
突
起
ハ
人
々
異
ナ
ル
処
ア

マ
ミ
ル
ラ
リ
ー
あ
ら
わ

又
耳
後
二
於
ケ
ル
願
顎
骨
ノ
乳
頭
突
起
ヲ
箸
シ
一
部
ト
ス

じ
よ
う
鋲
ん
か

え
ん

此
突
起
ハ
頸
二
属
ス
ル
堅
強
ナ
ル
筋
ノ
附
着
ス
ル
処
ナ
リ
又
眼
ノ
上
辺
ニ
ハ
弓
状
ノ
上
眼
菓
（
案
は
あ
な
の
意
）
縁
ノ
突
起
ア
リ

ナ
ル
ト
其
形
卜
其
左
右
外
方
ノ
顧
纈
線
ノ
突
起
ハ
人
々
ノ
額
ノ
趣
ヲ
異
ナ
ラ
シ
ム
此
他
観
骨
一
一
他
少
ノ
突
起
ア
リ

か
と
す
み

下
鰐
骨
ノ
左
右
ノ
角
隅
二
於
ケ
ル
冠
状
突
起
ノ
如
キ
モ
面
貌
差
異
。
／
与
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ

ナ
レ
ハ
ナ
リ

面
部
ノ
諸
筋
ハ
下
二
述
フ

テ
図
中
別
二
符
号
等
ヲ
記
サ
ス

モ
ス
タ
ル
ス
、
フ
ロ
ン
タ
リ
ス
が
ん
け
ん

前
頭
筋
ハ
眼
瞼
（

め
ん
ぼ
う

凡
ソ
面
部
ノ
諸
筋
ハ
種
々
ノ
情
念
ヲ
現
露
シ
面
貌
ノ
変
化
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
殊
二
画
者
（
絵
か
き
）
ノ
主
要
ト
ス
ヘ
キ
部
ナ
リ
故
二
画
上
ノ
形

第
三
版

第
四
版

下
一
一
述
フ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
切
要
ト
シ

（
ま
ぶ
た
） 人
々
異
ナ
ル
処
ア
レ
ド

そ
う
せ
つ

輪
匝
節
ノ
上
縁
ノ
内
方
半
ノ
所
ヨ
リ
起
り

』
｛

お
ｄ
Ｕ
心
角
》

骨
ノ
著
シ
キ
突
起
ヲ
知
ル
ヲ
宜
シ
ト
ス
要
ス
ル
ニ
是
等
ノ
突
起
ハ
面
貌
ノ
趣
二
関
係
ス
ル
「
‐
－
甚
夕
大

別
ゾ
ト
』
↓

且
シ
最
モ
理
会
（
理
解
）
シ
易
キ
モ
ノ
ト
ス
其
諸
筋
ノ
位
置
ハ
文
中
巨
細
一
一
説
明
ス
ル
ヲ
以

人
」
〃
？
と
・
つ

つ
い

殊
二
禿
頭
ノ
人
二
就
テ
見
レ
ハ
突
起
箸
シ
ク
知
ラ
サ
ル
ヘ
シ
之
ヲ
外
後
結
節
卜
云
う

な
な

斜
メ
ニ
上
方
ニ
昇
り
前
頭
骨
ノ
上
二
至
り
腱
膜
二
変
シ

其
突
起
ノ
種
異

(40）１０１ 
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そ
し
ゃ
く
き
ん

杢
已
よ
・
つ
こ
つ

け
ん
こ
つ

咀
噛
筋
ハ
上
鰐
骨
及
上
頬
骨
ノ
下
前
部
ヨ
リ
起
始
ス
此
筋
ハ
強
キ
繊
維
ノ
集
合
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
瀬
骨
（
ほ
ほ
ぼ
ね
）
突
起
ノ
下
部
及
上
内
部
二
於
テ

て
ん
け
ん
く
だ
つ

広
ク
位
置
ヲ
点
顛
下
テ
下
謄
ノ
外
側
二
沿
上
冠
状
突
起
ヨ
リ
ロ
ノ
角
隅
ノ
間
二
附
着
セ
リ

ご
う
じ
ゆ
う

マ
マ

其
作
用
ハ
顧
顎
卜
結
合
シ
テ
運
動
ス
咀
噛
筋
ハ
顕
瀬
筋
ノ
補
助
二
依
リ
テ
剛
纈
ナ
ル
筋
カ
ル
生
シ
斯
ル
ト
キ
ハ
其
形
平
扁
ナ
ル
面
ヲ
失
セ

ほ
う
し
つ
よ
う

く
だ
り

更
二
膨
脹
ス
ヘ
シ
実
二
右
二
条
ノ
筋
ハ
其
働
ヲ
相
互
ニ
シ
同
時
二
｜
ハ
膨
脹
シ
｜
ハ
収
縮
ス

且
シ
顕
纈
筋
ノ
動
脈
ハ
外
面
二
著
シ
ク
現
ル
ヘ
シ
右
ノ
如
キ
運
動
ハ
精
神
卜
身
体
一
一
於
テ
非
常
二
勤
勉
ス
ル
ー
ー
ア
ル
カ
或
ハ
猛
烈
ナ
ル
症
痛
及

ガ
レ
ア
、
ポ
子
ヲ
コ
ー
チ
カ
、
カ
ピ
チ
ス

頭
蓋
帽
状
腱
膜
二
附
着
ス

す
べ
て

此
腱
膜
ハ
頭
蓋
ヲ
全
力
／
被
覆
シ
惣
ノ
額
骨
ノ
諸
筋
卜
結
着
セ
リ

ま
ゆ

か
く
ぐ
う
じ
ょ
う
じ
よ
う

と
う
つ
う

前
頭
筋
ハ
其
運
動
ヲ
以
テ
額
二
雛
壁
ヲ
生
シ
従
ヒ
テ
眼
及
上
眉
ノ
内
部
ノ
角
偶
ヲ
聖
上
シ
（
上
に
ひ
っ
ぱ
る
）
顔
面
二
疫
痛
（
ず
き
ず
き
し
た
い
た

此
腱
膜
ハ
頭
蕾

前
頭
筋
ハ
其
邇

み
）
ノ
情
ヲ
現
露
ス

顕
纈
筋
ハ
顛
頂
骨
及
上
前
頭
骨
ヨ
リ
生
シ

ム
ル
為
メ
上
鰐
二
対
シ
上
下
ノ
運
動
ヲ
営
ム

，
＃
 

ジ
ゴ
マ
ツ
ク
ア
ー
チ

か

観
骨
弓
ノ
下
ヲ
過
キ
下
鰐
骨
ノ
冠
状
突
起
二
至
り
堅
強
ナ
ル
腱
ニ
テ
附
着
セ
リ
且
シ
歯
ヲ
噛
マ
シ

上
感
動
ア
ル
時
一
一
起
ル
モ
ノ
ナ
リ

が
ん
け
ん

り
ん
そ
う
さ
ん

す
み

か
ん
か

眼
瞼
（
ま
ぶ
た
）
輪
匝
筋
ハ
眼
窩
縁
ノ
内
外
偶
二
起
始
シ
眼
窩
（
眼
球
の
は
い
っ
て

し
ゆ
。
つ
か
ん

い
る
穴
）
ヲ
周
環
（
め
ぐ
み
。
）
ス
ル
筋
ノ
繊
維
ノ
集
合
ナ
リ
眼
ノ
開
閉
ハ
此
筋
ノ
働
二

そ
の
う
ち
が
い
く
う

あ
ん
と
ん

シ
テ
其
内
外
偶
ノ
外
ハ
骨
二
附
着
セ
ス
シ
テ
其
上
面
二
安
頓
（
所
を
え
る
）
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

ぴ
よ
く
じ
よ
う
し
ん
き
ょ
う
さ
ん

ぴ
と
つ
き

鼻
翼
上
唇
挙
筋
ハ
上
隠
骨
ノ
鼻
突
起
二
於
ケ
ル
｜
一
重
ノ
腱
膜
ヲ
以
テ
起
始
シ
下
リ
テ

其
繊
維
ヲ
開
散
シ
以
テ
鼻
翼
及
上
上
唇
一
一
至
り
附
着
ス
其
作
用
ハ
其
固
有
ノ
働
ノ
外

は
お

こ
う
せ
ん

他
筋
カ
ノ
結
ム
ロ
ニ
ョ
リ
頬
卜
鼻
孔
ノ
問
ノ
溝
線
ヲ
生
ス

ぴ
え
ん
じ
ゆ
く
き
ん

の

鼻
厭
縮
筋
ハ
鼻
孔
根
ヨ
リ
起
り
先
シ
鼻
翼
上
唇
挙
筋
卜
連
結
シ
後
チ
薄
キ
膜
卜
変

100（４１） 



び
せ
さ

か
ち
か
ら

シ
全
ク
鼻
脊
ヲ
被
上
前
頭
骨
二
至
リ
テ
終
ル
其
作
用
ハ
物
ヲ
嗅
ク
ニ
当
り
鼻
孔
ヲ
圧
閉
シ
又
鼻
二
雛
檗
ヲ
生
ス
ル
ノ
カ
ァ
リ

け
ん
い
ん

上
唇
聖
上
筋
ハ
眼
窩
縁
ノ
下
二
起
り
斜
メ
ニ
下
リ
テ
上
唇
二
附
着
シ
以
テ
上
唇
ヲ
上
方
及
上
外
方
へ
牽
引
（
ひ
く
）
ス
ル
ノ
作
用
ア
リ
此
筋
ハ
又

笑
ヲ
催
シ
或
ハ
他
ノ
感
動
ヲ
起
ス
時
口
角
恕
筋
卜
名
ク
ル
モ
ノ
ト
結
合
シ
テ
頬
一
一
膨
脹
ヲ
生
ス

げ
ん
こ
つ
き
ん

こ
う
え
ん
り
ん
ｃ
よ
う
き
ん

観
骨
筋
ハ
上
唇
翠
上
筋
ト
結
ム
ロ
セ
ル
運
動
ヲ
ナ
シ
観
骨
ヨ
リ
起
テ
相
平
行
シ
下
テ
ロ
園
輪
状
筋
卜
相
交
錯
ス

ば
た
ら
き

こ
・
っ
へ
ん

ロ
ノ
働
ヲ
作
用
ス
ル
ノ
諸
筋
ノ
内
右
二
述
フ
ル
モ
ノ
多
ク
ハ
皆
口
辺
ヲ
上
方
へ
牽
引
ス
ル
ノ
カ
ァ
リ
其
下
方
へ
牽
引
ス
ル
ノ
カ
ハ
ロ
角
下
制
ニ
シ

き
よ
う
し
よ
う

え
ん
と
う

テ
此
筋
ハ
下
鰐
ノ
下
縁
ヨ
リ
広
ク
生
シ
上
部
二
進
ン
テ
狭
少
ト
ナ
リ
ー
ニ
角
柱
筋
ノ
名
ヲ
受
ヶ
上
唇
ノ
角
偶
ヲ
園
澆
シ
テ
ロ
ノ
角
偶
ヲ
下
方
二
牽

引
ス
ル
ノ
カ
ア
リ

錆
ス
ル
ヲ
以
テ

然
し
ト
モ

唇
互
一
一
密
閉
シ

ざ
か
ら

逆
フ
所
ア
リ

ら
つ
ば
き
ん

頬
筋
ハ
又
剛
叺
筋
ノ
名

お
よ

ナ
ス
凡
ソ
面
部
ノ
諸
筋
ハ

こ
そ
の

是
レ
其
大
体
ノ
作
用
ニ
シ
ー
ナ

あ
わ

頚
部
ノ
諸
筋
ハ
多
分
頭
部
面
部
ノ
筋
卜
連
結
セ
リ
依
テ
前
図
二
併
セ
褐
ク

ア
ス
ペ
ラ
ア
ル
テ
リ
ア

よ

咽
喉
気
管
ノ
位
置
ハ
人
々
能
ク
知
ラ
ル
、
所
ナ
レ
ハ
別
二
説
明
ヲ
要
セ
ス

こ
う
え
ん
り
ん
じ
よ
う
８
ん

ロ
ヲ
閉
塞
ス
ル
ハ
ロ
園
輪
状
筋
ノ
働
ニ
テ
其
用
ハ
上
下
ノ
唇
ヲ
密
接
シ
ロ
ヲ
閉
ツ
ル
ニ
至
要
ナ
リ
此
筋
ハ
其
繊
維
中
二
他
ノ
近
接
ノ
諸
筋
ヲ
交

け
い
ぶ

頚
部
諸
筋

ら
つ
ば
き
ん

の
マ
マ
マ
マ
こ
う
ち
ゅ
う

又
剛
叺
筋
ノ
名
ア
リ
テ
嗽
叺
及
上
他
ノ
音
器
ヲ
鴫
ラ
ス
後
チ
時
口
中
二
空
気
ヲ
多
ク
貯
へ

そ
う
か
い

面
部
ノ
諸
筋
ハ
心
意
爽
快
ナ
レ
ハ
開
散
ス
ル
カ
如
ク
ナ
レ
贋
‐
モ
強
烈
ナ
ル
感
動
ヲ
起
ス
時
ハ

ノ
作
用
ニ
シ
テ
殊
一
一
注
意
ス
ヘ
キ
要
点
ナ
リ
ト
ス

｜
区
ノ
筋
ト
ス
ル
ー
ヌ
少
シ
ク
疑
ヒ
ヲ
入
ル
、
所
ア
リ

ど
う
さ
く

し
ん
し

種
々
ノ
働
作
中
二
其
一
種
固
有
ノ
作
用
ヲ
見
ル
事
ア
リ
甚
タ
シ
キ
苦
痛
ヲ
覚
へ
或
ハ
深
ク
心
思

且
シ
歯
一
一
密
着
ス
ル
カ
如
キ
即
チ
其
固
有
ノ
働
ト
云
フ
ヘ
シ
又
笑
フ
ト
キ
ハ
下
圧
ノ
働
ア
リ
テ

、
所
ア
リ

い
つ
と
ん

一
頓
二
（
に
わ
か
に
）
排
除
ス
ル
ノ
働
キ
ヲ

面
ノ
中
央
へ
集
合
収
縮
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

わ
ず
ら

（
｝
」
｝
」
ろ
）
ヲ
煩
ハ
ス
時
ハ
上
下
ノム
の
い

□
辺
ノ
筋
他
ト
ハ
更
二
其
作
用
相

(４２）９９ 
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し
わ

あ
ら

此
筋
ハ
頸
ノ
運
動
ヲ
補
助
シ
頭
ヲ
前
方
二
傾
タ
レ
ハ
｜
方
ニ
ハ
職
ヲ
生
シ
他
方
ニ
ワ
伸
張
シ
テ
胸
骨
二
結
合
セ
ル
腱
部
強
ク
外
面
二
顕
ハ
ル

砂
ち
と
る

る
い
そ
う

へ
シ
又
此
運
動
二
依
テ
喉
頭
緒
節
ノ
凸
隆
著
シ
ク
外
露
ス
老
年
及
上
鳳
痩
（
つ
か
れ
や
せ
る
）
セ
ル
人
ニ
ハ
此
結
節
ノ
隆
起
ハ
殊
二
甚
タ
ン
ク

あ
ら
わ

外
露
ス
ル
者
ナ
リ
然
ト
モ
女
子
ノ
咽
喉
ニ
ハ
斯
ル
隆
起
顕
レ
ス
ロ
ハ
頭
ヲ
傾
ク
ル
時
力
又
烈
シ
キ
働
キ
ヲ
ナ
ス
時
規
ハ
ル
、
事
ア
リ

そ
う
ほ
う
き
ん

お
お
く
だ
つ

士
宇
土
』

け
い
ち
や
少
、

僧
帽
筋
ハ
広
ク
平
偏
ナ
ル
筋
ニ
シ
テ
頸
ノ
後
部
ヲ
覆
上
下
テ
背
後
二
至
ル
此
筋
ハ
後
頭
骨
及
上
頸
椎
ノ
練
状
突
起
ヲ
纒
ヘ
ル
靭
帯
二
撃
着
シ

△
小
〕
Ｉ
し

す
み
や

（
つ
な
が
る
）
又
此
突
起
ノ
尖
端
若
ク
ハ
脊
椎
ノ
練
状
突
起
等
二
附
着
シ
其
起
始
ハ
筋
腱
ニ
シ
テ
速
カ
ニ
肉
ト
ナ
リ
其
繊
維
ハ
開
散
シ
斜
〆

ぶ
ん
し

二
上
方
ヨ
リ
下
ル
繊
維
ア
リ
又
斜
メ
ニ
下
方
ヨ
リ
上
ル
モ
ノ
ァ
リ
其
中
間
部
ヨ
リ
分
技
シ
テ
ー
肩
ノ
方
へ
至
り
鎖
骨
及
二
肩
岬
骨
ノ
｜
肩
頭
突
起
卜

げ
ん
こ
う
き
ょ
く

ふ
く
そ
う

つ
い

肩
岬
鰊
ヨ
リ
ナ
レ
ハ
角
偶
二
輻
湊
シ
（
あ
つ
ま
る
）
テ
終
二
鎖
骨
及
上
其
中
部
ト
｜
肩
脾
練
ノ
大
部
及
上
其
上
角
一
一
附
着
ス

た
た
ん

右
ノ
如
ク
筋
ノ
附
着
ス
ル
所
多
端
（
多
い
）
ナ
レ
ハ
其
働
モ
又
多
端
ナ
リ
此
等
ノ
附
着
ノ
間
隙
二
於
ケ
ル
部
分
ハ
其
各
部
分
二
於
ケ
ル
収
縮
カ
ニ

し
わ

こ
う
低
う

り
や
く
り
や
く

応
シ
外
方
二
膨
脹
シ
又
此
附
着
ス
ル
所
二
生
ス
ル
職
ハ
其
繊
維
ノ
向
方
ヲ
以
テ
暑
々
（
お
よ
そ
）
正
角
ヲ
ナ
シ
皮
慮
上
面
二
其
形
ヲ
示
ス
ヘ
シ

く
だ
つ

う
か
が

此
筋
ノ
前
方
縁
ハ
後
頭
骨
へ
附
着
ス
ル
所
ヨ
リ
下
テ
鎖
骨
二
至
ル
ノ
間
ニ
テ
外
面
ヨ
リ
接
触
シ
テ
窺
フ
ー
ー
ヲ
得
へ
シ

た
こ
の
と
き

ま
っ
た

頭
「
フ
背
後
二
垂
レ
ハ
皮
慮
多
ク
ノ
鍛
檗
ヲ
生
ス
此
時
第
七
頸
椎
ノ
練
状
突
起
及
上
第
六
頸
椎
ハ
全
ク
見
へ
サ
ル
ヘ
シ

着
セ
リ

凡
ソ
頭
部
ノ
運
動
ハ
大
別
シ
テ
ニ
種
ト
ス
即
チ
前
方
へ
屈
曲
ス
ル
モ
ノ
ト
回
転
ス
ル
モ
ノ
是
ナ
リ

此
両
運
動
ハ
重
二
顕
部
ノ
ー
個
骨
ニ
ョ
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ
其
前
方
へ
屈
曲
ス
ル
ハ
第
一
頸
椎
ト
頭
願
ノ
結
接
ス
ル
所
二
起
ル
此
第
一
頸
椎
ハ
頭

デ
ソ
タ
－

顔
ヲ
戴
ク
ヲ
以
テ
け
げ
げ
ぼ
（
鰹
“
蜜
飲
）
ト
名
ク
回
転
運
動
ハ
右
ノ
ァ
タ
ラ
ス
骨
卜
第
一
一
頸
椎
片
ノ
歯
状
突
起
ノ
結
合
部
二
起
ル
此
歯
状
突
起
ハ

さ
じ
く

巾
ラ
メ
ン

基
軸
ヲ
ナ
シ
ァ
タ
ラ
ス
骨
ノ
凹
窪
面
二
挿
入
シ
以
テ
回
転
ノ
用
ヲ
ナ
ス

左
右
ノ
肩
へ
屈
曲
ス
ル
運
動
ハ
円
ノ
四
分
一
ヲ
限
ト
ス
此
他
ノ
方
向
ノ
屈
曲
ハ
右
ノ
ー
骨
片
ト
他
ノ
頸
椎
ノ
五
片
ノ
結
合
ヨ
リ
起
ル
モ
ノ
ナ
リ

セ
ル
ヒ
カ
ル
ペ
ル
ナ
プ
ル

頚
部
ハ
下
二
述
ル
所
ノ
諸
筋
ヨ
リ
成
り
皆
ナ
頸
椎
ヲ
園
僥
シ
以
テ
種
々
ノ
運
動
ヲ
営
ム
且
シ
其
諸
筋
ハ
各
一
対
ヲ
ナ
ス

き
よ
う
さ
椹
ゆ
う
と
う
き
ん
ふ
く
い
ん

き
ん
ｂ
よ
く

ま
る
と
つ
り
ゆ
う
そ
く
趣
う

胸
鎖
乳
頭
筋
ハ
其
位
置
及
上
幅
員
（
面
積
）
ヨ
リ
シ
テ
筋
力
甚
夕
強
シ
其
前
面
ノ
縁
ハ
円
ク
凸
隆
シ
其
測
方
ハ
梢
ャ
偏
平
ニ
シ
テ
窪
ア
リ

ら
が
つ

じ
ご
と
つ
ぎ

其
附
着
ス
ル
所
ハ
鎖
骨
及
上
胸
骨
ノ
上
前
面
部
ニ
ァ
リ
テ
斜
二
上
テ
後
頭
骨
及
上
顕
顎
骨
二
至
り
其
繊
維
梢
ャ
旋
回
シ
テ
耳
後
ノ
乳
頭
突
軌
二
附
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こ
め
ん

頸
ヨ
リ
肩
二
至
ル
外
形
二
美
麗
ナ
ル
弧
綿
ヲ
現
ハ
ス
ハ
此
筋
ノ
形
ニ
ョ
ル
モ
ノ
ナ
リ

い
ん
こ
う
ぶ

し
も
志
わ

す
べ
き
よ
う
ぜ
つ

咽
喉
部
ノ
諸
筋
ハ
前
條
ノ
諸
筋
ノ
下
際
ニ
ァ
リ
且
シ
此
編
二
於
テ
ハ
必
要
ナ
ラ
ザ
レ
ハ
別
二
解
明
セ
ス
此
筋
ハ
総
テ
胸
舌
骨
筋
ト
共
二

雁
う
ひ

頸
筋
二
依
テ
包
被
セ
ラ
レ
此
皮
下
頸
筋
ハ
鎖
骨
ノ
下
方
ナ
ル
胸
ノ
上
部
ノ
皮
慮
二
附
着
シ
上
テ
下
顎
骨
二
繋
着
ス

の
ぼ
っ

こ
う
ば
く

其
一
部
ハ
猶
上
テ
耳
ノ
方
へ
至
ル
此
筋
ハ
平
扁
広
薄
ニ
シ
テ
其
下
層
ノ
諸
筋
ヲ
覆
フ
ノ
用
ヲ
ナ
ス

其
作
用
ハ
ロ
ノ
角
偶
及
上
頬
部
ヲ
下
方
一
一
型
キ
又
頸
ノ
皮
膚
ヲ
斜
メ
ニ
索
下
ス
ル
ノ
カ
ァ
リ

此
図
一
一
ハ
又
鎖
骨
ノ
位
置
ヲ
示
ス
鎖
骨
ハ
強
堅
ナ
ル
靭
帯

つ
芯

脾
骨
ヲ
繋
ケ
リ
而
テ
此
外
部
ハ
種
々
ノ
筋
ヲ
以
テ
包
被
ス

肩
脾
骨
ハ
肋
骨
ノ
後
部
二
於
テ
其
運
動
ヲ
自
在
ニ
ス

入
ス
ル
ヲ
以
テ
運
動
更
一
一
自
在
ニ
シ
テ
ー
肩
脾
鎖
骨
ノ
運
動
ト

ひ

故
二
臂
ヲ
挙
ク
レ
ハ
｜
肩
岬
ハ
其
角
度
ヲ
変
シ
従
テ
上
陽

人
体
中
最
重
要
ナ
ル
肩
関
節
ハ
其

シ
タ
ル
各
種
ノ
図
ヲ
褐
ク
ル
ヲ
便
ト
ス

最
初
ノ
図
ハ
肋
骨
ヲ
透
徹
シ
テ

こ
れ

第
五
版
是
ナ
リ

肯
関
節

第
五
版

か
允

其
鯵
多

鎖
骨
ハ
強
堅
ナ
ル
靭
帯
二
依
テ

す
ぼ
わ
ら

前
面
ヨ
リ
望
ミ
タ
ル
｜
肩
岬
骨
ヲ
示
シ
又
其
一
肩
頭
突
起
烏
噌
突
起
及
レ
」
上
縛
骨
頭
ヲ
挿
入
ス
ヘ
キ
浅
窩
等
ヲ
現
ス
即

（
あ
ま
た
）
ノ
運
動
ヲ
営
ム
ヲ
以
テ
殊
二
精
細
ノ
注
意
ヲ
要
ス
肩
部
ヲ
説
明
ス
ル
ー
ー
ハ

け
い
ら
や
く

在
ニ
ス
鎖
骨
ハ
ー
眉
二
繋
着
シ
テ
肩
ノ
運
動
二
従
上
上
下
前
後
二
運
動
ス
上
脾
骨
ハ
浅
窩
二
挿

さ
か
え

ノ
運
動
ト
全
ク
異
ナ
レ
ト
モ
凡
ソ
此
諸
骨
ノ
運
動
ハ
同
時
二
栄
ム
モ
ノ
ナ
リ

従
テ
上
場
シ
鎖
骨
ノ
外
端
モ
亦
共
一
一
上
隆
シ
其
内
端
ハ
胸
骨
結
接
部
ヲ
支
柱
ト
シ
テ
転
回
ス
ヘ

肩
頭
突
起
及
上
烏
噛
突
起
二
附
着
シ
ー
ツ
弧
形
ヲ
組
整
シ
テ
其
下
方
一
一
ハ
上

へ
ん

其
方
向
位
置
。
／
変

皮
下
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ひ
し
よ
う
し
ゆ
つ

臂
ヲ
上
場
セ
ル
ト
キ
ハ
此
図
ノ
如
キ
有
様
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
臂
ヲ
前
方
二
衝
出
シ
（
突
き
出
る
）
又
ハ
物
ヲ
牽
引
シ
或
ハ
打
繋
ス
ル
時
ハ
ー
肩
岬
骨
ハ

せ
っ
さ
つ

都
つ
し
よ
う

肋
骨
ノ
後
側
二
沿
上
梢
ャ
接
擦
シ
（
ふ
れ
る
）
鎖
骨
ハ
働
力
ノ
強
弱
二
応
シ
前
方
へ
傾
斜
ス
又
両
腕
ヲ
前
方
へ
延
へ
合
掌
セ
ル
人
物
ノ
骨
格
ヲ

か
ん
か
く

背
後
ヨ
リ
見
レ
ハ
両
一
局
岬
骨
ノ
間
隔
（
へ
だ
た
り
）
大
ヒ
ニ
広
カ
ル
ヘ
シ

大

両
腕
ヲ
以
テ
物
ヲ
牽
引
シ
又
衝
出
ス
ル
ト
キ
ハ
運
動
二
様
二
分
カ
レ
牽
引
ス
レ
ハ
骨
ハ
其
各
所
ノ
緒
節
部
二
於
テ
梢
ャ
分
離
シ
為
メ
ニ

し
ゆ
わ
ん

た
け

か
か

手
腕
ヲ
シ
テ
長
カ
ラ
シ
ム
又
其
衝
出
ノ
ト
キ
ハ
右
等
ノ
関
節
部
ハ
総
テ
密
接
シ
テ
手
腕
ノ
丈
梢
ャ
短
縮
ス
ヘ
シ
但
シ
斯
ル
腕
ノ
伸
縮
ハ
勿
論

き
ん
し
ょ
う

僅
少
（
わ
ず
か
）
ノ
差
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
諸
筋
モ
亦
右
等
ノ
運
動
二
応
シ
其
形
ヲ
変
化
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

し
か

腕
ヲ
後
方
へ
役
ス
レ
ハ
｜
肩
岬
骨
ハ
肋
骨
ノ
後
部
二
沿
上
接
擦
シ
両
腕
ヲ
後
方
へ
廷
フ
レ
ハ
両
一
肩
脾
骨
ハ
相
互
二
近
接
ス
ヘ
シ
而
シ
テ
肩
ノ
全
部

同
時
一
一
上
方
一
一
場
カ
ル
ヘ
シ

い
ち
い
ち

む
ず
か
し

－
肩
岬
鎖
骨
ノ
種
々
ノ
運
動
二
従
上
其
位
置
ヲ
変
ス
ル
「
－
ハ
一
々
説
示
ス
ル
可
１
難
ク
又
一
肩
岬
突
起
ノ
位
置
モ
其
変
動
二
応
シ
之
ヲ
分
明
一
一
知
ル
「
‐

い
ざ
ざ

せ
ん
さ
く

み
ず
さ
と

ハ
難
シ
且
シ
体
外
二
箸
シ
ク
顕
露
セ
ス
ロ
ハ
些
力
其
跡
ヲ
現
ス
ニ
過
キ
サ
ル
ナ
リ
学
者
古
昔
ノ
彫
像
二
就
テ
穿
鑿
セ
ハ
自
カ
ラ
悟
ル
所
ア
ル
ヘ
キ
ナ
リ

ま
え
に
す
で

一
肩
関
節
ヲ
構
造
ス
ル
諸
骨
ハ
種
々
ノ
筋
ヲ
包
被
セ
ラ
ル
１
１
ハ
前
既
二
’
一
一
一
一
口
セ
リ
今
其
筋
ヲ
説
明
ス
ヘ
シ

そ
の

ざ
ん
り
よ
う
さ
ん

其
第
一
ハ
一
一
一
稜
筋
ニ
シ
テ
七
束
ノ
筋
ヨ
リ
成
し
リ
猶
ヲ
簡
単
二
分
テ
ハ
一
一
一
束
ト
モ
ナ
ル
其
骨
二
附
着
ス
ル
所
ハ
前
面
ニ
テ
鎖
骨
ノ
外
端
ヨ
リ

わ
に

其
一
一
一
分
一
程
ノ
所
二
捗
り
中
央
ハ
肩
頭
突
起
二
沿
上
後
面
ハ
ー
眉
胖
骨
ノ
鰊
状
突
起
二
繋
着
ス

シ

第
七
版

第
六
版
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ば
う
て
ん

一
二
稜
筋
ハ
上
脾
骨
頭
ヲ
包
纒
セ
ル
強
堅
ナ

ヲ
入
ル
、
時
ハ
箸
ル
シ
ク
膨
脹
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

腕
ヲ
聖
上
ス
ル
時
ハ
此
筋
△
眉
頭
突
起
ノ
周

さ
よ
く

一
一
一
稜
筋
ノ
最
後
ノ
一
束
ハ
｜
肩
岬
骨
ノ
鰊
（
は

か
か

異
様
ニ
シ
テ
梢
ャ
扁
平
ナ
Ⅱ
ソ
斯
ル
形
状
ハ

あ
っ
し
⑱
つ

圧
出
シ
ー
肩
ノ
前
方
二
大
ヒ
ナ
ル
凸
隆
。
／
生
ス

暗
ナ
ル
ヘ
シ

胸
筋
ハ

あ
い
ざ
か
ら

凡
ソ
一
方
ノ
腕
ヲ
上
場
ス
レ
ハ
頭
ハ
［
曰
然
二
他
方
ノ
肩
ノ
方
二
傾
ク
ヘ
シ
是
し
頸
筋
二
相
逆
フ
ヲ
以
テ
ナ
リ

○
よ

平
衡
ヲ
保
タ
ン
カ
為
〆
一
一
身
体
各
部
ノ
形
状
ヲ
変
ス
ル
者
ナ
リ
学
者
其
位
置
ノ
変
化
方
同
ヲ
能
●
ク
注
意
ス
ヘ
シ

お
う
あ
つ

女
子
ノ
一
一
一
稜
筋
ニ
ハ
中
央
ノ
外
方
二
於
テ
些
力
押
圧
サ
レ
タ
ル
部
ア
ル
ヲ
見
ル
是
レ
恐
ラ
ク
骨
二
附
着
ス
ヘ
キ
部
ノ
筋
腱
男
子
ヨ
リ

は
な
は

ナ
ル
ョ
リ
斯
ル
有
様
『
フ
生
ス
ル
ナ
ル
ヘ
シ
或
ハ
又
此
部
ノ
皮
膚
甚
タ
厚
キ
ニ
モ
ョ
ル
ヘ
シ

こ
せ
き

又
鎖
骨
ノ
外
端
ノ
関
節
二
於
テ
腱
膜
ノ
甚
タ
シ
キ
凸
隆
ヲ
見
ル
古
昔
（
む
か
し
）
ノ
彫
像
及
上
美
麗
ナ
ル
活
人
二
就
テ
能
ク
注
意
セ
ハ

じ
よ
う
は
く
こ
つ

此
一
一
一
部
二
附
着
ス
ル
筋
ハ
下
行
ス
ル
ニ
従
上
集
合
シ
テ
上
脾
骨
ノ
中
央
二
附
着
ス

腕
ヲ
聖
上
ス
ル
時
ハ
此
筋
ハ
肩
頭
突
起
ノ
周
辺
ニ
テ
強
ク
膨
脹
シ
突
起
部
ハ
為
メ
ハ
窪
ヲ
生
ス
ヘ
シ

さ
よ
く

一
一
一
稜
筋
ノ
最
後
ノ
一
束
ハ
肩
岬
骨
ノ
鰊
（
は
り
）
二
附
着
シ
其
位
置
ハ
前
面
ノ
者
ヨ
リ
下
方
ニ
ァ
ル
ヲ
以
テ
全
ク
側
面
ヨ
リ
見
レ
ハ

か
か

だ
ん
え
ん

様
ニ
シ
テ
梢
ャ
扁
平
ナ
リ
斯
ル
形
状
ハ
腕
ヲ
後
方
へ
運
フ
時
箸
ル
シ
ク
知
ラ
ル
ヘ
シ
此
時
上
縛
骨
ノ
団
円
ナ
ル
（
ま
る
い
）
骨
頭
ハ

第
八
版

第
九
版

な
か
ば

腕
ヲ
形
成
シ
鎖
骨
及
上
胸
骨
ノ
内
方
半
ノ
所
二
附
着
シ
又
第
一
一
第
一
一
一
第
四
第
五
肋
軟
骨
及
上
第
六
肋
骨
二
附
着
ス

強
堅
ナ
ル
筋
ナ
リ

と
よ
じ
よ
う

か
ね
な
い
が
い
て
ん

其
一
二
重
ノ
カ
ニ
依
テ
腕
ヲ
前
後
二
箪
上
シ
（
ひ
っ
ぱ
る
）
兼
テ
内
外
輔
ヲ
ナ
ス
而
テ
カ

又
一
方
ノ
腕
ヲ
場
ク
レ
ハ
全
体
ノ

目
カ
ラ
明

肉
部
多
量

筋
ノ
形
状

前
方
へ
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と
犬

胴
部
ノ
筋
ハ
左
右
互
二
同
等
ナ
レ
ハ
其
一
方
二
就
テ
筋
ノ
組
成
ヲ
解
ク
ヲ
以
テ
足
し
リ
ト
ス

メ
ジ
ア
ル

躯
幹
ヲ
縦
二
折
半
ス
ル
線
ヲ
中
線
‐
卜
名
ク
此
線
ハ
両
鎖
骨
間
ノ
凹
窩
ヨ
リ
起
り
胸
骨
面
ヲ
下
り
躯
幹
全
部
ヲ
通
経
ス
ル
線
ナ
リ

き
よ
う
こ
つ
こ
う

り
や
く
り
や
く

胸
筋
ノ
中
間
二
胸
骨
溝
ア
リ
即
チ
其
両
側
二
於
ケ
ル
種
々
ノ
突
起
ヨ
リ
生
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
又
胸
骨
ノ
下
端
二
薯
々
菱
形
ヲ
ナ
ス

か
ん
ぷ

凹
陥
部
ア
リ
即
チ
両
側
二
於
ケ
ル
第
七
肋
軟
骨
ノ
突
起
二
依
テ
起
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ

あ
ら

い
じ
よ
う

か
か

古
昔
ノ
彫
像
ニ
此
突
起
部
ヲ
シ
テ
箸
シ
ク
広
キ
脅
弓
状
ヲ
顕
ハ
サ
シ
メ
肋
骨
ノ
形
ト
能
ク
平
衝
シ
胃
窩
ヲ
團
緯
セ
ル
（
か
こ
む
）
ヲ
見
ル
斯
ル

轡
弓
状
ノ
突
起
ヲ
甚
タ
シ
ク
拡
張
シ
真
景
卜
大
一
一
異
ナ
ラ
シ
ム
ル
ハ
古
昔
影
像
家
力
相
互
二
定
メ
タ
ル
１
ト
思
ハ
ル

-｜ 
ア

リ
み
ず

し
ん
ら
よ
く

一
肩
関
節
ノ
前
方
へ
運
動
ス
ル
時
胸
筋
ハ
自
カ
ラ
胸
部
ノ
方
二
牽
引
シ
其
繊
維
中
種
々
ノ
分
部
ノ
収
縮
ス
ル
方
向
二
応
シ
真
直
二
牽
引
シ
或
ハ

け
ん
せ
い

斜
メ
ニ
上
方
へ
引
キ
又
ハ
斜
メ
ニ
下
方
へ
牽
製
ス
胸
筋
ハ
ー
ー
ー
稜
筋
二
結
合
ス
ル
ノ
部
二
近
シ
ク
ニ
従
上
多
少
下
圧
サ
レ
又
ハ
其
雛
檗
ヲ
常
二
見
ル

き
ん
し
ょ
う

胸
筋
ハ
繊
維
状
ノ
筋
鞘
二
由
テ
被
包
セ
ラ
レ
広
ク
扁

稜
筋
ノ
直
二
下
方
ナ
ル
上
脾
骨
二
結
合
シ
其
形
状
三
角
ナ
リ

わ
き
し
た

腕
ヲ
前
方
及
上
側
方
二
上
製
ス
ル
時
腋
下
二
深
キ
凹
窪
ヲ
生
ス

テ
ハ
同
時
只
些
力
凹
窪
ノ
跡
ヲ
見
ル
ノ
ミ

モ
ノ
ナ
リ

求
の

う
か
が

又
夕
腕
ヲ
廷
へ
高
ク
上
場
ス
ル
時
ハ
此
筋
大
二
拡
張
ス
ル
カ
故
二
其
繊
維
及
上
腱
部
二
少
シ
ク
異
常
ヲ
起
シ
其
腱
部
ヲ
皮
膚
上
ヨ
リ
窺
う
「
‐
ヲ
得
ル

第
十
版

く
か
ん

躯
幹

広
ク
扁
平
ナ
ル
面
ヲ
ナ
シ

じ
よ
う
せ
い

然
レ
ト
モ
高
ク
上
方
二
撃
製
ス
レ
ハ
此
凹
所
ハ
浅
カ
ル
ヘ
シ
殊
二
女
子
二
於

わ
ず

体
ノ
前
方
二
向
上
僅
カ
ニ
弧
面
ヲ
ナ
シ

つ
い

次
テ
左
右
へ
延
長
シ
テ
ー
ニ
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部
一
一
美
麗
一
一
刻
メ
ル
モ
ノ
ァ
リ

男
子
ノ
乳
頭
ハ

リ
テ
ニ
区
二
分
カ
ル

か
え

お
う
お
う

然
レ
ト
モ
人
体
ニ
ョ
リ
或
ハ
右
ノ
如
キ
形
状
ヲ
有
チ
却
テ
其
通
常
ノ
形
ヲ
有
タ
サ
ル
モ
ノ
往
々
之
レ
ァ
リ

ス
テ
ル
ノ
コ
ス
タ
ー
ル

る
い
そ
う

胸
骨
溝
ノ
直
二
両
側
二
胸
骨
肋
骨
関
節
ノ
突
起
ア
リ
其
上
方
ノ
ー
一
関
節
ハ
殊
二
著
シ
ク
外
露
ス
繍
痩
セ
ル
（
や
せ
た
）
人
ニ
ハ
其
突
出
更
二
甚

ぞ
う
じ

タ
ン
ク
且
シ
胸
筋
モ
従
テ
平
扁
薄
弱
ナ
レ
ハ
右
等
ノ
関
節
部
ハ
惣
テ
（
み
な
）
外
露
ス
ル
「
‐
‐
箸
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ

男
子
ノ
乳
頭
ハ
大
概
第
五
肋
骨
ト
同
シ
一
線
上
ニ
ァ
リ
然
し
ト
モ
筋
ノ
運
動
一
一
応
シ
一
定
セ
ス
胸
骨
ノ
下
端
ヨ
リ
以
下
腹
部
ノ
諸
筋
モ
亦
中
線
一
一
ョ

き
よ
し

其
重
二
附
着
ス
ル
所
ハ
腸
骨
ノ
上
縁
及
上
下
方
ナ
ル
肋
骨
ノ
七
片
一
一
ア
リ
テ
斜
メ
ー
ー
鋸
歯
（
の
こ
ぎ
り
の
歯
）
状
ヲ
ナ
ス

ふ
さ

外
斜
腹
筋
ノ
維
維
ハ
其
方
向
ヲ
種
々
二
取
ル
ヲ
以
一
プ
｜
々
明
蜥
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
多
分
ノ
紙
面
ヲ
塞
カ
サ
ル
ヲ
得
ス

わ
ん

腹
骨
二
附
着
ス
ル
ノ
点
著
シ
ク
轡
凹
ス
ル
ハ
其
筋
腱
二
応
ス
レ
ハ
筋
肉
急
二
肥
満
ス
ル
カ
為
メ
ナ
リ
故
二
骨
格
二
於
テ

ひ
ぼ
う

い
よ
い
よ

ア
リ
テ
却
テ
凹
窪
ヲ
ナ
シ
筋
肉
増
々
強
剛
ニ
シ
テ
肥
豊
ス
ル
ニ
応
シ
此
凹
窪
ハ
愈
々
深
カ
ル
ヘ
シ

た
い
が
い

や

右
ノ
如
キ
ハ
大
概
肥
満
セ
ル
人
ノ
骨
ノ
強
キ
突
起
部
二
於
テ
筋
ノ
附
着
ス
ル
所
二
起
ル
ヲ
常
ト
ス
故
二
痩
セ
タ
ル
人
ニ
ハ

か
か

か
た
ち

畢
寛
斯
ル
彫
像
ハ
其
各
部
ノ
形
極
メ
テ
純
良
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
Ⅱ
ソ

体
ノ
上
部
ヲ
前
へ
屈
ス
ル
時
直
腹
筋
ハ
其
外
部
ノ
皮
膚
一
一
多
ク
雛
壁
ヲ
生
シ
其
他
横
走
腱
条
ニ
ョ
リ
テ
モ
繊
ヲ
生
ス
ル
ナ
リ

こ
う
え
ん

つ
ら
ぬ

ノ
諸
筋
ノ
腱
帯
ノ
広
延
セ
ル
モ
ノ
ト
其
外
端
ヲ
結
合
ス
此
腱
条
ハ
筋
ノ
外
面
ニ
ァ
リ
テ
其
全
層
ヲ
貴
ク
モ
ノ
ニ
ハ
ア
ラ
ス

且
シ
通
常
三
条
二
分
チ
体
ノ
前
面
ヲ
分
画
ス
ル
ノ
用
ヲ
ナ
ス
其
個
数
及
上
位
置
ハ
人
々
等
シ
カ
ラ
サ
ル
故
二
前
一
一
モ
云
ヘ
ル

ノ、

一
一
就
テ
其
善
良
ナ
ル
形
ノ
範
例
ヲ
得
ル
ヲ
宜
シ
ト
ス

ヲ
プ
リ
キ
ュ
ー
デ
ッ
セ
ン
デ
ン
ス

■
 

》
プ
リ
’
千
ユ
ー
デ
ッ
セ
ン
デ
ン
ス

ク
レ
ス
卜

外
斜
腹
筋
ハ
斜
メ
ニ
下
行
セ
ル
筋
ニ
シ
テ
直
腹
筋
卜
結
合
シ
腸
骨
ノ
鶏
冠
突
起
ノ
傍
二

レ
ク
チ
ユ
ス

直
腹
筋
ノ
上
端
ハ
胸
骨
及
上
第
五
第
六
第
七
肋
軟
骨
二
繋
看
シ
直
下
シ
テ
体
ノ
下
端
二
於
ケ
ル
阯
骨
ト
結
合
ス

そ
れ
ぞ
れ

直
腹
筋
ノ
輪
郭
ハ
体
ノ
側
面
ョ
Ⅲ
／
見
レ
ハ
人
々
各
々
異
ナ
ル
所
ア
リ
且
シ
各
種
ノ
運
動
ニ
ョ
リ
変
化
定
リ
ナ
シ

よ
し

先
シ
古
昔
ｊ
／
彫
像
二
依
ル
ヲ
良
ト
ス

と
の
①
ワ

純
美
ナ
ル
轡
凸
部
ヲ
顕
ハ
セ
Ⅱ
／
古
昔
ノ
彫
像
二
此

ヲ
生
ス
ル
ナ
リ
此
腱
条
ハ
其
傍

ハ
ア
ラ
ス

前
ニ
モ
云
ヘ
ル
如
ク
古
昔
ノ
彫
像

故
一
一
能
ク
其
形
状
ヲ
知
ラ
ン
ト
セ

か
か

斯
ル
凹
窪
コ
ノ
生
ス
ル
「
‐

骨
ノ
突
起
ハ
活
人
一
一
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及
ホ
ス
者
ナ
リ

か
つ

お
お

欄
脊
骨
ハ
脊
部
ノ
大
ナ
ル
広
キ
筋
ニ
シ
テ
｜
肩
脾
骨
ヨ
リ
以
下
ノ
部
分
ヲ
広
ク
覆
へ
り

ょ
う
や

其
附
着
ノ
点
ハ
第
一
ハ
脊
柱
ノ
点
ヨ
リ
起
り
漸
ク
下
テ
最
下
方
ナ
ル
四
ノ
肋
骨
二
附
着
シ
是
ヨ
リ
数
多
ノ
繊
維
ト
ナ
リ
テ
上
方
へ
走
り
上
脾
骨
ノ

下
ナ
ル
粗
ナ
ル
凸
起
一
一
至
り
長
ク
簿
ク
且
シ
強
キ
腱
卜
成
り
以
テ
差
一
一
附
着
ス

ゆ
う
よ
う

此
筋
ハ
｜
肩
胖
骨
及
上
上
縢
骨
ヲ
後
下
方
へ
引
テ
又
肩
岬
骨
ノ
下
偶
ヲ
保
持
シ
之
ヲ
シ
テ
肋
骨
ノ
上
面
ヲ
遊
揺
セ
シ
メ
此
骨
ノ
位
置
変
化
ス
ル
ニ
従

上
其
骨
形
ヲ
外
部
一
一
顕
ス
又
大
鋸
筋
卜
等
シ
ク
腕
ヲ
上
方
へ
場
ヶ
其
位
置
ヲ
保
シ
間
ハ
此
筋
ハ
其
附
着
ス
ル
所
ノ
肋
骨
ノ
上
一
一
其
動
作
ヲ

た
だ

故
二
只
骨
ノ
突
起
ノ
ミ
ヲ
漂
準
ト
ー
シ
テ
人
像
ヲ
画
ク
ハ
不
可
ナ
リ

セ
ル
ラ
チ
ユ
ー
ス
・
マ
ン
ナ
ス

大
鋸
筋
ハ
人
体
ノ
側
方
二
見
ユ
ル
鋸
歯
状
ノ
筋
ナ
リ
此
筋
ハ
上
方
ナ
ル
肋
骨
十
片
二
附
着
シ
其
一
一
歯
ハ
初
メ
ノ
ー
ー
肋
骨
二
附
着
シ
他
八

歯
ハ
続
テ
他
ノ
八
肋
骨
卜
結
接
シ
斜
メ
ー
ー
脊
後
ノ
下
方
へ
向
上
走
り
外
斜
筋
卜
一
組
ヲ
ナ
シ
一
線
中
一
一
鋸
歯
状
ノ
連
続
ヲ
作
ル

モ
ご

斯
ク
外
斜
筋
卜
組
伍
セ
ル
後
チ
斜
メ
ニ
後
方
上
方
ニ
走
り
一
眉
岬
骨
二
附
着
シ
是
ヲ
前
方
及
上
下
方
へ
牽
引
ス
ル
ノ
用
ヲ
ナ
ス

然
し
ト
モ
肩
胖
骨
ノ
位
置
静
止
セ
ル
時
ハ
肋
骨
ヲ
外
方
へ
上
場
ス
ル
ノ
カ
ア
リ
即
チ
烈
シ
キ
呼
吸
ヲ
要
ス
ル
ノ
運
動
一
一
於
ケ
ル
カ
如
シ

又
腕
ヲ
上
場
ス
ル
時
ハ
此
筋
ハ
一
層
外
部
一
一
現
露
シ
古
昔
ノ
彫
刻
物
中
一
一
其
例
ヲ
見
ル

骨
格
中
大
ヒ
ナ
ル
突
起
ハ

ノ
間
一
一
直
二
線
ヲ
引
キ
以

以
テ
表
面
ノ
形
状
ヲ
整
う
ル
カ

ナ
シ体
ヲ
前
方
へ
屈
ス
ル
時
ハ
此
筋
ハ
為
〆
一
一
伸
張
シ
テ
其
下
層
ノ
肋
骨
ヲ
外
部
二
突
起
セ
シ
ム

第
十
一
版

活
物
一
一
於
テ
親
シ
ク
見
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
今
人
体
ヲ
画
カ
ン
ト
ス
ル
ー
ー
斯
ク
ノ
如
キ
骨
ノ
突
起
ヨ
リ
他
ノ
突
起

も
と

お
よ

以
テ
人
像
ノ
輪
郭
ヲ
ナ
シ
得
ル
ト
恩
フ
ハ
素
ヨ
リ
誤
リ
ニ
シ
テ
凡
ソ
骨
面
ニ
ハ
種
々
被
包
セ
ル
筋
ア
リ
皮
膚
ア
リ
テ

9２（49） 



臂
ノ
骨
格
ハ
肩
脾
骨
及
上
鎖
骨
ヲ
除
キ
下
肢
ノ
如
ク

腕
ハ
数
片
ノ
骨
ヨ
リ
成
り
前
章
一
一
於
テ
既
二
解
説
セ
リ

初
学
者
臂
ヲ
画
ク
ニ
腕
骨
ノ
一
組
二
注
意
セ
ス
シ
テ

総
テ
上
肢
下
肢
ノ
構
造
ハ
魯
々
同
様
ナ
レ
ト
モ
前
脾

さ
●
し
よ
。
フ

ー
肩
及
上
腰
ノ
幅
ハ
男
女
各
相
違
ナ
ル
「
‐
‐
ハ
既
二
骨
格
ノ
部
二
於
テ
説
明
セ
シ
カ
又
肋
骨
ノ
形
二
於
テ
男
女
ノ
間
二
些
少
ノ
差
ア
リ
即
チ
女
子

ノ
肋
骨
ハ
其
轡
弓
ノ
度
男
子
ヨ
リ
少
ナ
シ
又
男
女
骨
盤
ノ
差
ノ
如
キ
ハ
別
一
一
解
説
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
目
カ
ラ
分
明
ナ
ル
ヘ
シ

凡
ソ
躯
幹
中
殊
一
一
軟
力
一
一
届

ヲ
以
テ
更
一
一
箸
シ
キ
モ
ノ
ト
ス

体
ヲ
後
方
へ
屈
ス
レ
ハ
此
筋
ハ
数
也
（

ハ
古
代
ノ
彫
像
二
就
テ
攻
究
セ
サ
ル
可
ラ
ス

凡
ソ
躯
幹
中
殊
二
軟
力
一
一
屈
曲
ス
ル
ハ

ひ臂
ハ
手
ト
共
二

凡
ソ
体
ノ
外
面
ハ

ニ
限
リ
ナ
カ
ル
ベ
シ

ロ
ン
ギ
ュ
ス
シ
ュ
ー
ム
ド
ル
ジ
ー

ヰ
芒
色

此
広
キ
筋
ノ
為
メ
ー
ー
被
包
セ
ラ
レ
タ
ル
下
層
一
一
長
脊
筋
卜
名
ク
ル
肉
質
ノ
長
ク
円
キ
筋
ア
リ

其
一
部
ハ
肋
骨
ノ
諸
角
偶
卜
脊
椎
ノ
突
起
一
一
附
着
シ
下
方
ハ
腸
骨
及
上
薦
骨
一
一
附
着
セ
リ

体
ヲ
後
方
へ
屈
ス
レ
ハ
此
筋
ハ
数
也
（
他
の
誤
り
？
）
ノ
横
行
雛
檗
ヲ
生
ス
其
伸
縮
ノ
形
状
ハ
体
ノ
屈
伸
動
作
ノ
趣
一
一
依
ル
ヲ
以
テ

上
肢

第
十
二
版

か
つ

に
ま
も
の

其
構
造
最
モ
精
巧
ヲ
極
メ
最
モ
美
妙
ナ
ル
．
部
ニ
シ
テ
他
動
物
ノ
曾
テ
受
ケ
サ
ル
所
ノ
天
賦
ノ
賜
ナ
リ

い
え

何
レ
ノ
部
ト
錐
ト
モ
手
ノ
達
セ
サ
ル
所
ナ
ク
且
手
ノ
運
動
ハ
体
中
ノ
諸
部
二
起
ル
運
動
ト
相
結
合
シ

腰
部
二
於
ケ
ル
ヲ
最
モ
大
ナ
リ
ト
ス
故
一
一
一
方
ノ
皮
膚
ニ
ハ
横
二
雛
ヲ
生
シ
他
方
ハ
伸
張
ス
ル
１
此
部

あ
だ
か

お
う
お
う

よ

シ
テ
恰
モ
手
ヲ
前
鱒
骨
二
結
接
セ
ル
力
如
ク
ナ
ス
「
‐
‐
応
々
之
レ
ァ
リ
宜
ク
注
意
ス
ヘ
シ

前
縛
骨
一
一
ハ
其
固
有
ノ
モ
ノ
ァ
リ
テ
下
肢
ト
ハ
異
ナ
ル
所
ア
リ
即
チ
僥
骨
旋
輔
シ
テ
尺
骨
卜

い
つ
ち
ゅ
う

た
超

一
一
一
骨
柱
ヨ
リ
成
り
其
一
往
ハ
上
部
ニ
ァ
リ
他
ニ
ハ
下
部
ヲ
構
造
ス
但
シ
手
掌
及
上

其
用
多
端
ニ
シ
テ
実

能
ク
実
体
又
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痩
セ
ル
人
ノ
手
一
天
皮
膚
上
ヨ
リ
之
ヲ
見
ル
１
ヲ
得
へ
シ

し
ぼ

（
判
醜
承
施
）

指
栂
ノ
展
伸
筋
腱
ハ
最
モ
箸
シ
ク
外
露
シ
僥
骨
ノ
上
ヲ
過
ク
ル
者
卜
内
外
二
条
二
別
□
此
両
腱
帯
ノ
間
隙
ニ
ハ
長
キ
ー
一
一
角
状
ノ
凹
窪
ヲ
作
ル

か
い
せ
さ

又
栂
指
ノ
内
側
ニ
ハ
多
分
ノ
肉
質
ノ
塊
積
（
か
た
ま
り
）
ヲ
ナ
シ
小
指
ノ
方
ノ
筋
ト
相
対
ス

か
た
む
き

指
ヲ
手
ノ
内
部
二
曲
ル
時
ハ
各
指
掌
中
ノ
中
央
一
集
ム
ロ
ス
ル
ノ
傾
ア
リ
栂
指
及
上
各
指
ノ
関
節
二
於
ケ
ル
方
向
ト
掌
骨
ノ
結
接
部
二
於
ケ
ル
各
指
ノ

そ
う

て
ん

ぽ
し

僥
骨
転
シ
テ
尺
骨
ト
交
互
ス
ル
時
ハ
栂
指
（
お
や
ゆ
び
）
ハ
内
方
へ
同
し
」
手
掌
ハ
体
ノ
後
方
へ
向
フ
ベ
シ

ま
さ

ま
ず

手
腕
ノ
将
二
働
カ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
先
斯
ル
運
動
ヲ
営
ム
モ
ノ
ナ
リ
僥
骨
尺
骨
互
二
相
平
列
ス
ル
時
ハ
栂
指
ハ
外
方
へ
向
キ
手
掌
前
面
へ
向
フ
ヘ
シ

プ
ロ
Ｉ
ル

ソ
ヒ
ナ
ー
ル

お
よ
し
し

フ
レ
ッ
ヰ
ゾ
ル

右
二
様
ノ
運
動
ヲ
営
ム
ノ
筋
ヲ
内
廻
転
筋
及
」
」
外
廻
轄
筋
卜
称
フ
又
右
卜
等
シ
ク
腕
及
上
他
四
肢
ノ
諸
部
ヲ
屈
曲
セ
シ
ム
ル
筋
ヲ
屈
曲
筋
ト
称

エ
ヰ
ス
テ
ン
ソ
ン

へ
四
肢
ヲ
長
延
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ヲ
展
伸
筋
卜
名
ク
其
屈
曲
筋
ハ
体
ノ
前
部
ニ
ァ
リ
展
伸
筋
ハ
其
後
部
ニ
ァ
リ

惣
テ
臂
ノ
関
節
部
ハ
其
骨
柱
ノ
方
向
卜
正
角
ヲ
ナ
サ
ス
臂
ノ
外
転
ノ
時
ノ
位
置
ハ
く
ノ
如
キ
角
度
ニ
シ
テ
此
角
度
ハ
斯
ル
体
勢
ノ
時
臂
ノ
上

ま
っ
す
ぐ

下
部
二
於
テ
種
々
ノ
方
向
二
顕
ハ
ル
然
し
ト
モ
内
転
二
於
テ
全
ク
臂
ヲ
外
方
へ
伸
ス
時
ハ
其
方
向
真
直
ナ
リ
是
し
実
際
目
撃
ス
ル
所
ノ
有
様
ナ
リ

又
手
掌
ノ
有
様
ヲ
見
ル
ー
更
―
―
其
多
分
ノ
部
ヲ
占
ム
ル
ハ
栂
指
ノ
方
位
一
一
於
ケ
ル
ヲ
多
シ
ト
ス
掌
ヲ
開
伸
ス
ル
時
臂
ノ
一
辺
ヨ
リ
腕
ヲ
通
シ
一

線
ヲ
引
ケ
ハ
其
方
向
ハ
小
指
ノ
外
縁
二
沿
上
手
ノ
外
方
一
一
走
ル
ヘ
シ

え

又
同
シ
線
ヲ
栂
指
ノ
方
二
引
ケ
ハ
栂
指
ト
食
指
ノ
手
ノ
外
方
へ
除
キ
中
指
二
沿
ヒ
テ
直
行
ス
ヘ
シ
古
昔
エ
ジ
プ
ト
人
ノ
画
二
斯
ル
有
様
ヲ
過
度

斜
メ
ー
ー
交
互
ス
ル
是
ナ
リ
故
二
上
脾
骨
ト
ノ
緒
節
部
即
チ
臂
関
節
ハ
斯
ル
運
転
二
適
応
ス
ル
構
造
ア
リ
テ
膝
部
ノ
結
節
モ
大
一
一
異
ナ
リ

又
同
シ
線
ヲ
栂
指
ノ
方
二
引
ケ
ハ
栂

ず

二
画
ケ
ル
ヲ
見
ル
第
十
四
版
ノ
図
ノ
如
シ

手
ハ
其
外
面
二
於
テ
凸
轡
シ
内
面
二
於
テ
凹
脅
ス
掌
骨
ト
指
骨
ノ
諸
関
節
部
一
一
係
ル
骨
ノ
起
隆
ハ
中
指
ノ
関
節
最
モ
大
ナ
リ

ピ
し

肥
満
セ
ル
女
子
及
上
兒
子
（
子
供
）
一
一
ア
リ
テ
ハ
此
関
節
却
テ
凹
窪
ヲ
ナ
ス
是
等
ノ
関
節
部
ニ
ハ
｜
扇
状
ヲ
ナ
セ
ル
展
伸
筋
腱
ノ
附
着
ス
ル
ァ
リ
堰

第
十
三
版
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角
度
ハ
活
物
二
就
テ
能
ク
実
見
セ
ハ
明
カ
ニ
弁
知
セ
ラ
ル
ヘ
シ

腕
骨
ノ
両
側
二
箸
シ
キ
骨
ノ
突
起
ア
リ
其
内
方
ナ
ル
ハ
尺
骨
頭
ニ
シ
テ
外
方
二
於
ケ
ル
ハ
僥
骨
ノ
下
端
ナ
リ
此
下
端
ハ
尺
骨
端
ヨ
リ
其
位
置

梢
ャ
下
方
一
一
ア
リ

ぱ
い
か

臂
関
節
二
於
ケ
ル
ト
臂
骨
ノ
内
躁
ハ
甚
夕
大
ナ
ル
突
起
ヲ
ナ
ス
然
し
ト
モ
肥
豊
セ
ル
女
子
ノ
臂
ニ
ハ
却
テ
凹
陥
ヲ
顕
セ
リ

け
だ

臂
関
節
ノ
突
起
二
付
テ
ハ
注
意
ス
ヘ
キ
｜
‐
‐
ア
リ
蓋
シ
臂
ヲ
曲
ル
時
前
臆
骨
頭
ハ
上
臂
骨
ノ
下
端
ヨ
リ
外
方
へ
突
出
シ
為
メ
ニ
下
臂
ノ
丈
梢
ャ

長
ク
見
ユ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
（
第
十
五
版
）
臂
ノ
垂
下
セ
ル
時
ハ
前
脾
骨
一
一
於
ケ
ル
右
ノ
如
キ
突
起
ハ

前
鱒
骨
二
於
ケ
ル
右
ノ
如
キ
突
起
ハ
上
臂
骨
端
ノ
内
外
裸
ノ
浅
窩
二
挿
入
ス
ル
ヲ
以
テ
更
一
一
外
出
セ
ス

か
ぎ

す
こ
ぶ

上
肢
ノ
働
キ
ト
其
形
状
ノ
変
化
ハ
限
リ
ナ
キ
者
ナ
レ
ハ
之
ヲ
明
蜥
ス
ル
ハ
頗
ル
難
シ
故
二
今
愛
ニ
ハ
最
モ
主
要
ナ
ル
筋
ノ
名
称
ヲ
表
記
シ

以
テ
其
作
用
ノ
大
体
ヲ
解
ク
ノ
便
ト
ス
其
附
着
ス
ル
諸
点
ハ
図
一
一
依
テ
弁
知
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ナ
リ

七六五四三二八 前
面
ノ
臂
第
十
二
版

十
三
稜
筋

脾
二
頭
筋

三
頭
筋

か
い
ぜ
ん
え
ん
さ
ん

廻
前
円
筋

廻
後
長
筋

長
掌
筋

尺
骨
内
筋
又
尺
骨
腕
屈
筋

僥
骨
内
筋
又
僥
骨
腕
屈
筋

デ
ル
ト
イ
ド

バ
イ
セ
プ
ス
、
一

ト
ラ
イ
セ
プ
ス
、

プ
ロ
ナ
ー
ト
ル
、

ソ
ピ
ナ
ー
ト
ル
、

パ
ル
ム
Ⅲ
ク
ス
、
｜

フ
レ
ッ
キ
ソ
ル
、
ロ
ル

ピ
ー
、
ウ
ル
ナ
リ
ー
ス

フ
レ
ッ
キ
ソ
ル
、
カ
ル

ピ
ー
、
ラ
ジ
ア
リ
ス

ブ
ラ
チ

、
ブ
ラ
チ

、
ラ
ジ
ー
、
テ
ル
ス

、
ラ
ジ
ー
、
ロ
ン
ギ
ュ
ス

ロ
ン
ギ
ュ
ス
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此
両
頭
ハ
互
一
一
合
一

成
り
遂
二
腕
骨
ニ
達
ス

強
烈
ノ
働
キ
ヲ
ナ
ス
時

存
ス

附
着
セ
リ

一一一

五七

十
二

十
三

三
頭
筋
ハ
二
頭
筋
ノ
両
側
二
於
テ
見
ラ
ル
ヘ
キ
筋
ニ
シ
テ
上
臂
ノ
全
後
外
面
ヲ
領
ス
其
作
用
ハ
下
臂
ヲ
拡
開
ス
ル
ニ
ア
リ

後
面
ノ
臂
第
十
六
版

十
短
手
掌
筋

パ
ル
マ
リ
ー
ス
、
プ
レ
ビ
ー
ス

ま
え
に

は
く

一
一
一
稜
筋
ハ
｜
肩
部
ノ
重
要
ナ
ル
筋
ニ
シ
テ
前
既
二
解
説
セ
リ
此
筋
ノ
前
内
側
二
脾
一
一
（
う
で
）
頭
筋
ア
リ

ピ
シ
ピ
タ
ル
、
グ
ー
プ

グ
レ
ノ
イ
ド
、
ケ
ー
ピ
チ
ー

其
一
頭
ハ
短
キ
筋
腱
ニ
シ
テ
｜
肩
岬
骨
ノ
烏
塚
突
起
二
附
着
シ
其
長
頭
ハ
上
臂
骨
ノ
大
小
結
節
間
溝
ヲ
過
テ
肩
岬
骨
ノ
関
節
窩
ノ
上
縁
二

九
短
栂
指
筋

第
十
六
版

し
よ
う
こ
つ
き
ん

外
長
僥
骨
筋

外
短
僥
骨
筋

三
頭
筋

廻
後
長
筋

尺
骨
内
筋

三
稜
筋

外
頭
長
頭
内
頭

ピ
シ
ゴ
タ
ル
、
チ
ユ
ベ
ル
ク

シ
一
片
ノ
肉
質
卜
成
り
臂
関
節
ノ
上
部
二
至
り
再
上
腱
ヲ
作
り
僥
骨
結
節
二
膠
着
シ
下
臂
ヲ
下
ケ
広
キ
腱
膜
卜

な
お

此
筋
ハ
其
肉
質
部
二
於
テ
甚
タ
ン
ク
収
縮
シ
外
部
一
膨
脹
ス
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
其
平
扁
ナ
ル
形
状
ハ
猶
多
少
前
面
二

ル
ナ
ス
、
ロ
ン
ギ
ユ
ス

ラ
ジ
ア
リ
ス
、
エ
キ
テ

ル
ナ
ス
、
プ
レ
ピ
ー
ス

ラ
ジ
ア
リ
ス
、
エ
キ
ス
テ
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物
形
ノ
美
観
二
係
り
恰
好
ナ
ル
者
ノ
人
心
ヲ
感

テ
互
一
一
相
符
号
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
感
情
ナ
リ

十
四

十
五

十
七モ
ラ
ー
ル
、
プ
ッ
ト
子
ス

か
つ
こ
う

徳
義
上
ノ
ノ
適
合
又
式
ｊ
／
恰
好

恰
好
ナ
ル
者
ハ
物
状
ノ
有
様
ニ
シ
テ
看
客
カ
ー
目
ノ
中
一
一
其
高
幅
ト
正
側
面
ノ
差
ヲ
認
識
シ
得
ル
処
ノ
者
ナ
リ
ト
ス

』
ま
た

物
形
ノ
美
観
二
係
り
恰
好
ナ
ル
者
ノ
人
心
ヲ
感
ス
ル
ョ
リ
シ
テ
亦
別
二
一
種
ノ
項
目
ア
リ
是
ハ
物
形
ノ
外
貌
ノ
有
様
ト

わ
ん
こ
つ

此
事
ハ
建
築
ニ
テ
モ
陶
器
術
ニ
テ
モ
ー
目
直
二
其
然
ル
処
ヲ
察
セ
ラ
ル
、
「
－
ヲ
要
シ
物
体
ノ
上
ニ
ハ
一
種
切
要
ノ
性
質
ニ
シ
腕
骨
二
於
ケ
ル

諸
筋
腱
ヲ
一
個
一
一
組
織
ス
ル
ノ
靭
帯
ヲ
総
腕
靭
帯
卜
名
ク

第
十
七
版

側
面
ノ
臂

九五三二

三
頭
筋

廻
後
長
筋

栂
指
筋
腱

三
稜
筋

二
頭
筋

総
指
伸
筋

十
六
栂
指
展
伸
筋

外
尺
骨
筋

第
十
七
版

デ
ル
ト
イ
ド

ソ
ピ
ナ
ー
ド
ラ
ジ
ー
ロ
ン
ギ
ユ
ス

エ
キ
ス
テ
ン
ソ
ル
、
ジ
、

ト
ル
ム
、
コ
ン
ム
ニ
ー
ス

エ
キ
ス
テ
ン
ソ
ン
、
カ
ル
ビ
、
ヴ
ル
ナ
リ
ー
ス

其
用
途
ノ
目
的
ト
ヲ
シ
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く
わ
し
べ
弐
一

下
肢
ノ
筋
ハ
其
作
用
二
応
シ
相
互
二
結
合
ス
ル
所
甚
夕
多
シ
故
二
其
解
説
繁
雑
ナ
ル
ヲ
以
テ
斯
ル
小
冊
子
ノ
委
ク
尽
ス
可
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

ず
じ
よ
う

依
テ
図
上
ヲ
以
テ
脛
部
及
上
股
ノ
諸
筋
ノ
名
称
ヲ
示
シ
其
形
状
ト
位
置
ヲ
弁
明
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
又
膝
関
節
ハ
人
体
形
状
中
至
要
ニ
シ
テ

い
六
一
六
』

純
美
ナ
ル
部
ナ
レ
ハ
些
力
注
意
ヲ
要
ス
ル
カ
故
二
膝
ノ
屈
曲
セ
ル
一
一
様
ノ
趣
ヲ
第
二
十
及
上
第
二
十
一
ノ
図
二
示
セ
リ

し
つ
が
い

膝
。
／
曲
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
膝
蓋
ハ
大
髄
骨
卜
小
髄
骨
ノ
関
節
部
ヨ
リ
生
セ
ル
浅
窪
ノ
為
メ
ニ
梢
ャ
内
へ
退
ク
ヘ
シ

こ
せ
き

古
昔
ノ
彫
刻
ニ
ハ
其
確
実
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
顕
ハ
ス
カ
故
二
以
テ
模
範
ト
ナ
ス
ヘ
シ

ノ
ユ
ベ
ロ
シ
ヲ

あ
ら

さ
ん
し
よ
う

す
ぐ

女
体
二
於
ケ
ル
結
節
状
突
起
卜
筋
ノ
突
起
ハ
体
外
へ
顕
ハ
ル
、
「
ｌ
僅
少
ナ
リ
且
シ
筋
ノ
肉
質
多
量
ニ
シ
テ
腱
部
勘
ナ
ク
且
シ
筋
ノ
凹
窪
セ
ル
部

ひ
ま
く

卜
角
偶
『
フ
ナ
ス
部
ハ
柔
軟
ナ
ル
皮
膜
『
フ
以
テ
能
ク
被
包
セ
ラ
レ
全
部
皆
ナ
円
裏
ナ
リ

わ
ず

殊
二
女
子
二
於
ケ
ル
二
頭
筋
ノ
如
キ
ハ
其
分
裂
甚
夕
僅
カ
ニ
シ
テ
ー
ー
ー
稜
筋
ハ
其
形
男
子
卜
甚
タ
異
り
（
議
蛎
〉
咽
ヲ
）

色
よ
う
し
よ
う

其
他
ハ
男
子
卜
同
シ
ヶ
レ
ト
モ
肩
ノ
幅
狭
少
ナ
ル
ト
髄
骨
ノ
大
ヒ
ニ
拡
開
セ
ル
カ
為
メ
ー
ー
両
臂
ヲ
側
辺
二
垂
ル
、
ト
キ
ハ
梢
ャ
異
ナ
ル
所
ア

ル
ヲ
見
ル
ヘ
シ

よ

常
一
一
能
ク
注
意
シ
テ
其
適
度
ヲ
誤
マ
ラ
サ
ル
ヲ
要
ス

み
や
く
ら
く

は
た
ら
き

あ
ら

此
図
ハ
重
要
ナ
ル
肺
絡
ノ
位
置
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ
此
脈
絡
ハ
臂
ノ
働
二
応
シ
顕
ハ
ル
、
ト
キ
ト
又
顕
ハ
レ
サ
ル
ト
キ
ア
リ

十
二
外
長
僥
骨
筋

十
四
総
指
指
伸
筋

下
肢
第
十
九
版

第
十
八
図

エ
キ
ス
テ
ン
ソ
ル
、
ジ
ャ

ト
ル
ム
、
コ
ン
ム
ユ
ー
ー
ス

ラ
ジ
ア
リ
ス
エ
キ
ス

ル
ナ
ス
、
ロ
ン
ギ
ュ
ス

エ
キ
ス
テ

え
が

故
二
是
ヲ
画
ク
ニ
ハ

且
ッ
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男
女
ノ
間
膝
ノ
形
状
二
差
異
ア
ル
ハ
多
分
骨
格
ヨ
リ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
女
子
ニ
ァ
リ
テ
ハ
髄
骨
大
ヒ
ニ
拡
開
ス
ル
ヵ
故
一
一
大
腿
骨
ノ
下
端
ヲ
シ
テ

互
二
内
方
へ
傾
力
シ
メ
（
飛
騨
征
輝
綜
坪
衡
）
下
腿
骨
ノ
結
合
一
一
於
テ
角
度
ノ
差
ヲ
生
シ
膝
ノ
内
部
二
大
ヒ
ナ
ル
突
出
ヲ
ナ
ス

且
シ
加
フ
ル
一
一
其
膝
部
ハ
脂
肪
多
量
ナ
ル
皮
膚
ニ
テ
包
裏
セ
ラ
ル
、
ヲ
以
テ
男
子
二
比
ス
レ
ハ
其
形
肥
大
ナ
リ

手
足
ノ
運
動
ヲ
察
ス
レ
ハ
ー
側
二
起
レ
ル
筋
ノ
突
隆
ハ
他
側
二
於
ケ
ル
突
隆
二
依
テ
其
平
釣
ヲ
保
シ

が
い
え
ん

建
築
師
ハ
家
屋
ヲ
構
造
ス
ル
ニ
其
外
円
周
辺
二
係
ハ
リ
其
平
均
ヲ
保
ツ
ヲ
要
ス

故
二
家
ノ
ー
側
面
ハ
常
二
他
側
卜
平
衡
ヲ
得
セ
シ
ム
今
人
体
ヲ
構
造
ス
ル
ノ
大
建
築
家
ハ
天
然
ノ
雅
趣
純
美
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
一
層
堅
牢

一
一
之
ヲ
構
造
セ
リ
其
手
足
及
上
全
体
ノ
形
状
二
係
り
右
ノ
如
キ
平
均
ハ
目
カ
ラ
具
備
セ
リ

十
八

十
九

二
十

二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

二
十
六

下
肢
諸
筋
第
十
九
版

前
面
の
部内
腸
骨
筋

三
頭
内
輔
長
筋
三
種

し
つ
き
ん

櫛
筋

こ
う
こ
さ
ん

溝
股
筋

ほ
う
し
よ
う
さ
ん

縫
匠
筋

股
直
筋

こ
し
ょ
う
ち
よ
。
つ
き
ん

股
靭
張
筋

内
大
股
筋

グ
ラ
シ
リ
ー
ス

イ
リ
ア
キ
ユ
ー
ス
イ
ン
テ
ル
ナ
ス

内
輔
長
筋
内
輔
短
筋
ト
ラ
ン
セ
プ
ス
、
ベ
ル
、
ヲ

内
鞘
大
筋

シ
ド
ク
ト
ル
、
ワ
ン
ギ
ュ
ス

ペ
ク
チ
ナ
リ
ー
ス

サ
ル
ト
リ
ユ
ー
ス

レ
ク
タ
ス
、
ヘ
モ
リ
ー
ス

テ
ン
ソ
ル
、
バ
ア
ジ
ナ
、
ヘ
モ
リ
ー
ス

ウ
ア
ス
タ
ス
、
イ
ン
テ
ル
ナ
ス
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三
十
二

三
十
五

二
十
七

二
十
八

二
十
九

三
十

三
十
一

下
肢
諸
筋
第
二
十
二
版

側
面
之
部

麓
い
で
ん
ざ
ん

大
瞥
筋

中
臂
筋

外
大
大
股
筋

前
脛
骨
筋

二
頭
腓
腸
筋

ち
ょ
う
し
し
ん
ぎ
ん

長
趾
伸
筋

大
趾
離
放
筋

ウ
ア
ス
タ
ン
ス
、
エ
キ
ス
テ
ル
ナ
ス

チ
ビ
ア
リ
ス
、
ア
ン
チ
キ
ユ
ー
ス

ガ
ス
ト
ロ
ク
子
ニ
ュ
ー
ム

エ
キ
ス
テ
ン
ソ
ル
、
コ
ン
ギ

ユ
、
ジ
マ
ト
ル
ム
、
ペ
ジ
ス

ア
ブ
ド
ク
ト
ル

グ
リ
ユ
チ
ユ
ー
ス
、
マ
キ
シ
ム
ス

グ
リ
ユ
チ
ュ
ー
ス
、
メ
ジ
ュ
ー
ス

ポ
ル
リ
シ
ス
ペ
シ
ス

二
十
一

二
十
七

二
十
五

二
十
九

二
十
八

二
十
四

下
肢
諸
筋
第
二
十
三
版

二
頭
股
筋

外
大
股
筋

こ
し
よ
う
ち
ょ
う
き
ん

股
鞘
脹
筋

二
頭
腓
腸
筋

前
脛
骨
筋

股
直
筋

イ
セ
プ
ス
、
ヘ
モ
リ
ク
ス

バ
ス
タ
ス
エ
キ
ス
テ
ル
ナ
ス

テ
ン
ソ
ル
ハ
ジ
ナ
ヘ
モ
リ
ス

ガ
ス
ト
ロ
ク
子
シ
ュ
ー
ス

チ
ビ
ア
リ
ス
ア
ン
チ
キ
ユ
ー

レ
ク
ダ
ク
ニ
ス
ヘ
モ
リ
ス
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ら
よ
う
ふ
さ
ん

足
附
筋
ハ
脛
ノ
後
下
部
ニ
ァ
リ
テ
ー
一
頭
腓
腸
筋
卜
共
二
強
緊
ナ
ル
靭
帯
ヲ
以
テ
終
ル

ふ
こ
つ

此
靭
帯
ハ
附
骨
二
附
着
シ
箸
シ
キ
突
隆
ヲ
ナ
ス
足
ヲ
画
ク
ニ
ハ
前
脾
ト
ー
手
掌
ノ
結
合
ノ
如
ク
脛
卜
足
麟
ノ
結
合
ヲ
能
ク
注
意
シ
脛
骨
ノ
位
置

卜
僅
一
一
斜
メ
ニ
足
蹴
ヲ
置
キ
内
躁
ヲ
シ
テ
外
躁
ヨ
リ
強
ク
外
出
セ
シ
ム
ヘ
シ

凡
ソ
全
骨
格
ヲ
通
シ
テ
骨
柱
相
互
ノ
結
合
ヲ
見
ル
ー
ー
其
関
節
一
一
於
テ
正
角
ヲ
ナ
ス
ノ
部
之
レ
ナ
シ

ご
じ
ん

き
ゆ
う
よ

し
よ
う
ど
う

此
構
造
ア
ル
カ
為
メ
ニ
吾
人
（
わ
れ
わ
れ
）
力
跳
躍
シ
又
ハ
打
撃
ス
ル
カ
如
キ
急
遮
ノ
運
動
二
対
シ
激
烈
ル
衝
撞
ヲ
免
カ
ル
ナ
リ

け
い
士
ん

と
う
ぜ
ん

し

且
シ
皮
膚
上
面
ハ
全
体
ヲ
通
シ
テ
軽
淡
ナ
ル
波
動
状
ノ
線
ヲ
保
テ
リ
是
レ
人
体
ハ
蕩
然
（
な
に
一
つ
）
美
麗
ナ
ル
外
観
ア
リ
テ
若
カ
モ
弾
カ
ァ

ゆ
と
几
ん

ル
所
以
ナ
Ⅱ
ソ

三
十
二
大
瞥
筋

マ
マ

一
一
十
一
一
一
頭
股
筋

マ
マ

十
九
二
一
頭
内
縛
筋

よ
う
ま
く
よ
う
さ
ん

一
二
十
一
一
一
羊
膜
様
筋

三
十
四
羊
腱
状
筋

寺
守

一
一
十
一
一
薄
股
筋

寺
寺

一
一
十
一
一
一
縫
匠
筋

守
守

一
一
十
九
一
一
頭
腓
腸
筋

後
面
ノ
部

人
体
解
剖
終

サ
ノ
ト
リ
ア
ス

虹一

ガ
ス
ト
ロ
ク
子
シ
ュ
ス

セ
ミ
テ
ン
ジ
ノ
ー
ス

グ
ラ
シ
リ
ス

一

ク
リ
ユ
チ
ユ
ー
ス
マ
キ
シ
ム
ス

バ
イ
セ
プ
ス
ヘ
モ
リ
ユ
ー
ス

セ
ミ
テ
ン
プ
ラ
ノ
ー
ス

一
部其
辺
縁
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KinkichiroHonda，ｔｈｅＩｎｔｒｏｄｕｃｅｒｏｆ 
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ＫｉｎｋｉｃｈｉｒｏＨｏｎｄａｗａｓｏｒｉｇｉｎａｌｌｙａｓamuraiwarrioroftheHiroshimaclaｎ． 

ＩｎＭａｒｃｈｍｔｈｅ４ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉＥｒａ（i､e・'871),ｈｅｃａｍｅｕｐｔｏＴｏｋｙｏ

ｔｏｓｔｕｄｙＥｎｇｌｉｓｈａtKei6gijuku，ａｓｃｈｏｏｌｆｏｕｎｄｅｄｉｎｌ８６８ａｔＭｉｔａｂｙ 

ＹｕｋｉｃｈｉＦｕｋｕｚａｗａ，ｗｈｅｒｅｈｅｓｔａｙｅｄｆｏｒａｂｏｕｔａｙｅａｒ． 

ｌｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｙｅａｒｈｅｂｅｃａｍｅａｐｒｏbationersurveyorattheK6busho・

Whiletherehestudiedgeneralsubjectsoflearning,Englishandpainting 

fromEnglishtｅａｃｈｅｒｓａｎｄｓｏｏｎＬａｔｅｒｏｎｈｅｓｕｆｆｅｒｅdfromberiberiand 

wascompelledtoresignhispost，returningtoHiroshima，hishome 

country、Ｉｎｔｈｅ７ｔｈｙｅaｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉＥｒａ（Ｌｅ､1874),ｈｅｗｅｎｔｕｐｔｏＴｏｋｙｏ

agaln 

Hondahadalong-cherisheddesiretostudyWestern-stylepainting， 

whenheheardthatShmkuroKunisawa（1847～1877）wasadvertismgfor 

pupilsforhisnewlyestablishedprivateartschool“ＳｈＯｇｉｄｏ'’１ocatedat 

HayabusachoKOjimachiwar｡，Tokyo・KunisawareturnedtoJapanafter

８２（５９） 



studyingEnglishandpaintingmEnglandfor4ｙｅａｒｓａｓａｓｔｕｄｅｎｔｏｆｔｈｅ 

ＴｏｓａＣｌａｎ． 

Kunisawawasnotstronglybuiltandwassufferingfromtuberculosis 

whｉｌｅｈｅｗａｓｓｔｉｌｌｉｎＧｒｅａｔＢｒｉｔａｉｎｌｎＭaｒｃｈｏｆｔｈｅｌＯｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉ 

Ｅｒａ（i・el877)，hediedofthischronicdisease・HeaskedHondatolook

after“Shogido”afterhisdeath． 

KunisawabroughthomelotsofbooksｏｎａｒｔｆｒｏｍＥｎｇｌａｎｄＳｉｎｃｅ 

ＨｏｎｄａｈａｄａgoodknowledgeofEnglish,heenjoyedreadingthemafter 

workeveryday・Hondataughtnotonlydrawingpicturesbutgeometry，

perspectiverepresentation，ｈｕｍａｎｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａｎｄｈｕｍａｎａｎａｔｏｍｙｔｏｈｉｓ 

pupilsbytranslatingthesebooks． 

Ｔｈｅｌ３ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉＥｒａ（Le､1880）isremarkableforthe 

beginningofteachingartanatomyinJapanHondastartedlecturingon 

artanatomytohispupilsonceaweek・ThelecturerYoheiTamakoshiat

theschoolofmedicine,Tokyouniversitystartedteachingthesamesubject 

atKObubijutsugakkｏｉｎＪａｎｕａｒｙｉｎｔｈｅｌ４ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭeijiEra（i・e

l881)． 

Honda'slecturewasexclusivelybasedonAγtisZjcA"αｍｍＺ／ｑ／ｔ"ｅ 

ﾉZ"、α〃/i‘"”byHenryWarren（1794～1879）containedintheWinsorand

Newton'sseriesofHand-BooksonArt，withnumerousillustrations，voLIL 

Winsor＆Newton，London，1856．ThoughwhatGototaughttohispupils 

wasnothingmorethanarepetitionofHenryWarren，swords，itwas 

enlighteningandinstructivｅｉｎｔｈｅｅａｒｌｙａｒｔｅｄｕｃａｔioninJapan． 
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